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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ライオンちゃん編

１　さいかい。

２　きょうりょく。

３　れんしゅう。

４　こくはく。

５　おわかれ。

６　はつこい。




きもちいろいろ編

７　恋するレオ

８　恋する美鈴

９　綾人の憂鬱

10　莉緒は負けず嫌い




チワワくん編

11　でーと。




　あとがき
















　幼よう稚ち園えんのときの苦い思い出。

　それをきっかけに、私は〝男おとこ勝まさり〟に。

　それをきっかけに、アイツは〝女の子が苦手〟に。

　そんな二人が、高校で再会する。




〝女らしく〟なって恋こいがしたい、私と。

〝女の子が苦手〟なのを克こく服ふくしたい、アイツ。




「お互たがいの目標を達成するために協力しよう」

　アイツからの提案に乗った私がバカだった……!?




「──キスの練習、してみる？」

　──私たちは、お互いの目標を達成できるのだろうか。
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『あやとくん、ぼうし返してよ』

『いやだね～、返してほしかったらここまで来いよ』

『わたし、木登りなんてできないよ』

『お前ってほんとどんくせーなあ』

　幼稚園にきてから毎日毎日、同じ男の子にいじめられる。

　どうして私だけ、こんな目に遭あわないといけないの？

　先生は何もしてくれない。お母さんには言えない。

　誰だれにも言えなくて、誰も助けてくれなくて。

　どうしよう、辛つらいよ。もう、我が慢まんするのも……限界になってきた。

『──返してよ。……返せ。返せって言ってんだろうがー！』
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（起きて、莉り緒お……！）

　誰かに肩かたを揺ゆらされて、自然に身体からだがびくっと動いた。後ろを振ふり向くと、中学からの親友・美み鈴すずが焦あせった顔をして「寝ねちゃダメ」と言っている。

（ご、ごめん。ありがとう……）

　椅い子すに座り直して、校長先生のありがたい話に耳を傾かたむけた。

　──そう、今は高校の入学式の真っ最中だ。

　憧あこがれのブレザーに身を包み、めでたく入学したのはいいけれど、入学式が退たい屈くつすぎて五分で飽あきていたのだ。

　私は、子供のころから退屈になるとすぐ寝てしまう子だった。中学校の授業でもそう。いったい何度先生に注意されたことだろう。

　時々いびきをかいたりもして、周りからは〈眠ねむれる獅し子し〉なんて言われていたっけ。

　それにしても、久しぶりに嫌いやな夢を見たような気がする。




　──ようやく入学式が終わり、私たちは男女二列になって体育館から教室へと移動する。

「もう、莉緒だめじゃない。初日からそんなんじゃ、何も変わらないよ」

　移動する途と中ちゆうにも美鈴に注意されてしまった。

　美鈴は長身でスタイルもよく〈クールビューティー〉という言葉がよく似合う女の子だ。中学の時は黒くろ髪かみのストレートだったけど、高校入学に合わせてパーマをかけたみたい。

　さっぱりとした性格で自分の意見をはっきりと言う美鈴は、大切な親友だ。

　そんな彼女が、母親のように私に注意をするのには理由がある。

「そうだね、ごめん。高校で変わるって決めたのに」

「そうだよ。春休みからイメチェンを手伝ってるんだから、しっかりしてよね」

　そんなことを話しながら、私たちは一番窓側の後ろの席に座った。

　座席は出席番号順で、私と美鈴は番号が並びであるため、席も前後に座っている。

　教室の中はとても静かで、雑談をしている人は誰ひとりいない。

　私と美鈴も空気を読んで、黙だまって担任の先生の指示を待っていた。

　ふと窓の向こうに目をやると、満開の桜が視界いっぱいに広がっている。

　ゆらゆらと花びらが風に乗って舞まい、私たちの入学を祝ってくれているようにみえた。

　──ほどなくして、担任の先生が教きよう卓たくの前に立ち、私たちに向かって挨あい拶さつをした。

　まだ二十代くらいで、メガネをかけた若い男性教きよう諭ゆだ。

「皆みなさん、入学おめでとうございます。僕はこのクラスの担任の溝みぞ川かわ歩あゆ生むといいます。主に社会科の授業を担当しています。趣しゆ味みはテニスをすることですかね。……まぁ、僕の自己紹しよう介かいはこのくらいにして、さっそく皆さんにも自己紹介してもらいましょう」

　溝川先生はとっても爽さわやかな笑え顔がおで挨拶をしていた。まさにテニスが似合いそうだ。

「では、安あ部べくんからよろしくお願いします」

　自己紹介は、男子から出席番号順に始まった。

　私の順番まではだいぶ先だけど、今から緊きん張ちようしてしまう。

　……第一印象が一番大事だと思うし、ちゃんと〝女の子らしい〟私を演じなければいけないからだ。




　私は〝女の子らしく〟なるために、春休みの間、美鈴にメイクの仕方や女の子らしい仕草を教えてもらっていた。

　今までの私はそういうことに興味が無く、女子とそんな話をするよりも、男子に交ざって運動場を走り回ったり、ゲーセンで遊んだりしているほうが楽しかった。

　朝の準備時間よりも睡すい眠みんをとり、可愛かわいい服装よりも動きやすい恰かつ好こうを好むくらいに女子力が低かった。

　そんなんだったから男子に女子扱あつかいされなかったし、私も男子を異性として意識することはなかった。

　──こんな私が〝自分を変えたい〟と思い始めたのは、美鈴にある本を借りてからだった。

　それは〈ハルカハツコイ〉という少女マンガで、春はる花かというおとなしい女の子が、同じクラスの人気者・圭けいに恋をして、両りよう想おもいになるためにひたむきに頑がん張ばるという物語だ。

　美鈴によれば〝典型的な少女マンガ〟らしいんだけど、このジャンルを初めて読んだ私にはかなり響ひびいた。

　読んでいるだけで胸がキュンキュンしたし、何より恋する春花ちゃんが可愛くて、私もこんな風になりたいって思ったんだ。

　でも、男子達には「お前が少女マンガ読んでいるだけでウケる」と笑われ、恋をしたいと呟つぶやいただけで「お前みたいな女子力のカケラもないやつ、誰が好きになんだよ」と馬ば鹿かにされた。

　馬鹿にされてムカついたし、殴なぐり飛ばしてやったけれど、アイツらの言うことが正しいということも分かっていた。

　……ずっとこのままだったら、恋れん愛あいとは無む縁えんの生活を送ったまま年を取ることになる。

　今はこんなんだけど、私だって女の子らしい時もあった。

　今からでも遅おそくない。努力すれば、私も春花ちゃんみたいな女の子になれるはず。

　そう思った私は、中学の卒業式でみんなに宣言したんだ。

「高校で恋愛デビューする！」

　そう、教室中に響き渡わたるほどの大声で。




「はい、安部くんありがとうございました。聞いていたみんなは、名めい簿ぼのところに自己紹介の内容をメモしておくといいですよ」

　クラスメイトは、先生のアドバイスを聞いて一いつ斉せいにペンを持ち始めた。

　私も慌あわてて筆箱からペンを取り出す。……やっば、回想にふけっていて安部くんの自己紹介を全く聞いてなかったよ。

　とりあえず〝メガネ〟って書いておこう。

　安部くんの次からは、メモを取るために集中して話を聞くことにした。

　もしかして、先生は真しん剣けんに自己紹介を聞いてほしくてそう言ったのかな。

　伊い藤とうくんは野球が好き、尾お川がわくんはバンドをやっている、加か藤とうくんは映画が好き、とメモを取っていく。

　順調に自己紹介が進んでいき、十一人目が教卓の前に立った時、クラス中の女子たちの背筋がまっすぐに伸のびた気がした。

　長身で手足が長く、髪は流れるように整えられ、前髪から覗のぞく切れ長の瞳ひとみはとてもキラキラしている。誰だれがどう見てもカッコいい、モデルのような男の子がクラスメイトにいるなんて気づかなかった。

　いったいなんて名前なのだろう。

　──ドキドキしながら名簿に目をやった瞬しゆん間かん、私の体は氷のようにカチカチに固まった。

「駿する河が綾あや人とです。よろしくお願いします」

〈するが　あやと〉

　忘れかけていた、その名前。私を唯ゆい一いついじめたことのある男の子と同じ名前だ。

　そういえば、入学式の時に見た夢にも出てきたな、あやとくん。

　今でも思い出すと暗い気持ちになる。

　私の知っているあやとくんは小学校から遠くに引っ越こしたけど、目の前にいる彼はただの同どう姓せい同名なのかな。

　さっきとは違ちがうドキドキを胸に秘ひめて、彼の自己紹介に耳を傾ける。

　……なぜか、彼は名前を言ったっきり沈ちん黙もくしていた。

「えーと、駿河くん、もう自己紹介は終わりなのかな？　あと何か話すことはない？」

　溝川先生が助け舟ぶねを出すと、駿河綾人は、聞こえるか聞こえないかくらいの小声でこう続けた。

「……子供の頃ころ、この付近に住んでいましたがしばらく離はなれて──」

「──ええっ！」

　駿河の声にかぶさるように誰かが叫さけんだ。

　そして、先生も含ふくめてクラス中がその声の主に注目する。

「えーっと、安やす原はらさん、どうしたのかな？」

「えっ、私ですか!?」

　先生に名前を呼ばれて、さっきの声の主が自分だったことに気が付く。

　……自分でも無意識に声が出ていたらしい。駿河も目を見開いてこちらを見ている。

　やっばい。悪目立ちしちゃったかも。

「あ、あの、ごめんなさい！　なんでもないです」

「そうなの？　他ほかの人の自己紹介中は静かにしていてね。駿河くんはもう終わりかな？」

「……はい」

　駿河は何事もなかったかのように涼すずしい顔をして、席へと戻もどっていった。

　うわぁ、本当に最悪だ。初日から先生にも怒おこられたし、アイツは私をいじめていた駿河綾人に間違いないだろうし……。

　穴があったら入りたい、とはこういう状じよう況きようのことを言うのだろうか。

　ひたすら名簿とにらめっこをして、顔の赤みが引くのを待っていた。




「橋はし本もと怜れ央おです。気軽にレオって呼んでください！　僕は楽しいことが大好きなんで、クラスのみんなで遊びに行けたらなって思っています」

　橋本くんの声はとっても明るくて、全く緊張していない様子だった。

〝楽しいことが好き〟とメモにとる。

　橋本くんはとても楽しそうに話すから、聞いているだけで心が明るくなっていく。

　ワックスで無造作に整えられた栗くり色いろの髪かみに見え隠かくれするシルバーのピアス。笑った顔は子犬みたいに可愛くて、おそらくクラスのムードメーカーになる人だと思った。

　……あっという間に男子の自己紹しよう介かいが終わり、女子の番になる。

　カラオケが好きな子、吹すい奏そう楽がく部に入りたい子、ダンスが得意な子などがいた。

　いろんな趣しゆ味みを持っている人がいて面おも白しろいな。

「では、次は安原さん、お願いします」
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「……はい」

　そして、とうとう私の番となる。

　教きよう卓たくの前に立つと、クラスメイト全員の顔がよく見えて緊きん張ちようしてしまう。

　人前で話すのは得意なのに、さっきの失敗のせいでうまく話せそうにない。

　とにかく、駿河綾人の顔だけは絶対に見ないようにしよう。

「安原莉緒です。お……お菓か子し作りなどが趣味です。皆みなさん仲良くしてください、よろしくお願いします」

　簡単な自己紹介を終え、足早に席へと戻った。

　お菓子作りが好きだなんて真っ赤なウソなんだけど、女の子らしい趣味だと思って言ってしまった。春花ちゃんも得意だったしね。

　まぁ、これから覚えて本当のことにすればいいだろう。

　──自己紹介の最後は美鈴だった。彼女はキレイな歩き方で前に出ていく。

「吉よし木き美鈴です。中学ではバスケをやっていましたが、高校ではテニス部に入りたいと思います！　これから一年、よろしくお願いします」

　美鈴は全く緊張していないようだった。むしろ自己紹介なんて余よ裕ゆうって感じ。

　それにしても、美鈴がテニス部に入るなんて知らなかったな。

　中学の時はバスケ部のエースだったから、高校でも続けるかと思ってた。

「吉木さん、僕はテニス部の顧こ問もんもやっているので、大いに歓かん迎げいしますよ。他にテニス部に興味がある人はぜひ教えてくださいね。……皆さん、自己紹介ありがとうございました。あとは簡単に明日あしたからのスケジュールを説明して、今日は終わりますね」

　先生からの簡単な説明を聞いて、高校入学一日目は終わった。

　終わった瞬間、どっと疲つかれがこみ上げてきた気がする。

「莉緒、一いつ緒しよに帰ろうか」

「うん」

　私と美鈴は一緒に教室を出て、学校から駅までの道のりを歩いた。




「莉緒、なんで自己紹介の時に〝ええっ〟なんて叫んだりしたの？」

　校門を出て比ひ較かく的てき人通りが少なくなったところで、美鈴から自己紹介の時のことについてツッコまれた。まぁ、確かに気になるよね。

「あのさ、私が幼よう稚ち園えんの時にいじめられたことがあるって話したよねぇ？」

「ああ、聞いたことある。それがきっかけで性格が変わったんだっけ？」

「そう。いじめられて我が慢まんの限界でキレちゃって……今みたいな性格になったんだ。それまでは自分の意見も言えないおとなしい子でさ」

　美鈴は、私の思い出話と今回のことが結びつかなくて不思議そうにしている。

「その話が何か関係あるの？」

「そのいじめていた相手っていうのが、多分……駿河綾人なんだよ」

「ええっ、何その偶ぐう然ぜん！　でも確かに、昔はこのあたりに住んでたって言ってたもんね」

「まぁ、多分なんだけどね……。過去の話とはいえ、ちょっと嫌いやだなって」

　私にとって幼稚園は苦い思い出。

　いじめられて辛つらかったし、それが原因でこんなガサツな女になってしまったし。

　もし駿河にいじめられていなかったら、私はどんな女の子になっていただろうか。

　幼稚園のことを思い出して落ち込んでいると、美鈴はなぐさめるように私の頭を撫なでた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。もう十年くらい前の話だし、駿河くんも覚えていないかも。気にすることないよ。もしまたいじめられたら、私が守ってあげるからさ！」

「……美鈴」

　美鈴の気持ちが嬉うれしくて、思わずほろりときてしまいそうだ。

「心の友よー！」

「……そういうのはやめなさい」

　美鈴に抱だきつこうとしたら、今度はきつめに頭を叩たたかれてしまった。




　──話をしているうちに駅に到とう着ちやくし、電車に乗った。

　車内にはうちの生徒が何人かいて、美鈴は周囲を気にしながら小声で話しかけてきた。

「そういえばもう一つ聞きたかったんだけど、お菓子作りが趣味なんて噓うそだよね？　私が声出しそうになっちゃったよ」

「うん。つい春花ちゃんのマネしちゃった」

「春花ちゃんって、もしかして〈ハルカハツコイ〉の？　莉緒、本当にあのマンガに影えい響きよう受けているのね。あの本がきっかけで、莉緒が恋こいをしたい、高校デビューしたいって言い出すなんて思わなかったよ」

　美鈴に初めて話をした時、驚おどろいてはいたけど決して笑ったりしなかった。

　親身に話を聞いてくれて、イメチェンの協力までしてくれて……何回ありがとうって言っても足りない。

　今度、お礼にドーナツでもおごろうかな。

「美鈴のおかげで無事に高校デビューできたかなぁ？」

「まぁ、いろいろあったけど……成功したと思うよ。明日からはもっと頑がん張ばらないとね。他ほかの子たちとも話す機会も増えるだろうし、気を引き締しめないと素すが出ちゃうよ」

「うん！　明日からはもっと気合い入れて頑張る。ガッツガッツ！」

「……だから、そういうのはやめなさいって」

　電車の中でガッツポーズをしたら、また美鈴に怒おこられてしまった。




「ただいまー」

「お帰りなさい。高校初日はどうだった？　ちゃんとデビューできたの？」

　家に帰るとお母さんが玄げん関かんまで出で迎むかえてくれた。

「まぁ成功したかな。明日からが本番って感じ」

　そう答えながら階段を上がり、二階にある自分の部屋へ行く。

　お母さんとは何でも話す仲だけど、この話題に関してはちょっと恥はずかしいな。

　──部屋に入った私は、あるものを探すために押し入れを開けた。

「確かこの中に入れてあったはず……あった！」

　私が探していたのは、少し古びた卒園アルバムだ。

　これを見ると嫌なことを思い出すから、ダンボールの奥底に封ふう印いんしておいたんだけど。

　よりにもよっていじめっ子の顔を確かく認にんするために、また手に取ることになるとはね。

　自分の組のページを開くと、すぐに〈するがあやと〉の写真が目に飛び込んできた。

　……やっぱり、同じクラスの駿河綾人は、私をいじめていたあやとくんで間ま違ちがいない。

　十年くらい経たってだいぶ成長したけど、昔の面おも影かげが残っているもん。

　まさか、高校でまた同じクラスになるなんて夢にも思わなかった。

　それにしても、駿河の幼稚園時代の写真を見ると心がゾクッとするな。

　とても可愛かわいらしい顔をしているはずなのに、素直にそう思えない。

　もう何年も経っているのに、アイツにいじめられた経験は傷になって残っているようだ。

　別に高校生の駿河を見て憎にくたらしいとは思わないけれど、出来るだけ近づきたくないとは思う。

　……うん、決めた。駿河とは絶対にかかわらないことにしよう。

　触さわらぬ神になんとやらっていうしね。

　高校でのもう一つの目標を決めた私は、制服から部屋着に着き替がえ、お母さんの待つリビングへと戻もどった。

〝駿河綾人とはかかわらない〟

　この目標があっさり破られたのは、入学してから数日後のことだった。




「今日のホームルームでは、各種委員を決めたいと思います。一人ひとつずつ役割がありますので、何に立候補するか考えておいてくださいね」

　溝川先生は黒板にいろいろな委員を順番に書いていく。学級委員を始め、体育祭委員、文化祭委員、図書委員などたくさんの役割があった。

　中学の私なら学級委員をやっていたところだけど、おしとやかな私（仮）は、図書委員にしようと思っている。

　春花ちゃんがそうだったし、知的な女の子っぽく見えそうだしね。

　本はマンガしか読まないけど。

　どの委員にするか心の中で決めたところで、美鈴に背中をツンツンとつつかれた。

「ねぇ、莉緒は何委員にするの？」

「私は図書委員にするわ。美鈴は何にするのかしら？」

　……この数日間で、女らしい話し方にも慣れてきた気がする。

「ふふっ」

「ちょ、ちょっと何を笑っているのかしら？　失礼しちゃうわ」

「……ごめんごめん。私はね、文化祭委員にしようかなって思って。面おも白しろそうじゃない？」

「確かにそうね」

　美鈴は私の話し方が面白いらしく、会話しながら常に笑っている。

　……もしかして、私の話し方っておかしいのだろうか。

「はーい、それでは、学級委員から決めたいと思います。まずは男子で立候補者はいますか？」

「はい！」

　先生の呼び掛けに間かん髪はつを容いれずに答えたのは〝楽しいことが大好き〟な橋本くんだった。

　まっすぐに手を挙げているその姿はまるで小学生のよう。

「……ほかに立候補者がいないのであれば、橋本くんにお願いしましょう。続いては女子の中で立候補はありませんか？」

　男子の学級委員はすんなりと決まった一方で、女子は誰だれひとりとして手を挙げようとしない。面白いくらいにみんながうつむいている。

　……私も、先生と目が合わないように下を向いておこう。

　五分くらい経っても、誰も立候補者はおらず、溝川先生が、

「では、推すい薦せんでも構いませんよ」

　と口にした途と端たん、橋本くんが勢いよく手を挙げた。

　またもや橋本くんの登場。というか、さっきから彼しか話していない。

　このクラスには彼しかいないのだろうか？

「では橋本くん、どなたを推薦するのですか？」

「僕は、安原さんを推薦したいと思います」

「……ええっ、私ですか!?」

　気が付いた時には、すでにクラス中の視線が私に集中していた。

　また無意識に心の叫さけびが口に出てたみたい。こんな風に目立ちたくないのに、またやってしまったよ。

「ちなみに、なぜ安原さんを推薦するのですか？」

「初日の自己紹しよう介かいの時に、僕の次に目立っていたからです！」

　先生の質問に橋本くんが答えると、クラスのみんなは次々に笑い始めた。自然と笑い声が生まれるのは、みんなそれぞれこの顔ぶれになじんできたという事か。

　……ってそんなこと考えている場合ではなくて。

「わ、私は人をまとめるのって苦手なんですけど……」

　本当は大の得意だけど、苦手なほうが可愛いと思ってとっさに噓うそをつく。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。俺がいるからさ。ねっ！　一いつ緒しよに学級委員やろうよ」

　橋本くんは自席から私にめがけ親指を立て、まぶしい笑え顔がおを見せてくる。

　こんな風に誘さそわれたら……断れるわけがない。

「分かりました、やります」

　こうして、私はなぜか高校でも学級委員をやるはめになった。

「では、橋本くんと安原さんに進行を任せたいと思います。二人は前に出てきてください」

「はーい」

　橋本くんは今にもスキップしそうな勢いで前に出る。

　私は知的女子計画がボツになった影えい響きようで、重い足取りで前に出る。

「では、次は文化祭委員を決めたいと思いまーす」

　彼はてきぱきと進行し、私は決定事じ項こうをひたすら黒板に書いていった。

〝俺に任せて〟って自分で言うだけのことはある。

　美鈴は希望通りの文化祭委員になり、図書委員はまさかの駿河がなっていた。

　良かった、図書委員にならなくて。学級委員にはなりたくなかったけど、駿河と同じ委員になるよりはマシだよね。




　──各種委員が決まったところで、ホームルームの時間が終わった。

　ホームルームの後はお昼休みで、私は美鈴と一緒にお弁当を広げる。

「莉緒はさ、そういう星の下もとに生まれてきたんじゃない？」

「そういう星って？」

「嫌いやでも目立ってしまう星の下に」

「もう、変な冗じよう談だん言わないでもらえるかしら」

　美鈴はくすくすと笑っていたけれど、ふと私の背後に視線を移した途端、表情が硬かたくなった。そして透すけるように白い肌はだは、少しだけ桃もも色いろに染まっている。

「楽しそうだなー」

　気が付くと私たちの近くには溝川先生が立っていた。

　溝川先生はいつもスーツ姿でネクタイをしていて、どこかのサラリーマンみたいだ。

「安原さん、学級委員になって大丈夫だった？」

「えっ？　あ、大丈夫です。頑がん張ばります」

「そっか、良かった。吉木さんも文化祭委員、頑張ってね」

　先生は美鈴に向けてにっこりと笑った。美鈴は「はい」と小さく頷うなずくだけ。

　溝川先生はそれだけを話して、教室から出て行った。

　先生がいなくなった後、美鈴は次々にお弁当のおかずを口に入れる。

　……様子がおかしい、と思ったのは気のせいだろうか。




「ふー、満腹満腹！」

　お弁当を食べ終わりお腹なかをさする私に、美鈴はすかさず「やめなさい」と注意した。

　……これも女らしくない仕草だったのか。

「ごちそうさまでした。お腹いっぱいだねっ」

　思いっきり可愛かわいらしく言い直したとき、どこかから名前を呼ばれたような気がした。

「安原さーん」

　声のした方向を見ると、橋本くんと目が合った。彼は、満面の笑みを浮うかべてこちらへと近づいてくる。

「えっと……橋本くん、どうしたの？」

　彼は近くの椅い子すを借り、私たちの横に座った。この人は全く人見知りをしないようだ。

「レオって呼んでよ、気軽にさ」

「えーと、レオ……くん。私たちに何か話があるのかな？」

「うん！　俺たち学級委員になったし、さっそく親しん睦ぼくを深めない？　今日ヒマだったら適当に人数集めてお茶でもどうかな。吉木さんも行こうよ」

　レオはきらきらと目を輝かがやかせて私と美鈴を交こう互ごに見る。

　本来なら、楽しい事が大好きだから「もち！　行く行く」と二つ返事で答えるところだ。

　でも、男子ウケする女の子はきっと、こういう時は恥はじらったりするんだろうな。

「ちなみに、男子は誰を呼ぶつもりなの？」

　反応に困っている私に気づいたのか、美鈴が代わりに返事をしてくれた。

「まだ声をかけている途と中ちゆうだけど、俺を含ふくめて三、四人集めるつもり。二人の期待は裏切らない人選だと思うからさ、ね？」

「……私は別に予定はないけど、莉緒はどうする？」

「わ、私も予定はないから大丈夫だよっ」

　いつもより少しだけ声のトーンを上げ、優やさしく微笑ほほえんでみた。

　レオは私たちからオッケーをもらうと嬉うれしそうに席へと戻もどっていった。

「私たちも誰かを誘わないといけないってことだよね。莉緒、誰か誘えそう？」

「いや、まだ美鈴以外の子と仲良くなってないからなぁ」

「じゃあ、テニス部の体験入部で一緒だった子に声をかけてみるけど……高校では、ちゃんと女の子の輪にも入っていかないとね。それも〝女らしい〟要素の一つじゃない？」

「言われてみれば、そうかも」

　女子特有の集団行動も〝女らしい〟要素の一つ、かぁ。自分の外見を変えることで精せい一いつ杯ぱいだったから気が付かなかったよ。

　女の子と一緒にキャピキャピするのってガラじゃないんだけどなぁ。そういうのは遠巻きに見ているだけで良かったし。

　でも、自分を変えるって決めた以上、どんなことも挑ちよう戦せんしていかないといけないよね。まずは、毎朝のメイクと女らしい仕草に慣れることを優先にして、その後、少しずつチャレンジしていけばいいだろう。

　それにしても、入学してから数日でクラスの子たちと遊べるなんて思わなかった。

　誘ってくれたレオに感謝しなくちゃね。どんな人たちが集まるのか楽しみだなぁ。

　わくわくしすぎて午後からの授業は全く身が入らず、寝ねてはダメだと分かっていながら半分くらい寝てしまった。でも突つっ伏ぷして寝てたわけじゃないから大丈夫かな。




　──放課後になり、遊びに行くメンバーは下げ駄た箱ばこ前で集合ということになった。

　私と美鈴は教室内の掃そう除じを済ませ、みんなより少し遅おくれて下駄箱に向かう。

「お待たせ」

「掃除お疲つかれさまー。あのね、二人を待っている間に、近くのファミレスに行こうかっていう話になったんだけど、大丈夫かな？」

「もちろん。あのファミレス、広くて席空いてそうだもんねっ」

　レオにそう答えた後、彼の周りに集まっているメンツを確かく認にんする。

　美鈴が誘ってくれた女子二人、バンドマンの尾川くん、メガネの安部くんがいる。

　──そして、みんなから少し離はなれた場所で読書をしている、駿河綾人の姿もあった。

　ヤツの姿を確認した瞬しゆん間かん、頭上からタライが落ちてきたのかっていうくらいに頭がクラクラした。

　なんで駿河がここにいるんだよって思うけど、それよりも、こういう可能性があるって気付かなかった自分に呆あきれちゃう。

「じゃあ、そろそろ移動しよーう」

　意い気き揚よう々ようと歩くレオに続いて、私たちはファミレスへと向かった。男子四人が前を歩き、その後ろを女子四人が歩く。

「駿河くんがいるなんてラッキーじゃない？」

「そうそう、学年で一番カッコいいもんねー」

　美鈴が誘ってくれた女子二人は、お茶するメンバーに満足しているようだった。

　私は彼女たちとは対照的にげんなりしている。ああ、足が重いよ。

　まだファミレスについてもいないのに、早く帰りたいと思ってしまう。

「莉緒、大丈夫？　無理だったら帰ってもいいからね」

「ありがとう……でも、大丈夫。一番遠い席に座るから」

　美鈴の気き遣づかいが嬉しくて、少しだけ元気になったような気がする。彼女の半分は優しさで出来ているのかもしれない。




　駅前のファミレスに着くと、駿河がレオに小声で話しかけていた。

　顔色が悪いように見えたけど、体調不良だろうか。こっちとしては帰ってくれたほうがありがたいけど。

「大丈夫、大丈夫。ちょっとだけだって！」

　レオは駿河の背中をポンポンと叩たたき、駿河の腕うでをつかんだままお店へと入っていった。

「ちっ」

「えっ？　安原さん何か言った？」

「い、いや、なんでもないの」

　無意識に舌打ちをしていたのを女子たちに聞かれていたようで、慌あわててごまかした。

　しまった、ちょっと油断していて地が出ちゃったよ。

　そんな私を見て、美鈴は苦笑いをしていた。

　店内に入ると、店員さんはテーブルを二つくっつけて八人席を用意してくれた。

　ソファ席は女子が、通路側は男子が座っている。

　……何これ、合コンっぽい。

　駿河は私の対角線上に座っていて、前だけ向いていれば彼が視界に入ることはない。

　はぁ、良かった。ヤツの顔を見ただけで嫌いやなことを思い出しちゃうからね。

「みんなドリンクバーにするよね。あとはそれぞれ好きな物を頼たのもう」

　レオはこういう場でもみんなを取りまとめてくれた。それぞれがドリンクを用意して席につくと、レオはグラスを手に持って、一人一人と目を合わせた。

「俺たちの出会いにカンパーイ！」

　みんなで乾かん杯ぱいをした後は、席が近いもの同士で他愛たわいもない話をして時間を過ごした。駿河の隣となりにはレオがいて、その向かいには美鈴が誘さそってくれた女子二人がいる。女子とレオの楽しそうな声が聞こえる一方で、駿河の声は全く聞こえなかった。

　私と美鈴は、安部くんと尾川くんと中学の頃ころの話をしていた。

「へぇ、二人は中学が一いつ緒しよだったんだ。仲いいなって思ってたんだよね」

「二人のこと可愛いってみんな言ってるよ」

　男子たちは、私たちを恥ずかしくなるくらいに褒ほめていた。

〝女子力高い〟とか〝可愛かわいい〟とか、今まで言われたことのないキーワードが飛び交かって、うまく受け止められない。

　恥ずかしくて、思わず鼻血が出ちゃうんじゃないかと思った。

「そ、そんなことないよぉ」

　と言いながら、烏ウー龍ロン茶ちやを飲んで身体からだの火ほ照てりを落ち着かせる。

　……ちょっとメイクを覚えて、話し方や仕草を変えるだけで、私を見る目はがらりと変わる。嬉しいけど、少しだけ複雑なのはなぜだろう。

「そういえば、莉緒ちゃんはさー」

　私たちの会話に、突とつ然ぜんレオが入り込んできた。

「レオくん、何っ？」

　突然話しかけられたのと、下の名前で呼ばれたことにビックリして声が上ずってしまう。

「えっ、お前らもう下の名前で呼び合う仲なの？」

「まさか、もううちのクラスでカップル誕生!?」

　下の名前で呼び合う私とレオを、周りのメンバーが冷やかし始めた。

　うわぁ、何これ。新しん鮮せんすぎる！

　中学の時はこんな風に冷やかされることはなかったもん。

　まるでマンガの世界に入ったみたいで、ちょっと楽しい。

〈ハルカハツコイ〉でもこういうシーンがあった気がするし。

　春花ちゃんは顔を真っ赤にして照れていたけど、そういう気持ちにはならないかな。

「俺たちはもうすでに学級委員という絆きずなで結ばれているんだよ。……それで話に戻もどるけどさ、なんで駿河の自己紹しよう介かいのとき声を出したの？」

「へっ？」

　思わず、レオの隣にいる駿河に目をやってしまう。

　駿河と一瞬目が合ったけど、一秒もたたないうちに逸そらされた。

　どうしよう、何て言えばいいんだろう。

　隣にいる美鈴も心配そうに私を見つめている。

　ここで間があったり、慌てたりしたら変に思われると考えた私は、とっさに思いついた言葉を出来るだけ冷静に口にした。

「あぁ、あの時ちょうどお母さんからメールで『鍵かぎ忘れてるよ』って連れん絡らくが来て、ショックで声を出しちゃったんだぁ。たまたま駿河くんの自己紹介とかぶっちゃったの」

「そうそう、莉緒っておっちょこちょいでしょー？　莉緒のお母さんが帰宅するまで一緒に時間潰つぶしたんだ」
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　私のとっさの噓うそを聞き、美鈴も即そつ興きようで合わせてくれた。

「そうなんだー、大変だったね」

　みんなはとくに疑いもせず、素す直なおに信じてくれたようだ。

　これはきっと、美鈴のおかげでもあるよね。

　今度ドーナツにドリンクもつけてお礼しないと。

　ちなみに、駿河は自分のことが話題になっているのにもかかわらず、無反応でホットコーヒーを飲んでいた。変なヤツ。

「なーんだ。俺は、てっきり莉緒ちゃんが駿河に興味があるんだと思ってさー。だから駿河も誘ったのに」

　昼休みの時の、彼の〝期待を裏切らない〟という言葉の意味が分かった気がする。

　レオは私のために駿河を呼んでくれたようだ。……余計なことをしやがって。

「な、なんだかゴメンね。紛まぎらわしいことをしちゃって……」

「ううん、俺も勝手に勘かん違ちがいしちゃってゴメンね」

　レオも他ほかの子と同じように納なつ得とくしてくれたみたいで良かった。

　この後は違う話で盛り上がり、もうこのことが話題に出てくることはなかった。

　そして、時間はあっという間に過ぎていき、私たちは解散することになった。

「じゃあ、みんなまた明日あしたねー」

　それぞれ、徒歩あるいは自転車、電車を使って帰っていく。

　私と同じ電車に乗るのは美鈴と……なぜか駿河綾人だった。

　彼は、私たち二人と距きよ離りを置いて電車を待っている。気まずいのは気のせいじゃない。

「ねぇ、駿河くんに話しかけたほうがいいんじゃない？」

「それは、一いつ貫かんして拒きよ否ひする」

　気き遣づかい上手な美鈴は駿河のことを気にしていたけれど、私が頑かたくなに嫌がったため、ヤツに声をかけることはなかった。

　無視しているみたいで居い心地ごこちが悪いけど、昔いじめてきた人を警けい戒かいするのは仕方のないことだよね。駿河とはかかわらないって決めているし。

　気まずい雰ふん囲い気きに吞のまれているせいか、私と美鈴はほとんど話をせずに電車に乗った。




　しばらくして地元の駅に到とう着ちやくし、改札を通って駅の外に出た。

　私と美鈴の家は真逆の方向にあり、いつも駅前で解散している。

「莉緒、じゃあまた明日ね。……駿河くんも、バイバイ！」

　美鈴はすでに歩き始めている駿河に向かって大きく手を振ふり、くるりと背中を向けて帰っていく。

　駿河は、美鈴の背中に向かってぺこりと頭を下げ、彼女とは反対方向に歩いていく。

　──美鈴とは、反対方向!?

　まさか、帰り道まで同じ方向だとは思わなかった。

　私は駿河から五メートル以上距離を置いて、こっそりと後をつけていく。

　早く離はなれたいけど、家がどの辺なのか確かめたい。

　そうすれば、ヤツの家近辺には近寄らないように出来る。

　なんだかストーカーのようで気持ち悪いけど、ちょうど帰り道だし問題はないだろう。そう自分に言い聞かせて歩いていると、駿河はある高層マンションの前で足を止めた。

　それは、コンビニやレストラン、ジムなどの施し設せつが入っている新築マンションで、お母さんが「父さんの稼かせぎじゃ絶対に住めないところ」だと言っていた。

　ここにはいったいどんなセレブが住んでいるんだろうと思っていたら、お前かよ。

　ヤツはすぐにマンションには入らず、向こうから歩いてくる女性を待っているように見えた。

　……早く移動してもらわないと、追いついちゃうんですけど。

　何もない一本道で足を止めることは出来ず、少しずつ私は駿河と女性に近づいていった。

　そして、女性と駿河が会話できる距離まで近づいたところで、私は二人の傍そばを通り過ぎる形となる。

　その女性の顔を横目で確かく認にんすると、四十代くらいでとても綺き麗れいな人だった。

　そして、どこか見覚えのある顔をしている。

　彼女はふいに視線を私に移したため、ばっちりと目が合ってしまった。

　やば、ジロジロ見すぎちゃったかな。何か言われたら嫌いやだし、早くこの場から立ち去ろうっと。

　そう思って、女性から目を逸らして早歩きしようとしたとき──なぜか彼女は私の目の前に出て、両りよう肩かたを摑つかんできた。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいた私は、ただその女性の顔を見つめることしか出来ない。

　チラ見したのを睨にらんだと勘違いされて怒おこられるのかな。……と思いきや、彼女はとっても嬉うれしそうな顔をしている。

「もしかして、莉緒ちゃんよね？　久しぶり！　昔、綾人と幼よう稚ち園えんが一いつ緒しよだったわよねぇ。変わらないわね、元気だった？」

「え？　ええ、まぁ元気でしたけど……」

「お母さんも元気？　なかなか会えなかったけど、ずっとメールでやりとりしていたのよねー、ああ、懐なつかしいわ」

　どうやらこの方は駿河のお母さんのようだ。私のこと、覚えていたなんてビックリ。

　駿河ママはただひたすらしゃべり続ける一方で、駿河は一言も発していない。

　ヤツの様子を確認すると、何とも言えない表情で駿河ママを見ている。

　同じ親子でもこんなに違うのか。……顔は似ているのに。

「そうだそうだ、ちょうど今、冷蔵庫にたくさんケーキがあるのよ。莉緒ちゃんも食べていくでしょ？　ね？」

「いや、さすがにそれは……私も帰らないといけないんで」

「私からお母さんに連れん絡らくしておくから大だい丈じよう夫ぶよ、ねっ。綾人と積もる話もあるでしょう。さあ、行きましょう」

　……積もる話なんて微み塵じんもありませんよ！　とはとても言える雰囲気ではなかった。

　私はただただ駿河ママの勢いに圧あつ倒とうされ、彼らと一緒にマンションの中に入ることになった。

　駿河綾人とは出来るだけかかわりたくなかったのに。

　自分の感情とは裏腹に、彼と過ごす時間が増えていく。

　──この後、さらに予期せぬ展開が待ち受けているなんて、この時はまだ知らなかった。
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　駿河の住んでいるマンションは、想像をはるかに超こえた立派なマンションだった。

　大理石の玄げん関かんにカウンターキッチン。広々としたリビングルームは軽くパーティーが出来そうなくらいだ。

「綾人、莉緒ちゃんを部屋まで案内してね。あとでケーキと紅茶を持っていくから」

「えっと、私はおばさんと一緒に、三人でお話ししたいですけど」

「あら、莉緒ちゃんったら嬉しいことを言ってくれるわね。……でも、おばさんがいたら若い二人のお邪じや魔まになっちゃうわ、うふふ」

　駿河ママの謎なぞの計らいによって、なぜか私は駿河の部屋まで行くことになった。

　駿河の後に続いて廊ろう下かを歩いていくと、彼はリビングから一番離れた部屋の前で足を止める。

「…………ど、どうぞ」

　彼は部屋のドアを開けるとなぜか後ずさり、部屋からだいぶ離れた場所でそう言った。その行動の意味は全く分からないけど、とりあえずこの中に入ればいいんだよね、多分。

「お邪魔します……」

　男子の部屋に入るなんてどうってことはないはずなのに、ここがあの駿河綾人の部屋だと思うと変に緊きん張ちようする。

　これが苦手意識ってヤツなのだろうか。

　駿河の部屋は青色を基調としていて、整理されているというよりは物が非常に少ないという印象だった。大きい本ほん棚だながあり、たくさんの小説や参考書が並べられている。

　とりあえず私は、床ゆかに置いてある青色のクッションに座った。

　駿河は……なぜか部屋に入ってこようとしない。それどころか、私の位置からではヤツの姿すら確認出来ない。

　あれ、ここって駿河の部屋じゃないの？　何で私は一人でここにいるんだろ。

　もしかして〝実は違ちがう家族の部屋でした〟っていうドッキリだったりする!?

　……って、さすがにそれはないか。

「あの……部屋に入らないの？」

　私は今の位置からおそらくまだ廊下にいる駿河に声をかけた。すると、ヤツは間を置いて姿を見せ、部屋の中に入ってきた。

　駿河はこっちを見ることも話しかけてくることもなく、無表情で奥に置かれているベッドまで一直線に進み、その上に座る。

　私と距離を置いているように感じるのは気のせいなのかな。っていうか、部屋に入る前から行動がおかしい気がする。

　気になって駿河の様子を確認すると、彼は思いっきり顔を背そむけてきた。まるで、私を視界に入れたくないみたいだ。

　二人とも言葉を放つことなく、重く長い沈ちん黙もくが続いている。

　……あれ、私ってなんでここにいるんだっけ？

　そんな重い雰ふん囲い気きを打ち破るように、扉とびらの向こうから軽いノックの音が聞こえた。

「ケーキと紅茶を持ってきたわよ」

「ありがとうございます」

　駿河ママはテーブルに紅茶とチーズケーキを置くと、すぐに部屋から去ろうとした。

　……ちょっと待って、行かないで！　やっぱコイツと二人きりなんて、無理！

　そう心の中で叫さけぶと、それに応こたえるかのように彼女の足が止まる。

「莉緒ちゃん、ごめんねぇ。綾人ってとっても無口でしょう。いつの間にか女の子のことがとっても苦手になったみたいで。よかったら莉緒ちゃんから話を振ふってあげてね」

「え？……は、はい」

　駿河ママは言いたいことだけ言うと、颯さつ爽そうと部屋から立ち去った。

　今、さらっと駿河の秘密をばらしたように感じたけど……気のせいか？

　ヤツは、ケーキが来てもテーブルには近づこうとしない。

　私が駿河のほうに体を向けても、彼は一向にこちらを見ようともしなかった。

「ねぇ、本当に女の子が苦手なの？」

「…………はい」

「いつから？」

「………………幼稚園、くらい」

　よっぽど私と話したくないのか知らないけど、質問に対する彼の反応は亀かめ並みに遅おそく、声も消え入るように小さかった。

「幼稚園から苦手って、昔は全然そんなことなかったじゃん。むしろ私を毎日いじめるほどやんちゃだったでしょ？」

「い、いじめたという記き憶おくはない」

「……はぁ？」

　駿河のその一言は、私の怒いかりゲージを急速に上げた。

　まさか、あの悪夢のような幼よう稚ち園えんの日々をコイツは覚えていないというのか。

「こっちはね、幼稚園の思い出はあんたに毎日いじめられたことしかないっつーの。覚えてないってどういうこと？　私はあんたのせいで性格まで変わっちゃったんだからね！」

　感情が高ぶっているせいで、リビングまで届きそうなほどの声で怒ど鳴なってしまった。

　駿河ママに聞こえてたらどうしよう、と言った後で心配になる。

「…………すすす、すみません怒鳴らないでください。ごめんなさい謝ります。……でも、僕だって君のせいで……」

　駿河は何かを言いかけたけど、話すのをやめて枕まくらをぎゅっと握にぎりしめた。

　うずくまっている様子を見て、彼が私を怖こわがっているのが伝わってくる。その姿は、まるでぷるぷると体を震ふるわせるチワワのようだ。

　何これ、コイツ、本当に女の子が苦手なの？

　……でも、それよりも今は言いかけた話の内容の方が気になる。

「君のせい、ってどういう意味？　言いなさいよ」

「いや、別に何も……」

「つべこべ言わず、早く話しなって」

「…………ぼ、僕だって幼稚園の時に君が豹ひよう変へんして、毎日追いかけまわされるようになったのがきっかけで…………女の子が怖くなったの、です」

　突とつ如じよ、頭上から雷かみなりが落ちてきたかと思うほどの衝しよう撃げきを受けた。

　駿河が、私のせいで女の子が苦手になった、だと……？

　そんなこと、今まで考えたこともなかった。

「な、何それ意味わかんないし。私のほうが、あんたのせいでこんな性格になって、全くモテなくなったんだよ？　だから私は、高校デビューして、恋れん愛あいしようって思って……」

　しまった。勢いにまかせて余計なことまで話してしまった。こんなヤツに高校での目的をばらしてしまうなんて、不覚すぎる。

　駿河は私の秘密を聞いても特に驚おどろいていないようだった。

　ずっと無表情だけど、だんだん顔色が悪くなっているのは気のせい？

「僕だって……同じ。変わらないと、恋愛も出来ずに、何も経験出来ないまま……死ぬことになる……」

　ものっすごくネガティブな言い方だけど、駿河も同じように自分を変えたいと思っているらしい。

　つまり、私たちは、同じことがきっかけでトラウマを抱かかえて、それを克こく服ふくしたいと思っている……似た者同士ってこと？

　だからといって、駿河に親近感が湧わいたりはしない。

　今時点で一つ言えるのは、これ以上コイツと一いつ緒しよにいても、何のプラスにもならないってことだ。

「じゃあ、お互たがい頑がん張ばるしかないじゃん。私はすでに努力してるし、あんたもちょっとは頑張れば」

「…………はい」

「努力は必ず報むくわれるって誰だれかも言ってるし、お互いに頑張ろうってことで！」

　そう言い切って話を終わらせた後、フォークに手を伸のばした。

　さっさとチーズケーキを食べ終えて家に帰ろう。そう思った私は、ケーキを大きめの一口サイズに切り、味わうというよりは飲み込むような感じで食べる。

　ケーキを食べ終え、冷めた紅茶をごくごくと飲み干した後──しばらく沈黙していた駿河が、口を開いた。

「…………僕たち、協力し合いませんか」

「は？　なに、協力って」

「た、たとえば、その……」

　駿河はまた、何かを言いかけたのに途と中ちゆうで黙だまり込む。

　私はこういうウジウジした人間が一番嫌きらいだ。

「言いたいことあるならさっさと言えば？」

「言います、すみません。ごめんなさい」

　少し声を荒あららげただけですぐに謝ってくる。その怯おびえた様子はやっぱりチワワみたいだ。

「それで、協力って何？」

「た、たとえばその…………付き合う練習をする、みたいな感じの……」

「………はぁ!?」

　まさかの提案に、思わず顔が熱くなる。

　やだ、これ絶対赤くなっているパターンだ。

　その一方で、駿河はビックリ発言をしたとは思えないくらい、涼すずしい顔をしている。

「僕たちが付き合ったら、二人とも目標を達成するし……苦手克服のリハビリになるかも」

「あ、あんたバカじゃない？　そんなの、恋愛じゃないし！　それに、練習っていったい……」

「普ふ通つうに考えれば……登下校を共にしたり、デートをしたり、常に連れん絡らくを取り合ったりする、などでしょうか……」

「な、何冷静に言ってんの。……そんなの無理、却きやつ下か！　まず意味が分からないし、私はもう帰るから」

　思わぬ提案にまだ頭は混乱している。

　でも、このまま動どう揺ようした姿を駿河に見せるのもシャクだと思い、急いでカバンを手に取り、立ち上がって部屋から出ようとした。

「……き、君の秘密を……橋本達に話してもいいの？」

　ドアノブにかけようとしていた手が止まる。

　何、今の。聞き間ま違ちがいじゃないよね？

「僕に協力しなかったら、君が学校で猫ねこ被かぶっている件、男子に話すかも……」

　……どうやら、聞き間違いではなさそうだ。

　私、生まれて初めて脅おどされているようです。

　どうしよう。レオたちが駿河の言葉を信じるとは限らないけど、私に対して変な先入観を持つかもしれない。

　ぶりっ子キャラうざい、とか言われて、みんなから嫌われてしまうかも。

　もしそうなったとしたら、これからの学園生活に支障をきたしてしまう。

「じゃあ、あんたが女の子が苦手っていうのもばらすけど？」

「……別に隠かくしてない」

　逆に脅きよう迫はくしてみても駿河は変わらず無表情で、何を考えているのか全く読み取れない。

　何なの、コイツ。女の子が苦手で私のこと怖がっているくせに、脅してくるなんてどういう思考回路しているわけ？

　でも……今はコイツの言うことを聞く以外にいい解決法が浮うかばない。

「……分かった、協力し合おう」

　駿河には腹が立つし不本意だけど、私はこのバカげた提案を受け入れることにした。

　──駿河綾人には出来るだけかかわらないようにしよう。

　その考えは本当に正しかったと思う。

　コイツとかかわればかかわるほど、厄やつ介かいごとしか生まれないような気がした。




　──駿河家から脱だつ出しゆつできた頃ころにはもう陽ひは落ちかけていて、杏あんず色の空が私を照らしていた。夕焼け空を見ると、今日はよりいっそうもの寂さびしい気持ちになるよ。

　お茶せずにまっすぐ家に帰っていれば、こんなことにならなかったのかな。

　駿河ママのお誘さそいもはっきりと断れば良かった。

　私のせいで女の子が苦手になったのは可哀かわい想そうって思うけど、人の弱みにつけこんで脅してくるなんて信じらんない。

　そもそもいじめた方が悪いし、私だってアイツのせいで男おとこ勝まさりになったんだから。

　いろいろと頭の中で反省しながら歩いているうちに家に到とう着ちやくした。

　駿河の家から私の家までは徒歩で十分もかからない距きよ離りだった。

　アイツとご近所だって思うとますます憂ゆう鬱うつになる。

「ただいまー」

「お帰り、莉緒、駿河さんのところに遊びに行ったんだって？」

「……まぁ、そんなとこ。着き替がえてくる」

　家の中でまで駿河の話をしたくなかった私は、お母さんとの話を適当に終わらせて自分の部屋に行った。

　制服からジャージに着替えた後、カバンの中からスマホを取り出す。

　スマホを手に取った瞬しゆん間かん、自然とため息がこぼれた。

　ため息の理由は、駿河とのあるやり取りを思い出したからだ。

『あの、帰る前に……君の連絡先をこの紙に書いて……欲しいです』

　駿河の部屋から出ようとした時、ヤツはメモ帳をテーブルの上に置いた。

　別に連絡先まで交こう換かんしなくてもいいんじゃないかって思ったけど、何か言うのもめんどくさくて素す直なおに書いてやった。多分、精神的に疲つかれていたのだと思う。

　いまどき交換方法は他にもいろいろあるだろう、とも思ったけどね。

　──スマホのロックを外すと、何通かメッセージが届いていることに気がつく。

　チャットアプリを開いて内容を確かく認にんした瞬間、思わずスマホを落としそうになった。

『こんちは。駿河です！　さっきはどうもアリガトー☆　チーズケーキ美味おいしかった？　あれ、実は家で作ったヤツなんだ。どうだったかな？　良かったらレシピ教えてあげよっかー？　なんてね（笑）』

『そうそう、これから協力するってことで、どうぞよろしく～。俺、女の子苦手だけど克服できるように頑がん張ばっちゃうから☆　とりあえず明日あした一緒に帰ってみよー。だって俺たち、付き合っているんだし。あ、仮だけど（爆）』

『俺のこと、気軽にＡＹＡＴＯって呼んでいいよ』

「何が（爆）だよ、チワワみたいなくせに」

　こりゃ、独り言も出てしまうっつーの。本当にこれ、駿河からのメッセージ？

　テンション高すぎなんだけど。返事してないのに何通も来ているし。

　女の子は苦手だけど、直接じゃなければ大だい丈じよう夫ぶってこと？

　私は『うざい』と一言だけ返信して、お母さんの待つリビングへと向かった。

　深緑色の布地のソファに腰こしを下ろし再びスマホを見ると、またメッセージが届いていた。

『うざいとかひどッ！　そんなんだから、今までモテなかったんじゃない（笑）』

「するがあやと……ほんっとにムカつく！」

　勢いで冷たくしちゃったことに罪悪感があったけど、この文章を見たらそんなもんはどっかに吹ふっ飛んで行った。

　近くにお母さんがいるのは分かっていたけれど、怒いかりが爆ばく発はつして叫さけんでしまった。

「莉緒、綾人くんがどうしたの？」

「……ごめん、その名前はいま禁句だから」

「禁句って、今大声で叫んでたじゃない。変な子」

　お母さんは首をかしげてキッチンへと戻もどっていった。

　とりあえず駿河からの連絡は全部スルーし、家の中ではあの約束も忘れることにした。

　別に私をいじめていたことで恨うらんではいないけど、苦手であることは変わりない。

　好きか嫌きらいかと言ったら、嫌いなほうだ。

　そんなヤツと一日中連絡を取っていたら頭がおかしくなりそう。

　やっぱり、連絡先は交換しなくてもいいだろってちゃんと言えば良かった。

　普段はくよくよ悩なやんだりしないのに、今日は自分の行動に後こう悔かいすることばっかりだ。

「全すべてが夢でありますように、何も無かったことになりますように、駿河が明日学校休んでいますように」

　そんなくだらないことを何度も神様にお願いして、眠ねむりについた。




　──その翌日。

「莉緒、今日は元気がないね」

「いやあ、ちょっと寝ね不ぶ足そくでさ……」

　登校中、美鈴に心配されたけど、昨日の出来事をとても話す気にはなれなかった。

　教室に入ると、クラスで一番騒さわがしい人物がこちらに近づいてくる。

「おはよー。莉緒ちゃん、昨日はとっても楽しかったね！」

「お、おはよう……」

「あれ、いつもより元気がないね？　どうしたの？」

　レオは私の顔をのぞきこむように見ている。

　駿河からもうあの事を聞いたのかと思ったけど、何も知らないみたいだ。

　変に警けい戒かいしてしまったよ。

「いや、何でもないの。少し寝不足気味なだけ……」

「そっかー、授業中寝ないようにね、学級委員なんだから。……そうそう、そういえば今日、授業が終わったら学級委員会があるらしいよ」

「……学級委員会!?　それは絶対に参加しなくっちゃ！」

「おっ、莉緒ちゃんやる気満々だね！　リオレオコンビでガンバロー」

　リオレオコンビって何だよって思ったけど、敢あえてツッコまなかった。

　レオには悪いけど、別に委員会に対してやる気があるわけではない。

　授業後に用事が出来たということが嬉うれしかっただけだ。

　とりあえず今日は一緒に帰らなくても済みそうで安心だ。

　──席について教室を見み渡わたすと、駿河はすでに登校していてスマホをいじっていた。

　その前の席にはレオが座っていて、何やら楽しそうに話しかけている。

　ふとカバンから微び弱じやくな振しん動どうを感じたためスマホを確認すると、駿河からのハイテンションなメッセージが何通も届いていた。

　うわぁ……。何で朝っぱらから長ったらしいメッセを読まないといけないんだよ。

　っていうか、同じ空間にいるのにスマホで連れん絡らくしてくるなんて意味わかんない。

　これも、女の子とは面と向かって話せないからなの？

『おはよーう！　橋本から寝不足だって聞いたよ。寝ぼけて本ほん性しよう出さないようにね（笑）』

『今日は学級委員会があるらしいね。お疲れサマー☆　俺は教室で待ってるから。一緒に帰ろうね。練習練習♪』

　レオってば、何やら楽しそうに話してると思ったら、私との会話内容を駿河に話していたのか。おしゃべりな人なのかもしれないな。

　そして、駿河は私の用事が終わるまで待つつもりらしい。

〝昨日のことは夢だった〟という微かすかな希望を込めて登校したけど、駿河のメッセを読んで、これがまぎれもない現実だと思い知らされる。

『一緒に帰りたくないんだけど』と連絡すると、すぐに『却きやつ下か』と返事が来た。

　コイツ、私の秘密を握にぎっているからって強気だな。

　女の子とまともに話せないチワワやろうのくせに。このアンバランス感に腹が立つ。

「莉緒、すごい顔でスマホを睨にらんでるけどどうしたの？」

「ちょっといろいろあってさ……そのうち相談させて」

「うん、分かった。いつでも話して。電話でもいいし」

　美鈴は優やさしくて、いつも私のことを受け止めてくれる。容よう姿し端たん麗れいで頭もよくてスポーツ万ばん能のうで……彼女が男だったら間ま違ちがいなく惚ほれているな。

「私、美鈴と付き合いたかったな……」

「はは、何それ、私はそんな趣しゆ味みないわ」

　駿河なんかと付き合うんだったら、美鈴と付き合ったほうがいいな。

　スマホに更こう新しんされていくメッセージを眺ながめながら、半ば本気でそう考えていた。




　──ゆっくり時間が過ぎていけばいいのに。

　そう思う日ほど、あっという間に一日が終わってしまうのはなぜだろう。

「莉緒は、今日委員会があるんだっけ」

「うん、そうなんだ。美鈴はテニス部に行くの？」

「そうそう、昨日まで体験入部だったんだけど、今日正式に入部届を出しにいくんだー」

　部活の届け出を出すだけなのに、なぜか美鈴はとても嬉しそうだった。

　テニス部に入るといい事でもあるのだろうか。

「へぇ、吉木さんテニス部に入部するんだねぇ」

　気が付いた時には隣となりにレオがいて、ごく自然に私たちの会話に入ってきた。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつというか、人ひと懐なつっこいというか。

「そうなの。じゃあ、そろそろ部活に行くね。二人とも委員会頑張って」

「ありがとー」

　美鈴は部室へと向かい、私も教室を出ようと席を立った。

　ふと駿河の様子を確認すると、まだ教室に残っていて帰り支じ度たくもしていない。

　そんな彼のもとへ、同じクラスの女子二人が近づいていく。

　……ちょっと、大丈夫かな。話しかけられそうだけど、うまく会話出来るの？

　別にアイツのことなんてどうでもいいけど、事情を知っているだけに少しだけ気になってしまう。

「ねえねえ、駿河くん、まだ帰らないの？」

「このあと用事がなかったら少し話さない？　この前、一部でファミレスに行ったって話聞いたよ。いいなー、私たちも行きたかったー」

　女の子たちは楽しそうにヤツに話しかけている。

　その一方で、駿河は全く女の子たちの方を見ておらず、一瞬たりとも笑っていない。

　どんな反応するんだろ。こっちがドキドキするよ。

　昨日私と話していた時みたいに怯おびえた様子を見せたら、イケメンも台無しだよね……。

「…………今は、この世界に浸ひたっていたいから」

　駿河は、机の上に置いてあった本を手に取っていきなり読み始めた。

　話しかけた女子達は「ごめんね、急に話しかけて」と言って、教室を出て行く。

　私とレオも同じタイミングで教室を出ると、その女子二人の会話内容が耳に入ってきた。

「駿河くん、近くで見ると本当にカッコいいね、声も低くて、クールでさぁ」

「本の世界に浸りたいなんて、そう言わないよね！　ミステリアスな雰ふん囲い気きが素す敵てき……」

　どうやら、駿河の回答はカッコいいと思われたらしい。

　いやいや、有りか無しかって言ったら無しでしょ。

　ミステリアスっていうか、ただの変なヤツじゃん。

　会話のキャッチボールになっていないし。

　突とつ然ぜん読書を始めるなんてありえないと思うけど……。顔がいいからって、何しても許されるタイプ？

　それにしても、まだ教室に残っていたけど、本当に私を待つつもりなのかな。




　私とレオは階段を二階分上がり、二年生の教室へと向かった。

　既すでに結構な人数が集まっていて、私たちが到とう着ちやくしてから十分後に委員会が始まった。

「今回の議題は主に生徒会で決定した事じ項こうの共有と、先生からの事務連絡です」

　私はレオの隣に座って、先せん輩ぱいからの説明を静かに聞く。

　彼からはシトラスの香かおりが漂ただよってきて、男の人の香こう水すいも悪くないなと思った。

　レオは配られたプリントに読みやすい字でメモを取っている。

　お調子者で目立ちたがり屋でチャラそうに見えるのに、意外と真ま面じ目めのようだ。

　……気が付けば私は、委員会の話よりもレオの観察に集中していた。

　私の観察に気づいたのか、彼はこちらを向いてにっこりと笑った。

　その顔は悪戯いたずらっ子の少年のようで、見るだけで気持ちが明るくなっていく。

「──先生からの連絡は以上です。委員会を終しゆう了りようします。お疲つかれさまでした」

　委員会は開始から三十分で終了し、各クラスの学級委員たちは散り散りに帰り始めた。

「俺たちも帰ろっか。特に用事が無かったらどっか寄ってく？」

　レオのお誘さそいに思わず頷うなずきそうになった。

　本当はこのまま帰ってしまいたい。でも、教室で駿河が待っているかもと思うと、ほったらかしにしておくのは気が引ける。

　一応、アイツが教室にいるかどうか確かく認にんしよう。いなかったら心置きなく帰ることが出来るしね。

「あー、うーんと、教室に忘れ物しちゃったから、先に帰っていて」

「そうなの？　じゃあ俺も一いつ緒しよに行くよ」

「そんなの悪いよ。私一人で大だい丈じよう夫ぶだから」

「なんにも悪くないって！　すぐそこじゃん」

　レオは私の言う事を一いつ切さい聞かずに、私より先を歩いて教室へと向かう。

　……こりゃ、困った。

　本当に駿河が待っていたら、なんて説明したらいいんだろ。

　なぜか口笛を吹ふきそうなほどゴキゲンなレオとは対照的に、嫌いやな汗あせをかき始めた私。

　駿河が残っていませんように、先に帰っていますように。

　心の中でそう何度も神様にお願いした。……昨日からこんなお願いばっかりだな。

「──あれー、駿河、まだ残ってたんだ。誰だれか待ってるの？」

　教室の引き戸を開けたレオの開口一番がこれだった。

　レオに続いて教室に入ると、駿河は文庫本を読みながら教室に残っていた。

「うん、安原さんを待っていた」

「えっ、なんで駿河が莉緒ちゃんを待ってるの？」

「付き合っている」

　駿河の言葉はとても短く、そして端たん的てきに事実を伝える。

　あまりにさらりと言うものだから、レオはやや反応に困っていた。

　……そして、私も困っていた。ああ、最悪だ。さっそくばれてしまうなんて。

　こうなるなら、駿河を放置して帰ってしまえば良かったよ。

「えっ、何、付き合っているってホントに？　いつから？」

「昨日から」

「昨日って、俺らと解散した帰りに付き合い始めたってこと？」

「そう」

　驚おどろくレオと、冷静に答える駿河。私がレオの立場でも同じように驚くと思う。

　昨日みんなで集まった時でさえろくに話していなかった二人が、いつの間にか付き合っているだなんて誰も思わないだろう。

「莉緒ちゃん、ほんとなの？」

　レオはくるりと体の向きを変え、今度は私に質問の矛ほこ先さきを向けた。

「ねぇ、本当に付き合っているの？」

　レオの顔は全く笑っていなくて、真しん剣けんそのものだった。

　……どうして？　って不思議に思うくらいに。

「うん、実はそうなんだ……」

　私は不本意ながらもそう答えた。偽ぎ装そうとはいえ、駿河と付き合う約束をしたのは事実。

　ヤツが私を待っていたのも事実で、否定できる要素はどこにもない。

「……そっか。もしかして忘れ物って、駿河のことだった？」

「うん、恥はずかしくて本当のことは言えなくって」

「そっか。じゃあ、邪じや魔ま者ものはもう帰るね」

　そう言って、レオは一人で先に教室から出て行った。笑っていたけど、どこか寂さびしそうに見えたのは気のせいだろうか。

　──教室には、駿河と私の二人きり。駿河は相変わらず目を合わせようとしない。

　それでよく〝一緒に帰ろう〟なんて言えるよね。

「……じゃあ、私たちも帰りますか」

　駿河は十秒ほど沈ちん黙もくした後、小声で「うん」と答えた。

　二人で教室を出て、一緒に下げ駄た箱ばこまで向かう。

　靴くつに履はき替かえて一緒に駅まで向かうのだが……二人の距きよ離りは大人三人分くらいの距離がある。駿河にとっては、女子と横に並んで歩いているだけ進歩なのかもしれない。

　でも、普ふ通つう付き合っている二人の距離ってもっと近いんじゃないかと思う。

　それに、一切こっちを見ようともしないし、話しかけてこようともしない。

　──結局、私たちは特に言葉を交かわすこともなく、駅に到着した。

　分かってはいたことだけど、コイツと一緒に歩いてもちっとも楽しくない。

　きっと、彼氏と初めて一緒に帰る時ってもっとドキドキするもんだよね。

　緊きん張ちようしてうまく話せなかったり、手を繫つないでみたいけどどうしたらいいか分からないって悩なやんだりして。……全部、少女マンガの受け売りだけど。

　駿河と一緒に帰っても全くそんな感情にはならなかった。当たり前だよね、コイツのこと好きじゃないんだもん。

　この二人で一緒に帰ることに、何か意味があるのだろうか。




　改札を通るとちょうどよく電車が来て、ラッキーなことにかなり空すいている。

　車内には横並びの席があり、私は一番端はしに座った。

　駿河はきょどきょどしながら私の隣となりに腰こしかける。

　今度は、大人二人分ほどの距離がある。電車が空いていたから良かったけど、混こんでいたらどうするつもりだったのだろう。

　学校から電車までずっと二人きり。その間、ひたすら沈黙が続くのも辛つらくなってきたため、私から話しかけることにした。

「ねぇ、これじゃあ一緒に帰っても苦手克こく服ふくにならないんじゃないの？」

「……これから、少しずつ慣れていく、と思う」

「慣れたら、この距離も縮むわけ？」

　私は二人の間にある距離を指差して確認する。

「……いつかは、手だって握にぎれる、と思う」

「そ、そこまでしなくていいから！」

　──この人の言葉と行動はどうしてこうアンバランスなのだろう。

　突とつ然ぜん大だい胆たんなことを言われたら誰だって動どう揺ようしてしまう。

　ただでさえ、その手の話には免めん疫えきがないというのに。

　いったい、どんな顔でこんな突とつ拍ぴよう子しもない事を口にしているんだろう。

　そう思って駿河の方を向くと、横顔しか見えなかったけど、彼は柔やわらかく笑っていた。

「普段は無表情のくせに、なんでこんな時だけ笑ってんの」って言いたい気持ちもあったのに、何も言葉に出来なかった。

　──なぜなら、初めて見る彼の笑え顔がおは、とても綺き麗れいだったから。

　車窓から入る陽ひ射ざしはまるで専用のスポットライトのように彼を照らしていた。

　イケメンってこういう時に得をするのかもしれないな。

　イケメンと言えば、クラスのもう一人のイケメンであるレオは、私たちのことを皆にも話したりするのだろうか。

　おしゃべりなイメージがあるけど大丈夫かな。

　付き合っているって聞いた時、最初は納なつ得とくしてなさそうに見えたのも気になるけど……。

　なんとなく、レオなら私たちのことを見守ってくれるんじゃないかと思う。

　面めん倒どう見みも良さそうだし。……まぁ、見守られるのも複雑なんだけどね。




　──私はこの時、全く予想もしていなかった。

　近々、私たち偽装カップルが、新しい壁かべにぶち当たることになるなんて。
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「──それでは、今から球技大会を開かい催さいいたします」

　ぽかぽか陽気に包まれる四月中ちゆう旬じゆんに、私たちの学校では球技大会が開催される。

　それは一日がかりで行われて、ひとり最低一種目は出場することになっている。

　スポーツが得意な人にとっては腕うでの見せ所で、何種目も出て活かつ躍やくしている人もいる。

「莉緒ちゃん、次はバスケの試合だね、頑がん張ばってね！」

「うん、私と美鈴に任せておいて！」

　かくいう私もその一人で、バスケとバレーをかけもちで出場していた。

　元バスケ部の美鈴も試合に出ていて、とても心強い。

　残りのメンバーも経験者で、私たちは着々とトーナメント戦を勝ち進んでいた。

「莉緒、こっち」

「はいっ美鈴！」

　私の華か麗れいなドリブルと美鈴の的確なシュートにより、どんどん得点が入っていく。

　もう準決勝まで勝ち残っていて、クラスメイト達は総出で応おう援えんしてくれた。

「みんな、頑張れー！」

　クラスの中でも一ひと際きわ声を出しているのは、やっぱりレオだった。

　その隣に駿河もいるけれど、彼の声はこちらには届かない。

　よほどの小声なのか、じっと試合を観みているだけなんだろう。

　──試合は順調にこちらのペースで進み、私たちは危なげなく勝ち残った。

「ありがとうございました」

　挨あい拶さつをした後、応援をしてくれたみんなのもとに駆かけつける。

「莉緒ちゃん、すごい活躍だったね！　お疲つかれさま」

「カッコよかったよー」

　女子から次々と褒ほめられたけど、今の私にとって〝カッコいい〟は褒め言葉じゃない。

　いかに〝可愛かわいらしく〟高校生活を過ごすかが最重要ポイントなのだ。

　運動神経の良い女の子はカッコいいのか。それなら、運動音おん痴ちを演じれば良かったかな。

　ちょっとドジな方が可愛いって思われるのかもしれない。

　そういえば〈ハルカハツコイ〉の春花ちゃんもどんくさくて、よく圭くんに助けてもらっていたなあ。

　でも、もうスポーツ万ばん能のうなのは隠かくせないので、せめて女の子らしくお礼を言うことにした。

「そんなことないよぉ、みんなありがとう。次も一いつ生しよう懸けん命めい頑張るねっ」

　美鈴は私がぶりっ子対応をしている間、ずっとタオルで顔を拭ふいていた。

　きっと、笑っているのがばれないように顔を隠していたんだろう。

「莉緒ちゃん、フットサルも応援しにきてよねっ」

「もちろん。レオくん達も次は準決勝だっけ？」

「うん。俺たちも絶対決勝に行くからさ」

　レオは駿河たちとフットサルに出場していて、こちらも順調に勝ち進んでいた。

　二人とも、イケメンというだけでなく、運動神経も抜ばつ群ぐんに良いらしい。

　レオは体育館を出る前に、小声で私に話しかけてきた。

「彼氏の活躍、ちゃんと見ないとね」

「う、うん。当然だよぉ」

「駿河だけじゃなくて、俺のこともちゃんと見ててね？」

　レオはそう言い残して、他ほかの出場メンバーと一いつ緒しよにグラウンドへと向かった。

　彼は私たちが付き合っているということを誰だれにも言っていないらしい。

　口が軽い人かもって思ってたけど、違ちがっていたみたい。

　そんな風に思って悪かったかな。ごめんね、レオ。

　小さくなっていく彼の背中に向かって、心の中で謝っておいた。

　──あれから私と駿河は、人目を避さけながら一緒に帰ったり、家でもしぶしぶ連れん絡らくを取ったりしていた。

　人目を避けて帰ろうと提案したのは、私のほうだ。

　付き合っていることを知られたくないという理由もあるけど、あんなぎこちない二人の姿を目もく撃げきされたくないのが一番の理由だ。

　付き合っているのか、たまたま近い距きよ離りで歩いているのか、仲がいいのか悪いのか。

　傍はたから見れば私たちは、関係がよく分からない二人だと思う。

　本当はこんなことは早く止やめたい。

　みんなに目撃されて、変な噂うわさが立って、関係がダメになったほうがいいのかもしれない。

　でも、一度決めたことはちゃんとやりたいという気持ちもある。

　駿河なんて置いて一人で帰って、メッセも無視すればいいのに、なんでそれが出来ないんだろう。怯おびえる様子がどうしてもチワワに見えて、放ほうっておけなくなっちゃってるのかな。自分でもどうしたいのか、よく分からないや。

　ちなみに、私と駿河の秘密を知っている人物はもう一人いる。

「フットサルの試合を観に、他クラスの女の子も来ているよ。駿河くんってこんなに人気なのに可哀かわい想そうな人だよね……」

「そうだね、それはちょっと同情する。駿河にも女の子たちにも」

　私と美鈴は、試合に出ている駿河の姿を目で追いながら話していた。

　美鈴には、電話で駿河とのことを話していた。

　すごく驚おどろいていたし、付き合っている振ふりというのがピンと来なかったみたいだけど、今は私の話を優やさしく聞いてくれている。

　話といってもほとんどが愚ぐ痴ちで、ホントはこんな話を聞かせて悪いなって思ってる。

　ドーナツセットとは別にクッキーでも買ってお礼しないとな。

「それにしても盛り上がっているよね。駿河くんはもちろん、橋本くんが活躍した時にもすごい歓かん声せいがあがってる」

「ホントホント。まるでアイドルのコンサート会場みたい。行ったことはないけどね」

　美鈴の言う通り、このフットサルの試合には本当に多くの女子が応援しに来ていて、他の試合にはないくらいに盛り上がっていた。

　──レオの宣言通り、男子フットサルも決勝に勝ち進むことになった。

「三対ゼロで、一年三組の勝利となります。お疲れさまでした」

　審しん判ぱんの挨拶が終わった瞬しゆん間かん、試合を観に来ていた女子たちは一いつ斉せいに二人のイケメンを囲いこんだ。……うわ、駿河大だい丈じよう夫ぶかな。またチワワみたいに怯えないといいけど。

　女の子に囲まれている彼らを遠巻きに見ていると、バスケのメンバーからもうすぐ試合だと声をかけられ、慌あわてて体育館へ移動した。




　体育館へ移動すると、すでに相手のチームがコートで練習していた。

　うちの学校は学年ごとにジャージの色が違うから、相手チームが何年生か一目でわかる。一年は青、二年は深緑、そして三年は、相手チームが着ているあずき色だ。

「それでは、ただ今より女子バスケの試合を開始します」

　審判の笛の音と共に、ジャンプボールによって試合が開始された。

　美鈴の高いジャンプによりボールはこちらのものとなり、巧たくみなパス回しと正確なシュートによって、あっという間に先制点を奪うばった。

「よし、次はディフェンスに集中しよう」

　美鈴の一声で私たちは気持ちを守備に切り替かえる。

　美鈴はバスケをしているときが一番いきいきとしているなぁ。

　……どうして、高校でもバスケ部に入らなかったのだろうか。

「──三十二対三十で、一年三組の勝利となります」

「ありがとうございました」

　本当は三年の先せん輩ぱいに花を持たせるべきなんだろうけど、僅きん差さで私たちが勝利をおさめた。

「皆みなさん、本当に素す晴ばらしいですね、おめでとうございます！」

　最後の試合には、担任の溝川先生も応援に来てくれていた。

「先生！　応援、ありがとうございます」

　美鈴は、クラスメイト達よりも先に先生のところまで駆かけ寄ってお礼をしていた。

　私は美鈴とは別方向に歩き、クラスメイト達と優勝を祝い合う。

「本当はクラス全員で応おう援えんしたかったんだけど、さっきフットサルの試合も開始したから二手に分かれているんだ。さっそくみんなでフットサルを観に行こうよ」

「そうだね、行こう！」

　応援してくれていた女子たちに連れられて、再びグラウンドへと向かった。




　フットサルの試合は、一対一の同点という状じよう況きようだった。

　相手はこちらも三年のチームで、どちらかといえばうちのチームのほうが勢いがあった。

「頑がん張ばって！」

　クラス全員で必死に応援をしていると、他クラスや他学年の女子たちがこちらをチラチラ見ていることに気づく。

　……私たちのクラスに何か問題でもあるのだろうか。まぁ、今は応援に集中しよう。

「──二対一で、一年三組の勝利となります」

「……やった！」

　男子フットサルの試合も、三年を抑おさえて優勝することが出来た。

　一年生なのに二種目で優勝するなんて、入学早々目立ちすぎなのかもしれないけど、別にいいよね。実力で勝ち取ったんだし。

　レオや駿河を含ふくめたフットサルの選手たちは、晴れやかな表情でクラスメイト達のところまで駆け寄ってきた。そして……。

「駿河は彼女の応援のおかげでここまで頑張れたんだよなっ」

　フットサルのメンバーの一人が、そう言って駿河の肩かたをバチンと叩たたく。

「まさか、駿河と安原さんが付き合っているなんて思わなかったよー」

　他の男子たちも、ニヤニヤしながら私と駿河を交こう互ごに見ている。

　……今、何て言った？　どうして、この人たちは私たちのことを知っているの？

　突とつ然ぜんのことで、私は全く反応が出来なかった。

　レオはそんな私に気が付いたのか、みんなを代表してこの状況を説明してくれた。

「準決勝が終わった後、俺たち、いろんなクラスの女の子たちに囲まれてさ。駿河は連絡先を聞かれたり、プレゼントを渡わたされそうになって……『彼女がいるから無理』って断ったんだよ」

「そうそう、それでみんなに彼女の名前を聞かれて、彼女が安原さんだって判明したんだ。同じクラスなのに全然気づかなかったよ」

　確かに準決勝の後、駿河は女の子たちに囲まれていて、大だい丈じよう夫ぶかなとは思っていたけど。

　私が体育館に移動している間にそんなことになっていたとは。

「安原さんが駿河くんと付き合っているってビックリしたけど、お似合いだよー」

　クラスの女子たちは、ちょっと複雑そうに笑いながらも、私たちを祝ってくれた。

「あ、ありがとうね。嬉うれしい」

　とりあえずみんなにお礼を言って、笑うことしかできなかった。

　決勝の応援中に他クラスの女子がチラチラ見ていたのは、他ほかでもない私だったのか。

　駿河のヤツ、余計なことをしやがって。

　私の名前を出して、苦手な女子たちから逃にげやがったのか。

　……そんなんじゃ、いつまでたってもトラウマの克こく服ふくにはならないのに。

　駿河を思いっきり睨にらみたいところだけど、彼氏にそんなことをしたら変に思われるのでぐっとこらえた。




　──球技大会の全試合が終わり、閉会式の後、私たちは教室に移動して制服に着き替がえた。

　みんな、いつもとは違ちがう疲ひ労ろう感かんに襲おそわれ、クラス全体がぐったりとしていた。

　……私は、みんなとは違う意味でぐったりとしている。

　しばらくして、溝川先生が教室に入ってきた。

　いつも笑え顔がおだけど、今日はいつも以上に嬉しそうに笑っている。

「皆さん、今日は本当にお疲つかれ様でした。このクラスから二種目も優勝することになって、非常に嬉しいです。今日はしっかり休んで、疲れをとってくださいね」

　溝川先生の事務連れん絡らくが終わり、あとはもう帰るだけというところでレオが手を挙げた。その姿はやっぱり小学生みたいで、見ていてほんわかしちゃうな。

「先生、帰る前に僕からみんなに連絡したいことがあるんですけど、いいですか？」

「どうぞ」

　レオは立ち上がると、小走りで教きよう卓たくの前まで移動した。
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「今日の球技大会お疲れさまでした！　今週の土曜日、みんなで打ち上げをしましょう！　明日までに出欠をとるので、予定を確かく認にんしておいてください。以上です」

「わー、楽しみ！」

「絶対参加する！」

　レオの提案はみんなも大賛成のようで、教室内は大会の時のように盛り上がっていた。

　いつもなら私も打ち上げは楽しみだって思うけど、この状況では素直にそう思えない。

　レオの連絡事じ項こうが終わり、それぞれが帰宅の準備を始めていたとき、ある人物が私のそばまでやってきた。

「……一いつ緒しよに帰ろう」

「え、今から？」

「…………疲れたから、今日は早く帰りたい」

　駿河はぼそぼそとそう口にする。全く周りの目を気にしていないようだ。

　でも、相変わらず私の目を見ようともしない。

「そ、そうだね、帰ろうか……」

　周りにカップルだと認識されている以上断ることもできず、急いでカバンに荷物を詰つめて立ち上がった。

　駿河が前を歩き、私はそれについていくような形で教室を出る。

　クラス中の視線が私たちに集中しているのを感じて、一刻も早く学校から出たくなった。

　下校のピーク時なのか、教室を出てからも、廊ろう下かも、下げ駄た箱ばこも、通学路も混雑していた。

　その中で、私と駿河の距きよ離りはやはり大人三人分空いている。

　特に話もしないでこんなに距離が空いていたら、不仲説などの噂うわさが立ってしまうかもしれない。

　そうならないために人目を避さけて帰ろうって提案したのに、コイツは何を考えているのだろう。

　今までの時間が無む駄だになったらどうしてくれようか。

「……ねぇ、もっと近づいてよ」

　駿河にしか聞こえないくらいの小声で話すと、彼はか細い声で「分かった」と呟つぶやき、こちらに五センチ程度近づいてきた。……たったそれだけか。

「ちょっとは我が慢まんしてよ」

　今度はこちらから、駿河のほうにぐっと近づいた。

　大人一人分くらいの距離まで近づく。

「…………他の人よりは、平気かも」

　駿河は目線を下に向けたまま、距離はそのままで歩いていく。

　私と一緒に帰ったり、連絡をとったりしていくうちに、私にだけは免めん疫えきがついてきたのだろうか。

　距離が縮んで少しだけほっとする。

　特に会話が無くても、遠目で見たらカップルに見えるかな。

　……あれ？　なんで私、今ほっとしたんだろう。




　──電車もいつもより混こんでいて、同じ学校の人たちもいっぱい乗っていた。

　私と駿河は席に座れたけど、いつもよりも距離が近い。

　横目で駿河のほうを見ると、少し汗あせをかいていたけど表情は涼すずしそうだった。

　やっぱり私には慣れてきたのかなって思うけど、こっちを向かないのと、自分から話しかけてこないのは相変わらずだ。

　駿河のことは置いといて、電車の中で一言も話さないっていう状じよう況きようはマズいよね。

　さっきからうちの生徒（特に女子）の視線も気になるし……。

　何か話題を見つけて、会話をしないと。

　って、なんで私がこんなことで頭を悩なやませないといけないの。

　駿河も涼しい顔していないで、もうちょっと空気を読んで行動しろよ。……って文句を言いたいけど、今はダメ。

　睨みつけるんじゃなくて、笑いかけて、何でもいいから話しかけなきゃ。

「そういえば、英語の小テストって何点だった？」

　ぱっと頭に浮うかんだのは、昨日返へん却きやくされた英語の小テストのことだった。

　習っている範はん囲いの単語と熟語に関する内容で、五十点満点のテストである。

「…………五十点」

「ウソ、満点じゃん！　すごっ」

「…………君は？」

「ああ、ええと、私は……五点」

　駿河が勉強も出来るなんて知らなかった。

　スポーツも出来て完ぺきなのに、女の子が苦手なんて本当に残念だよね。

　でも、しまったな。コイツが成績優ゆう秀しゆうって知っていたら、こんな質問しなかったのに。

　よりにもよって、何で一番苦手な英語の話題を振ふっちゃうかな。

　きっと、駿河は私のことバカだって思っただろう。

　まぁ、本当にそうなんだけど、なぜかコイツにそう思われるとムカつく。

「そう……」

「あれ？　それだけ？」

　私の点数を聞いても、彼はこれといった反応をしなかった。

　てっきり鼻で笑うか、ぼそぼそっと『頭悪いんだね』って言うかと思ったのに。

　……いや、むしろそう言って欲しかったかも。

　無反応なのが一番困る。残念な子と思われたような気がして傷つくっていうのもあるけど、せっかく話題を振ったんだからもっと会話を続けて欲しいよ。

　私の思いもむなしく、駿河は何も話さないどころかスマホをいじり始めてしまった。

　だからホント、空気を読めよ。このチワワやろう。

　そっちから一緒に帰ろうって言ってきたくせに、なんで私ばっかり気を遣つかわないといけないんだろ。

　なんだか疲れたし、周りを気にするのも嫌いやになってきた。

　もう、不仲説でもなんでも広まっちゃえばいい。

　そもそも、私は好きでこんなことをしている訳じゃないし。

　どうでもよくなった私は、スマホのアプリで遊びながら駅到とう着ちやくまでの時間を過ごした。




　──それぞれスマホをいじっているうちに、地元の駅に到着した。

　今日はいつもより電車に乗っている時間が長く感じたなあ。

　地元の駅で降りる高校生は少なくて、ようやく解放された気分になる。

　ほっとしたからか、駿河へのイライラはすぅっと消えて行った。

「……あんたは、土曜日の打ち上げに参加するの？」

　周りに人がいなくなったタイミングで、私は打ち上げの話を切り出した。

　打ち上げに参加するのかどうか、駿河に相談したかったからだ。

「……橋本に強制参加だって言われている」

「私も参加したいと思っているけど、大だい丈じよう夫ぶかなぁ」

「……ああ、なるほど」

　駿河はふと立ち止まり、ズボンのポケットからスマホを出していじり始めた。

　道の真ん中で、しかも話の途と中ちゆうで何を見ているんだろう。

「ねぇ、何見てるの？　早く帰ろうよ」

「……君がボロを出さないように、ちゃんと調べておくから大丈夫」

　駿河はスマホを私の顔の前まで持ってきた。

　その画面には有名なまとめサイトのページが表示されている。

　どうやらこのページは、女らしい仕草についてのまとめらしい。

　もしかして駿河は、私の心配事を勘かん違ちがいしている……？

「ねぇ、私が心配なのは打ち上げで本ほん性しようが出てしまうかもってことじゃないんだけど」

「……そう」

　駿河は無表情のまま、スマホをもとの場所に戻もどして再び歩き出した。

「ちょっと待ってって」

　慌あわてて駿河についていき、歩きながら私が何を心配しているのか説明した。

「私が心配しているのは、二人で参加したら付き合っているのがただの振りだってばれるんじゃないかってこと。あと、あんたは女の子が苦手だから大丈夫かなって思って」

　私と駿河が付き合っているということはクラス中が知っている。

　きっと打ち上げで、いろいろ質問されたり、からかわれたりするに違いない。

　そういう時、二人がちぐはぐな回答をしたり、他た人にん行ぎよう儀ぎな態度をとったら怪あやしまれるに決まっている。

　さらに、駿河が女子が苦手っていう事実を知られたら、付き合っていること自体不思議に思われるかもしれない。

　いろいろなリスクを考えて、二人で打ち上げに参加することはマズいんじゃないかと考えていた。

　──一通り自分の考えを伝え終わった頃ころには、私たちは駿河の家の前まで到着していた。

　一方的に自分の意見を述べただけで、まだ駿河の意見を聞いていない。

　個人的にはもう少し話をしたいところだけど、彼はどう思っているのだろう。

「あのさ、打ち上げについてもう少し話したいんだけど、あんたの部屋に行ってもいい？」

「……続きはスマホ上でもいいかなと」

「えー、ダメだよ。直接話し合わないと。それに、あんたのメッセはキャラが変わりすぎて話しづらい。というわけで、行こ」

　私は駿河の意見を押しのけて、一いつ緒しよにマンションに入ることにした。




「お邪じや魔まします」

「あらー、莉緒ちゃん、また来てくれたの？　嬉うれしいわ」

　玄げん関かんに入ると、駿河ママが温かく迎むかえ入れてくれた。

　なんだか嬉しいような、照れくさいような、不思議な気分だ。

「……着き替がえてくるから、リビングで待ってて」

「分かったー」

　駿河はそのまま自分の部屋に行き、私は駿河ママと一緒にリビングへと向かった。

　ふかふかで大きいソファに座ると、駿河ママがアップルジュースと焼き菓が子しを持ってきてくれた。

「前回に引き続き今回もごちそうになっちゃって……すみません」

「いいのよ、家うちにはいつもお菓か子しがいっぱいあるから、たくさん食べてね。それに、綾人って友達を家に連れてこないから、莉緒ちゃんが来てくれて嬉しいの」

「私もおばさんと話せて嬉しいです」

　駿河のことは好きではないけれど、駿河ママのことは素す直なおに好きだな、と思った。

　周囲を明るくさせる才能がある人だと思う。

　お菓子を食べながら世間話をしていると、私服に着替えた駿河がリビングにやってきた。

　グレーのカットソーに黒のパンツというシンプルな服装だけど、なぜかおしゃれに見える。

　手足がすらっと長くてスタイルも良くて……雑誌のモデルのようだ。

　初めて私服を見たせいか、いつもよりも大人っぽく感じた。

「……お待たせ。部屋に行こう」

「う、うん」

「行ってらっしゃーい」

　駿河ママにぺこりと頭を下げて、私は駿河の後について部屋に向かった。




　駿河の部屋に行くのはこれで二回目だ。

　私は前と同じようにクッションの上に座り、駿河は勉強机の傍そばにある椅い子すに座った。

　……前回のように、なかなか部屋に入ってこなかったり、ベッドでうずくまって怯おびえている様子はない。

「あんた、ちょっとは成長してるみたいだね」

「……君に慣れてきただけ。それで、先ほどの話だけど、付き合っている以上は二人で参加した方が良いと思う。一人だけ出席っていうのもおかしい気が」

「そういうもんかなぁ。でも二人で出席して、いろいろ聞かれたり、からかわれたりしても大丈夫かな」

「…………あらゆる事態に備えて、練習しておけばいいのでは」

「練習って、たとえば？」

「……手を繫つないだり、キスしたり、とか」

　──コイツと付き合っている振ふりをして、よく分かったことがある。

　それは、私に対する態度はチワワのようにか弱くて怯えているくせに、言動だけは狼おおかみクラスに大だい胆たんだということだ。

　そういうところは理解しているつもりだけど、さすがに今回の発言には動どう揺ようを隠かくせない。

「キ、キスなんて……いきなり何言ってんの！　バ、バカじゃないの」

　動揺しすぎて、思わず近くにあったクッションを駿河に向かって投げつけた。

　駿河はそのクッションをナイスキャッチで受け止める。

「……わ、悪かったので大声で怒ど鳴ならないでください。……でも、手を繫ぐくらいは必要かと思う」

　駿河はクッションを片手でもち、空いている方の手を私に向かって伸のばした。

　椅子に座ったままで少しだけ私に近づき、顔は窓の方を向いている。

　……何、これ。

　この伸ばされた手を私はどうすればいいというの？

「な、何で手を伸ばしてるの」

「……小指だけでも」

　こんなのおかしい。私たちは付き合っている振りをしているだけ。

　お互たがいを好きっていうわけでもないのに、手を繫ごうとするなんて、絶対におかしい。

　……頭ではそう分かっているのに、その手を押し返すことも、立ち上がって帰ろうとすることも出来なかった。

　ただ、少しずつ近づいて来る大きな手をじっと見つめることしか出来ない。

「……君も手を伸ばして」

「わ、私が何でそんな事を」

「いいから、早く。僕だって……余よ裕ゆうないから」

　余裕がないってどういうことって思ったけど……駿河の方を見たらすぐに分かった。

　なぜなら、彼の顔は耳まで真っ赤に染まっていたから。

　大胆なことを言ったりするけど、実はいっぱいいっぱいだったりするのかな。

　そう思ったら、なぜか自然と手が伸びて行く。

　こんなのはおかしいって思っているのに、どうしてだろう。

　私に向かって伸ばされた手のひらはとても大きくて、今さらだけど、駿河も立派な男の人なんだって思った。

　私の手が駿河の手に近づいていくと、彼は小指を私の小指にそっと絡からめた。

　──不思議。私たちの体は小指しか触ふれ合っていないのに、体中が……心までぽかぽかする感じがした。

　こんな気持ちになったのは生まれて初めてだ。

「……温かいな」

　いつの間にか駿河の顔は、繫がれている小指と小指を穏おだやかな表情で見つめていた。どうしてだろう。不思議と嫌いやじゃない。

　好きでもないし、どちらかというと苦手なこの人に触れて、嫌だとは思わないなんて。

　この気持ちを説明する言葉は、今の私の中には見つからなかった。




　──土曜日。

　今日は午後からクラスの打ち上げがある。参加人数は二十人くらいで、場所はカラオケらしい。

　私は美鈴と一緒に会場まで向かうことにした。

「みんなの私服って見たことないから楽しみだよね」

「確かにそうね。おしゃれな人が分かるわよね」

　みんなの私服も気になるけれど、自分の私服が周囲にどう思われるのかが一番気になる。

　中学までの私は、夏は半そでにハーフパンツ、それ以外の季節は長なが袖そでにジーンズという色気のない服装だった。

　女の子らしい服を持っていなかったから、美鈴に付き添そってもらって新しい服を買った。

　白をベースとした花はな柄がらのワンピースに、大きめのカーディガンを羽織る。このぶかぶか感が女性らしいとショップ店員の人が言っていた。

　ワンピースなんておそらく子供の時以来だろう。制服の時もスカートをはいているはずなのに、足元がそわそわする。

「大だい丈じよう夫ぶ、とっても可愛かわいいよ。どこかのお嬢じよう様さまみたい。……話し方も含ふくめて」

「そうかしら。慣れないから変な感じがするわ」




　新しい服装に慣れないまま、カラオケ店に到とう着ちやくした。お店は綺き麗れいなビルの一階にあり、他ほかのフロアにはボーリングやダーツのお店があった。

　レオが宴えん会かい用ルームを予約してくれていて、私たちは店員さんの案内に従って部屋へと向かう。

「こんにちはー……」

　扉とびらを開けるとすでに数名が到着していて、その中にはレオと駿河の姿もあった。

「吉木さんと莉緒ちゃん、私服かわいいね」

　レオはさりげなく褒ほめてくれて、素す直なおに嬉うれしい。お母さんにお小こ遣づかいを前借りして買った甲か斐いがあったよ。

　その一方で駿河は、部屋に入った時は一いつ瞬しゆんこちらを見ていたけど、すぐにまた顔を逸そらしていた。

「安原さんはやっぱり駿河の隣となりだよね！　席空けてあるから」

　部屋にいた他の男子たちは、私を当然のように駿河の隣に座らせた。

　大きめのテーブルを囲むように黒くろ革かわのソファが置いてあり、その一角に私と駿河が座っている。

　美鈴は私のことを気にしながらも、他の男子たちに囲まれるように座っていた。

　周りの人たちは、ニヤニヤしながら私たちの方をチラ見している。

　正直居い心地ごこちが悪くて、私はどこに視線を置いたらいいのかもよく分からなかった。

　隣にいる駿河をちらっと見ると、彼はずっとスマホをいじっていた。どうやら誰だれかにメッセージを送っているようだ。

　……もしや。

　新品のショルダーバッグの中からスマホを取り出すと、案の定、隣の男からメッセージが届いていた。

『みんな俺たちのこと、ちゃんとカップル扱あつかいしてくれているね（笑）いろいろ心配していたけど杞き憂ゆうだったみたいだね！　安心したけど、どういう反応したらいいか分からないなぁ。どうか温かい目で見守って、って言っちゃう？　お前ら芸能人気取りか！　ってツッコまれるよね（爆）』

『その服、打ち上げのために買ったの？　女の子らしくてグッドだねー』

　相変わらず、スマホの中だとテンションが高い。

　直接話せよ！　とツッコみたくなるけど、周りにクラスメイトがいる手前、自重しておこう。服も褒めてもらったしね。

　駿河には特に返信せずに、スマホをバッグの中にしまう。

　ふと顔を上げたときにはほとんどの参加者が集まっていて、いよいよ打ち上げが始まろうとしていた。

「料理はコースでフリードリンク付きです。飲み物はこのリストから選んでねー」

　レオは打ち上げでもてきぱきと幹事をこなしていた。

　前菜のサラダやフライ類がテーブルに並べられ、全員の手元にソフトドリンクが届き終わる。私はオレンジジュース、駿河はアイスコーヒーを注文した。

「みんな、球技大会お疲つかれさま！　そして、女子バスケと男子フットサルの優勝おめでとう！　それでは……乾かん杯ぱい！」

　レオの掛かけ声に合わせて、私たちはグラスを天てん井じように向かって掲かかげた。

　その後、近くの人とグラスを重ね合わせる。

　一通り落ち着いたところで席に戻もどると、コーヒーの入ったグラスが手元に近づいてきた。

「……かんぱい」

「ああ、乾杯」

　駿河にしては珍めずらしく、私と目を合わせたままグラスとグラスを重ねた。

　……ムカつくくらい綺麗な目で見つめられると、少し恥はずかしい。

「おー、さっそく二人はアツアツだねぇ」

　大したことはしていないのに、なぜか男子たちにからかわれ始める。

　こうやってからかわれることは初めてだけど、別に嬉しくもなんともない。

　むしろ、いちいち行動を見られてうっとうしいだけ。

　春花ちゃんは圭くんとの仲をからかわれて恥ずかしがったり、付き合っているということを実感して喜んでいたけど、そんな感情は全く湧わいてこないな。

「じゃあ、歌いたい人はどんどん曲入れちゃってー」

　レオの一言で場の雰ふん囲い気きが変わり、みんなの関心は私たちからカラオケへと移って行った。

「正直、助かったね」

「…………何が？」

　駿河は男子たちにからかわれることを気にしていないようだ。

　涼すずしい顔をしてフライをつまみ、クラスメイトの歌声を聴きいている。

　こうやって周りを気にしないところ、ムカつくけどちょっとうらやましいわ。

　そういえば、駿河はカラオケでは何を歌うのだろうか。そもそも、歌はうまいのかな。

　こんなにイケメンで音おん痴ちだったらちょっと面おも白しろいかも、と変な期待をしてしまう。

　──盛り上がる曲が立て続けに流れ、部屋のボルテージが上がっていく。

　打ち上げらしくなってきたところで、曲を検けん索さくする機械が私のところまで回ってきた。

　素直に自分の歌いたい曲を検索しようとすると、周りからは「せっかくだからデュエット歌いなよ」と茶々を入れられる。

「ええと、そういうのは歌ったことないから……」

　周りには丁てい寧ねいにそう返事したけど、心の中では『うるせぇな黙だまれ』と愚ぐ痴ちっていた。

　ああ、もどかしいな。中学の時だったらはっきりと文句が言えるのに、自分で作ったこのキャラのせいで我が慢まんすることしか出来ないなんて。

「っていうか、二人には歌ってもらうよりも、なれそめとか聞いたりしたいなー」

「あと、もうキスしたのか、とかなー」

「それいい！　むしろキスしてほしくない？　今ー」

　打ち上げでみんなのテンションがおかしくなっているのか、彼らは無む茶ちやな要求を始めた。

　最初のデュエットがかわいいものに思えるくらいに。

　最終的には、部屋中が団結してキスコールをはじめる。

　カラオケに来ているのに誰も歌わなくなり、全員が私たちに注目していた。

「キース、キース、キース！」

「……ちょっと、悪ノリはやめなって」

　美鈴は近くの人を止めようとしてくれていたけれど、その勢いは全く収まらない。

　また幹事のレオは、みんなを落ち着かせようとも、コールを口にしようともせず、黙ってじっと私たちを見ていた。

　……どうしよう。打ち上げに来たらからかわれると思ってたけど、まさかキスしろと言われるなんて。

　なぜか駿河のほうを見ることも出来ずうつむいてしまう。

　ぎゅっと手を握にぎり締しめて、このコールが落ち着くのを待つことしか出来ない。

　いったい、どうやってこの場をやり過ごせばいいのだろう。

　……何も解決策が浮うかばない。駿河は……何を考えているの？

　私が彼のことを考え始めたとき、ふと手の甲こうに温ぬくもりを感じた。

　──いつのまにか、駿河の綺き麗れいな手が私の手に重ねられている。

　思わず駿河のほうを見ると、彼はテーブルの上に置かれていたマイクを手に取り、こう話した。

「こんなムードのないところで、彼女の唇くちびるを奪うばう事は出来ないよ」

　そして、マイクをもとの位置に戻すと、静かに立ち上がった。

「……もう帰ろう」

　駿河にしては本当に珍しく、私の顔を見つめて、はっきりとした口調でそう言った。

　私は彼に手を引かれたまま、入り口まで歩いていく。

　部屋の中は、さっきまでの賑にぎやかさが噓うそのように静まり返っていて、クラスメイト達は誰も言葉を発することなく、私たちの行動を目で追うだけだった。




　カラオケ店のあるビルを出てからも、駿河は私の手をしっかりと握って歩いていく。

「ねぇ、もう手を離はなしても……」

「……やっぱり」

「ん？　何？」

「キスの練習、しておけばよかったね」

　駿河は前を向いたまま、またとんでもないことを口にした。

　でも、私は前みたいに〝バカじゃないの〟って言うことが出来なかった。

　突とつ然ぜん大きく見えたその背中を、じっと見つめることしか出来ずにいた。

　こうやって、駿河が躊ちゆう躇ちよなく私の手を握っているのは、この前の練習の効果があったからなのだろうか。




　──カラオケ店からある程度離れた道の上で、駿河は足を止めた。

「はぁ……」

　額には大量の汗あせがにじんでいる。

　まるで真夏の太陽に照らされていたかのようだ。

「すごい汗じゃん。どうしたの、体調悪い？」

「少し頑がん張ばりすぎたみたいで……どっと疲れが」

　もう片方の手でハンカチを使い汗をぬぐう彼の横顔は、確かに疲れているように見えた。

　そっか、カラオケ店では無理してカッコつけていたんだ。
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　頑張って私の手を引いて、お店から連れ出してくれたんだね。

　スマートにカッコつけられない残念なところを見ると、妙みように落ち着くのはなんでだろ。

「さっきは……助けてくれてありがとね。でも、もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　そう話しながら繫つないだ手をほどこうとした時、駿河に手をキュッと握りしめられた。

「……離すのはもう少し待って」

　駿河はもう一方の手でハンカチをしまうと、今度は違ちがうポケットから何かを取り出し、私の手のひらに置いた。

　そして、私の手をすっぽりと包んでいた彼の手が、ゆっくりと離れていく。

「今日、君と二人きりになれたら渡わたそうと思って……」

「これは……単語帳？」

　駿河から手渡されたのは、オレンジ色のカバーの単語帳だった。

　一枚めくってみると英単語が書かれてあり、裏にはその単語の意味が書かれている。

　綺麗な字とは言えないけれど、丁寧に読みやすい字で書かれていた。

　最初の方に書かれているものは、どれも前回の小テストで出題されたものばかり。

「……単語と熟語を覚えるには反復練習するのがいいって、ネットで見たから」

「えっ？　もしかして、わざわざ調べて作ってくれたの？」

「うん……ちなみに、次回以降の分もあるから……」

　もしかして、この前テストの話をした後にスマホを見始めたのは、英語の勉強法を調べようと思ったから？

　その後、自分の時間と労力を使って……これを作ってくれたの？

　なんで？　全然わかんないよ。どうして、私に優やさしくしてくれるんだろう。

　困っている人がいたら誰だれにでも手を差し伸のべるタイプなのかな。

　それとも、たとえ〝振ふり〟だとしても……私が彼女だから？

「あ、ありがとう。こういうのもらうのは初めてだからビックリしたけど、すごく嬉うれしいよ。さっそく使ってみるね」

「喜んでくれたのなら……良かった」

　駿河は私の目をまっすぐに見つめて、優しく微笑ほほえんでいた。

　こんな風に駿河の笑顔を見るのは初めてで……あまりにも綺麗で、息をするのも忘れてしまいそうなくらいに見入ってしまう。

　それだけじゃない。なんでだろ。駿河の笑顔を見た瞬しゆん間かんから、空がいつもよりも青いような気がする。

　木の緑がとても鮮あざやかに見えて、暖かい陽ひ射ざしが心地ここちよくて、春風が爽さわやかに感じて。

　どうしてだろう、この道は何度か歩いたことがあるはずなのに、今日初めて立った場所のように感じる。

「ところで……これからどうしようか」

「えっ？　ああ、そうだね、あんた疲つかれているみたいだし、どこかお店に入って休もうか」

　……あれ、一瞬、頭だけ違う世界に行っていたような気がする。

　今日はいろんなことがあって、調子が狂くるってるのかもしれないな。

　駿河はすごく疲れたって言っていたけど、私も休みたい気分。

「どこがいいかなー。そうだ、カラオケでも行く？　私たち、まだ歌ってなかったよね」

「…………うん。いいと思う」

「だよね！　よっしゃ、歌いまくるぞー。思いっきりはしゃいでストレス発散してやる」

「それは……どうか、ほどほどに……」

　──こうして、私たちはカラオケ店での打ち上げを抜ぬけ出して、違うカラオケ店へと向かうことになった。

　クラスのみんなには悪いと思うけど、ちょっとだけわくわくするな。

「……では、お店まで手を繫いでいく？」

「つ、繫ぐわけないじゃん。何言ってんの」

「お、怒おこらないでください……ただの冗じよう談だんです」

「そんな分かりにくい冗談、止やめてくれない？」

　カラオケ店を探しながら、そんなやりとりをする。

　まったく、変な冗談を言うのは止めてほしい。ビックリして体温が急きゆう上じよう昇しようしたよ。

　……でも〝手を繫ごう〟って言われた時、なぜか嫌いやだとは思わなかった。

　それよりも〝冗談〟っていう言葉が胸に引っかかって、ずっと残っている。

　心に針が刺ささったみたいにチクリと痛むのはなぜだろう。

　どうしてこんな気持ちになるのかよく分からないけど……今はとりあえず、これからのカラオケを楽しめればいいや。

「あ、あそこにあったよ、カラオケ！」

　私は駿河より前に出て、道の向こうにあるお店まで走り始めた。

　今日はひらひらのワンピースを着て、走りにくい靴くつを履はいているっていうのに。

　──そんなことはお構いなしで走り出したくなるくらい、今は何も考えたくなかったのかもしれない。
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「莉緒、もう朝だから起きなさい」

「……はぁい」

　起きるのが憂ゆう鬱うつなのは、今日が月曜だからというだけではない。

　週末の打ち上げで、クラスメイトにからかわれた私と駿河は途と中ちゆうで帰り、二人でカラオケに行くという行動を起こしてしまった。

　二人きりのカラオケは、それなりに盛り上がった。

　私は懐なつかしいアニメソングやドラマの主題歌を熱唱し、駿河はしっとりとバラードを歌っていた。

　ヤツは歌がとても上手で、もし打ち上げの時に歌っていたら女子たちはメロメロになっていたと思う。

　……モテ要素がつまった人間なのに、女の子が苦手だなんて本当に可哀かわい想そうだ。

『こんなムードのないところで、彼女の唇くちびるを奪うばう事は出来ないよ』

　ふと、駿河の言葉が頭の中で繰くり返される。

　からかう男子たちに対してそう言い放った彼は、正直男らしくてカッコよく思えた。

　いつものアイツはびくびくしていて、女子の目を見て話すことすらできないやつなのに。

　私の手を握にぎって、クラスメイトたちの前を横切って歩いていく姿もたくましく見えた。

　指が細くて綺麗な手だったけど、私の手よりもずっと大きくてすっぽりと包んでくれたな。いまだにあの手の感かん触しよくが忘れられないでいる。

「はぁ……」

「ちょっと、ご飯食べながらため息つかないでよ。……もしかして、憧あこがれの恋こい煩わずらい？」

「な、何言って……ごほっ」

　お母さんが突とつ然ぜん変なことを言うものだから、驚おどろいてご飯をのどに詰つまらせてしまった。慌あわてて味み噌そ汁しるを飲み、のどにつっかえたものを流し込む。

「べ、別にそんなんじゃないし」

「恥はずかしがることじゃないわよ。恋をするために高校デビューしたんでしょ？　だったら万ばん々ばん歳ざいじゃない」

　私は全すべてお見通しよ、と言わんばかりの顔でこっちを見てくるお母さん。

　こういう時は、さっさとこの場から立ち去るに限る。

「……恋なんてしてないし、今日は嫌な授業があるだけだから。ごちそうさま！」

　勢いよく残りのご飯を口にかき込み、足早にダイニングテーブルから去った。

　ため息をついたのは恋煩いなんかじゃない。

　打ち上げであんなことがあったせいで、学校に行くのが憂鬱なだけだ。

　でも、学校に行かないわけにはいかないので、カバンをもって靴を履く……前に、姿見で身だしなみをチェックしておこう。

　アイロンで髪かみをストレートにして、メイクをして、自分の姿を鏡で確かく認にんしてから学校に行く。

　高校から始めたことがもう生活の一部になっているなんて、なんだか不思議な気分。




「行ってきます。……って、美鈴？」

　なぜか玄げん関かんの前には、駅で待ち合わせているはずの美鈴の姿があった。

「おはよー、迎むかえにきたよ」

「美鈴……ありがとう」

　彼女は本当に人の気持ちをくみ取り、思いやることが出来る人だと思う。

　私が学校に行きづらいと分かっていて、わざわざ迎えに来てくれたんだ。

　この前買い物にも付き合ってもらったし、ドーナツセットとクッキーと、まんじゅうも買ってお礼をしなくちゃ。

　そうだ、私にはちゃんと味方がいる。すべてを分かってくれる友達がいる。

　隣となりを歩く美鈴の横顔を見て〝学校に行きたくない〟と悩なやんだ自分を少しだけ恥じた。

「美鈴、あの後打ち上げはどうだった？」

「あー、一いつ瞬しゆん空気が重くなったけど、橋本くんたちがまた盛り上げてくれたから楽しく過ごせたよ」

「そっか、それなら良かった」

「からかった人たちはみんな反省していたし、今日謝ってくるかもしれないね」

　謝ってくるかもしれない、かぁ。

　私は別に、謝ってほしいなんて思っていない。

　それよりも、もう私たちのことをいちいち観察してからかうのをやめてほしい。

　もし話すチャンスがあったらそう言ってみようかな。

　出来るだけ角を立てずに、優やさしく言えば問題はないよね。

　通学路を歩きながら、私はクラスメイト達に伝える言葉を探していた。




「おはようー」

　教室に入ると、みんなはいつも通りに朝の時間を過ごしていた。

　レオも駿河もすでに教室に来ていて、二人で話をしているようだ。

　席について、カバンの中から筆記用具や教科書を出していると、誰だれかが私の席に近づいてくる気配を感じた。

　顔を上げると、そこには私たちを一番からかった男子三人がいた。

　彼らの表情はとても暗い。美鈴の言う通り、私に謝りに来たのかなぁ。

「安原さん、土曜日は本当にごめんなさい。俺たち本当に反省してるんだ」

「あのあと橋本にもマジで怒られたし、もうからかったりしないよ」

「本当にごめんね」

　三人は本当に申し訳なさそうにしていた。もう、からかわれる心配もなさそうだ。

　これはきっと、レオがみんなに注意をしてくれたおかげだと思う。

　でも、それだったらどうしてキスコールを止めてくれなかったのだろうか。

「……いいの。私たちも途中で抜ぬけ出しちゃって、ごめんね。また打ち上げがあったら楽しもうね」

「うん！　ありがとう、安原さん」

　三人は、私が怒おこっていないと知ると一気に表情が明るくなり、それぞれの席に戻もどって行った。

「やっぱり謝ってきたね」

　三人と入れ替かわるようにやってきた美鈴はなぜかドヤ顔だった。そんなに予想が当たったのが嬉うれしかったのだろうか。

「そだね、でもちょっと引っかかることがあるんだよね……」

「引っかかることって？」

「あの三人をレオが注意してくれたみたいなんだけどさ、レオはキスコールが起こったときは黙だまって見てたんだよね。なんでその時に注意してくれなかったんだろう」

「うーん……」

　美鈴はためらいながらもこう答えた。

「二人がキスをするのかどうか気になったんじゃない？」

「え？　そんなの、何で気になったんだろ」

「……それは本人しか分からないけど、二人がどのくらいラブラブなのか知りたかったのかもね。あっ、もう朝のホームルーム始まっちゃう」

　美鈴が慌てて席に戻るとチャイムが鳴って、溝川先生が朝のホームルームを始めた。

　先生の事務連れん絡らくを聞き流しながら、机の上にある単語帳を眺ながめる。

　今日は英語の授業があるから、これも持ってきちゃった。

　まさか、駿河がこんなことをしてくれるなんて思わなかったな。

　昔いじめられていたし、今も意地悪なんじゃないかって思っていたけど。

　アイツも成長して、人に優しくできるようになったのかもしれない。

　……どうして、私に優しくしてくれたのかは分からないし、聞かなかったけど。

　駿河が何を考えているのか分からないっていうのは今に始まったことじゃないからね。

　彼の優しさを素す直なおに受け取って、単語帳を使ってしっかり勉強をしよう。

　次の小テストはいい点数をとって、駿河に報告するんだ。




「──それでは、朝のホームルームはこれで終わります」

　あ、考え事をしていたらもう先生の話が終わってた。でも別にいいよね。

　私に関係のない話をしていることがほとんどだもん。

「莉緒、今日は橋本くんと放課後残るんだね！　行事についての話って何だろう。私にも教えてね」

「え？　そんな話あった？　全然聞いてなかったよ」

　美鈴の言葉を聞いて、初めて今日の話は聞くべき内容だったと知った。

「もう、ダメじゃない。ちゃんと先生の話は聞かないといけないんだよ」

　なぜか美鈴がムッとしている。

　なんでも出来て優等生ではあるけれど、こんなに良い子ちゃんキャラだったっけ？

　中学の時は、先生の話を聞いてないだけで怒るようなタイプじゃなかったけどなぁ。

　……寝ねていた時は怒られたけどさ。

「ゴメンゴメン。これからはちゃんと聞くから。だって私、学級委員だから」

　今の発言、ちょっとレオっぽかったな。よく〝俺学級委員だし〟って言ってるもんね。

　今日の放課後は、レオと一いつ緒しよに残るのかぁ。

　二人きりになることがあったら、あの時何を考えていたのか聞いてみようって思ってたけど、まさかすぐにその機会が訪おとずれるとはね。

　美鈴と話し終わった後、スマホを見ると駿河からの連絡が入っていた。

『今日も学級委員のお仕事あるんだね、お疲つかれ様！　俺、図書室で勉強しながら待ってるから、終わったら来てね☆　絶対だよ。無視して帰ったら九割の確率で泣いちゃうかもしれない（笑）』

　本当に付き合っている訳じゃないんだから、毎日必ず一緒に帰らなくてもいいのにね。

　そう思ったけど、そう返信すると九割の確率で泣かれるので止やめておいた。

　それに、今日は一緒に帰ることがそれほど嫌いやには感じない。

　球技大会をきっかけに、私たちを取り巻く環かん境きようが変わったからなのだろうか。




　──放課後になり、私とレオ以外の生徒が教室から出ていった後、先生の説明が始まった。

「六月には遠足があり、二学期には文化祭と体育祭があります。各委員は決まっていますが、二人がメインとなってクラスをまとめてほしいんです」

「わー、イベントがたくさんあって楽しそうですね！　まずは遠足の場所決めからですね」

　楽しいこと大好きなレオの顔は、おもちゃを買ってもらった子供のようにキラキラ輝かがやいていた。

　まあ、私も楽しいことが大好きだからいまからわくわくが止まらないんだけど。

　先生はテンションマックスのレオを温かい眼まな差ざしで見つめながら、私たちにあるリストを見せた。

「これは、過去に遠足に行った場所のリストです。二人でこれを見ながらいくつか行き先の候補を決めてみてはどうかな。その方がホームルームでの話し合いもスムーズに決められるかと」

「分かりました。先生、ありがとうございます」

「たいしたことじゃないよ。……じゃあ、先生はテニス部に行かないといけないので、あとはよろしくお願いします」

　先生が教室から出て行ったあと、レオは「じゃあさっそく候補決めをしていこうか」と話しながらリストに目をやった。

「莉緒ちゃんはこのリストの中で気になる場所はある？」

「えーっとね……うーん……」

　遠足は楽しみだけれど、私は図書室で待っている駿河のことが気になって、レオとの話し合いに集中できないでいた。

　さすがに、長時間待たせてしまうのは申し訳ない。

　でも、遠足のことはじっくりと話し合いたいし……。

　レオは、いまいち話し合いに乗り気じゃない私に気が付いたようだった。

「もしかして、この後駿河と一緒に帰る約束してる？」

「うん……図書室で待っているみたいで、ちょっと気になっちゃって」

「そっかぁ。じゃあまた今度決めようか」

　レオはそう言いながら机の上にあるリストやメモ帳をカバンの中にしまう。

　私たちのせいで予定を変えてもらって、今度は彼に対して申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「レオくん、ごめんね。……あと、この前の打ち上げのこと、男子たちに注意してくれてありがとう」

　私は座ったまま、同じく隣となりの席に座ったままのレオに体を向けた。

「ん？……ああ、たいしたことじゃないよ。打ち上げの時はビックリしたよね。まさかあんなことになるなんてさ」

「うん。それで、実は聞きたいことがあるんだけど……あの時さ、どうして──」

「──どうして打ち上げの時に注意しなかったのか、って？」

　レオの顔はとても真しん剣けんで、いつも笑っているせいか少しだけ怖こわいという印象を受けた。

「うん、男子に注意してもらっておいてこんなことを聞くのは失礼かもしれないけど……気になっちゃって」

「あの時はキスコールを黙だまって聞いてたもんね、俺。幹事なのに。あの時何もしなかったのは、本当に二人がキスするのか気になったからだよ」

「えっ……」

　レオの答えは、まさに美鈴が予想していたものだった。

　でもそれが彼の気持ちだとしたら、ますます疑問は深まるばかりだ。

「どうして、私たちがキスするか気になったの？」

「──本当に二人が付き合っているのか確かめたかったから、かな」

　レオのまっすぐな瞳ひとみは、噓うそで塗ぬり固められた私の身体からだに鋭するどく突つき刺ささった。

　レオは、私と駿河が付き合っているということに疑問を抱いだいていたんだ。

　まさに図星をさされて、焦あせっているのか背中に汗あせが滲にじんでいく。

「でも、あの時の駿河の様子や店を出ていく二人を見て、本当に付き合っているんだなって思ってショックだった。二人の関係が噓だったらいいなって思っていたから」

「どうしてそう思っていたの？」

「そんなの決まっているじゃん。君のことが、好きだからだよ」

「えっ……」

　──好き。

　男子から、そんな言葉をもらったことはない。

　いつか誰だれかに好きになってもらいたい。

　ただそれだけの気持ちで、私は高校デビューをしようと思った。

　でも、まさかこんなにすぐに、誰かに告白されるなんて思ってもいなかった。

　しかも、誰からもカッコいいと認められるレオに。

　どうしよう、現実として受け止められない。

　ただレオから目が離はなせなくて、言葉を発せられないまま彼を見つめていた。

　いつのまにか彼はいつもみたいに笑っていて、日常的な事を話すかのように想おもいを口にしていく。

「俺、入学初日から莉緒ちゃんのこと良いなって思ってたから学級委員に推すい薦せんしたんだよ。少しずつ仲良くなろうと思っていたのになー」

「にゅ、入学初日!?　まだ話したこともなかったのに」

「見た目や自己紹しよう介かいの内容を聞いて可愛かわいいなって思ってさ。それに、話し方や仕草も女の子らしくていいなって思ったんだ」

「へ、へぇー。そうなんだ」

　どうしてだろう。

　好きって言ってもらえて、褒ほめてもらえているのに胸がズキズキ痛むのは。

「俺さ、自分は騒さわがしいヤツなんだけど、うるさい女の子は苦手なんだよね。両手叩たたいて口開けて笑ったり、男おとこ勝まさりな子も苦手で。付き合うなら莉緒ちゃんみたいにおしとやかな子がいいんだ」

　どうしてだろう。

　付き合いたいと思ってもらえているのに、全く嬉うれしくないのは。

　──そんなの、答えは決まっている。

　本当の私は、両手叩いてゲラゲラ笑うような、女らしさのカケラもない女子だからだ。

　レオが好きって言ってくれている私は、自分で無理やり作り上げた人形みたいなものだからだ。

「レオくん、どうもありがとう」

　無理やり笑え顔がおを作ってお礼を言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「ごめんね、突とつ然ぜんこんなことを言って。……俺、もう帰るから」

　レオは私を残して教室から出て行った。

　私は図書室に行くことも、駿河に連れん絡らくをすることも出来ずに、ただぼんやりとシンプルな掛かけ時計を見つめていた。




　──それから時計の長針が九十度ほど動いた頃ころ、引き戸の開く音がした。

「……遅おそいと思ったら、一人で何しているの」

　教室の入り口に立っていたのは、私を図書室で待っていた駿河だった。

「ご、ごめん。待ってもらっていたのに、連絡しなくて。すぐに帰る準備をするから」

「急がなくてもいい」

　駿河は特に何も聞かずに、自分の席に座って文庫本を開いた。

　なぜ何も聞かないのかは分からないけど、この沈ちん黙もくは今の私にはありがたいものだった。

　その帰り、駿河とどのような会話をして帰ったのか全く覚えていない。

　頭の中ではレオからの告白の言葉が何度も繰くり返されていた。

　そして、そのたびに心がズキズキと痛む。

　誰かに好意を持たれたら飛び上がるほど嬉しいはずなのに、心は晴れない。

　一人では心の整理がつかなくて、美鈴に電話で相談することにした。




　夕食を食べ、一息ついたところで部屋に戻もどり電話をかける。

　美鈴は三コールもしないうちに電話をとってくれた。

『もしもし、莉緒？』

「こんばんは。突然電話しちゃってごめんね。相談したい事があるんだけど、今大だい丈じよう夫ぶ？」

『もちろん。それで、何があったの？』

「あのね、実は……」

　美鈴に今日あったことを全すべて話した。

　レオの気持ちを他ほかの誰かに話すことに抵てい抗こうはあったけど、それよりも今は自分の心を落ち着かせたい気持ちが勝っていた。

　美鈴は、時折相あい槌づちを打ちながら、静かに私の話を聞いてくれている。

「……ということがあったんだ」

『そっかぁ。まぁ私は、橋本くんは莉緒のことが好きなんじゃないかって思ってたよ』

「ええ？　そうなの？」

『うん、彼って女慣れしてそうに見えて、莉緒以外の女子とはあまり話していないよ』

　美鈴がレオの気持ちに気づいていたことも、レオが私にばっかり話しかけていたことにも気づいていなかった。

　親友と話してみて、改めてレオからの告白が現実味を帯びていく。

「そっかぁ。でも、レオが好きになってくれたのは、作りものの私なんだよね。誰かに好かれるためにイメチェンしてキャラまで作ってたのに、全然嬉しくなくて。自分の馬ば鹿かさに呆あきれちゃうよ」

『……莉緒はいつも一いつ生しよう懸けん命めいで、馬鹿だなんて私は思わないよ。でも、順番を間ま違ちがえたのかもしれないね』

「順番？」

　美鈴は、少し間をおいた後に、ゆっくりと自分の考えを語り始めた。

『誰かに好かれるために自分を変えるんじゃなくて、好きな人に振ふり向いてもらうために、自分を磨みがくの』

「好きな人に振り向いてもらうために……」

『うん。恋こいをしたらきっと、自分を押し殺すことなく自然と変わっていけるはずだよ。実際、今の私がそうだから』

「今の美鈴……？」

『私、今好きな人がいるんだ。その人に恋れん愛あい対象として見てもらうために頑がん張ばっているの』

　電話越ごしに初めて聞いた、親友の恋愛話。

　高校になって髪かみ型がたを変えたことも、好きな人のためなのだろうか。

『それに〈ハルカハツコイ〉の春花ちゃんも同じだよ。圭くんに恋をして、でも引っ込み思案で弱い自分のままじゃ好きになってもらえないって思ったから、変わろうとした』

　……そうだ。私が胸をときめかせたのは、憧あこがれたのは、恋をしている春花ちゃんの姿だったんだ。

　大好きな人に好きになってもらうために、ひたむきに頑張る彼女がキラキラして見えて、私もこういう風になりたいって思ったんだ。

「美鈴の言う通りだと思う。私、間違ってたよ。私が憧れたのは可愛い女の子じゃなくて、美鈴のような〝恋をする女の子〟だったんだ。いつか、私にも好きな人が出来るかなぁ？」

『出来るよ絶対。橋本くんのことは、恋愛対象として見られないの？』

「うーん、正直そういう風に思ったことはないなぁ……作りものの自分に恋をしてもらって申し訳ない、という気持ちが強いかな」

『なるほどね……じゃあ、駿河くんのことはどう思っているの？』

〝駿河〟という名前を耳にした瞬しゆん間かん、ふと彼の綺き麗れいな笑顔を思い出す。

　同時に彼の手の温ぬくもりも思い出して、なぜか体が熱くなった。

「す、駿河のことは別に何も……。付き合っているのもただの振りだし」

『まー、そうなんだけど。でも、彼って、本当の莉緒の性格を知っていて、女の子として扱あつかってくれているよね。キャラなんて作らなくても』

　──駿河は、私のことを女の子として見てくれている。

　美鈴に指し摘てきされるまで、そんなことは考えてもいなかった。

　私が女の子らしさのカケラもない人間ということも、それを隠かくして可愛いキャラを演じていることも全て知っている。

　その上で、弱点を克こく服ふくするためとはいえ、私と付き合う練習をしている。

　それって、ガサツな私のことを女の子として認めてくれているってこと……？

『幼よう稚ち園えんの時にいろいろあったみたいだけどさ、案外二人はいいカップルになるかもよ』

「そ、そんなことないよ。あ、長電話しちゃってごめんね。話聞いてくれてありがとう」

『謝らないで。親友として当然だよ。また話したくなったらいつでも電話してね』

「本当にありがとう。今度、美鈴にはお菓か子しのフルコースをごちそうするよ」

　そう言うと、美鈴は電話の向こうでおかしそうに笑っていた。




　美鈴におやすみを言って電話を切った後、スマホを確かく認にんするとレオからメッセージが届いていた。

『莉緒ちゃん、今日はいきなりあんなことを言ってゴメンね。駿河と付き合っているって分かっているんだけど、どうしても諦あきらめきれなくて。今週の土曜日、一度だけでいいから俺とデートしてくれないかな』

　まっすぐなレオの言葉は私の胸に突つき刺ささった。

　……私、彼に対して噓うそばっかりだな。駿河と付き合っていることも、自分自身についても。

　こんなのはフェアとはいえない。もう、これ以上噓はつきたくないな。

　これが、一番の素す直なおな気持ちだった。




　──その翌日。

　昨日に引き続き憂ゆう鬱うつな朝がやってきた。いったい、レオにどんな顔で会えばいいのだろうか。

　初めて告白をされたから、どういう態度をとったらよいのかも分からない。

　普ふ通つうに話してもよいのか、距きよ離りを置いた方がよいのか。

　心の整理ができないまま、教室に到とう着ちやくしてしまった。

「莉緒ちゃん、おはよう」

　教室に入ると、レオはいつもと変わりない笑え顔がおで私を迎むかえ入れた。

「お、おはよう……」

　その一方で私は、レオの顔を見ると昨日のことを思い出してしまう。

　自然と赤くなる顔を見られるのが恥はずかしくて、レオから顔を逸そらしてしまった。

　そのまま席につき、カバンの中からスマホを取り出した。

　昨日レオから来たメッセージをもう一度確認する。

『土曜日、一度だけでいいから俺とデートしてくれないかな』

　そのメッセージに対して、私は『考えさせてほしい』と返事をした。

　レオとデートすること自体は嫌いやではないのだけれど、どうしても頭には駿河の顔が思い浮うかんでしまう。

　駿河とは本当に恋愛しているわけではないのに、隠れてレオとデートすると思うだけで罪悪感を覚えてしまう。

　かといって、このことを駿河に相談するのは気が引けるし……。

　そんな悩なやみを抱かかえたまま、今日の帰りも駿河と一いつ緒しよに帰ることになった。




「──いつもより、元気がないね」

「え？　そ、そうかなぁ、普通だよ」

　電車の中で隣となりに座っている駿河が、珍めずらしく自分から話しかけてきた。

　ちょっと前までは、彼との距離は大人二人分くらい空いていたのに、今は肩かたが触ふれそうなくらいの位置にいる。

「……橋本のことで、悩んでるの」

　駿河は前を向いたままで、やや視線を落としたまま話し続けた。

「昨日のこと、橋本から話してきた」

「そっか、聞いたんだ……。土曜日、一度だけデートして欲しいって言われたんだけど、どうしたらいいか分からなくて」

「……君の好きなようにしたらいい」

　駿河の淡たん々たんとした口調と突き放すような言葉に、なぜか胸がチクリと痛んだ。

「好きなようにって……一応あんたと私は付き合っているんだけど、いいの？」

「それは僕の提案に君が乗っただけで。もし君が橋本と遊びたい、付き合いたいと思ったら……そうすればいい。そういうことがしたくて、自分を変えたかったんだろう？」

「それは……」

　駿河の意見に対して私は何も言えなくなり、その後は沈ちん黙もくのまま駅に着くのを待った。




「私、今日は寄るところがあるから」

「分かった」

　そう言って、私は帰り道とは逆の方向を向いて歩き始めた。

　本当は特に寄るところなんて無いのだけれど、今は駿河と一緒に帰りたくなくて噓をついた。

　……心がざわざわするのはなぜだろう。

　駿河の言うとおり、私たちは付き合っている振ふりをしているだけ。

　私たちの関係はただの振りで、トラウマを克服するためだけの関係だ。

　少なくとも、アイツはそう思っている。

　……私だって、駿河の提案に付き合わされているだけ。

　出来ればいつだって、こんなことは止やめたいって思っていたはずだ。

　心のどこかで、何かを期待していたのだろうか。

　私がレオと遊びに行ったら、駿河が嫌な思いをするんじゃないか、とか。

　遊びに行かないでって、引き留められるんじゃないか、とか。

　何でこんなことを考えていたのかは、自分でもよく分からない。

　ただ、そんな事で悩んでいた自分が馬ば鹿かみたいに思えた。

「どうしたいんだろう、私……」

　足を止めて、少しずつ沈しずんでいく太陽を見上げながら呟つぶやいた独り言は、春風に流れて消えて行った。
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　土曜日の朝。

　ロゴの入ったカットソーに袖そでを通し、ジーンズをはいて家を出る。

　履はきなれたスニーカーを履いて、レオとの待ち合わせの場所に向かった。

　ちゃんとメイクもせず、簡単に寝ね癖ぐせを直しただけの髪かみ型がたで誰だれかに会うのは久しぶりかもしれない。

　レオは着き飾かざっていない私をみてどう思うのだろうか。

　デートをするのが恥ずかしい、と思われるかもしれない。嫌な顔をされてしまうかもしれない。

　……いろいろとネガティブな事を想像してしまうけれど、私には全すべてを受け入れる覚かく悟ごがあった。

　レオは、家から最も寄よりの駅まで迎えに来てくれると言ってくれた。

　いつも美鈴と一緒に電車に乗って、駿河と一緒に帰ってくる場所でもある。

　そういう場所で、他ほかのクラスメイトが待っているのは不思議に思えた。




　徒歩で駅まで向かうと、そこにはすでにレオの姿があった。

　レオの服装は黒のカットソーにジーンズで、奇くしくも今の私と同じような恰かつ好こうだ。

　きっとレオは、打ち上げで着ていたような可愛かわいい服装でやってくると思っているのだろうな。

　期待を裏切るようで申し訳ない気持ちでいっぱいだけど、それよりも、もう彼に自分を偽いつわりたくないという気持ちの方が勝まさっていた。

「……レオくん、お待たせ」

　おそるおそるレオに話しかけると、彼の目線は手元のスマホから私へと移動する。

　彼は一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしていた。……そりゃそうか。

「おはよう、莉緒ちゃん。学校の時や打ち上げの時と雰ふん囲い気きが違ちがうから……何ていうか、別人かと思った」

「そうだよね。全然違うよね。でも、これが本当の私だって、レオくんに知ってほしかったんだ」

「本当の莉緒ちゃん？　よく分からないけど、立ち話もなんだから近くのお店に入ろうか」

「うん」




　私たちは少し気まずい雰囲気のまま駅近くのファーストフード店に入った。

　二人でドリンクを注文して、比ひ較かく的てき周りに人が少ない席に座る。

「……それで、本当の莉緒ちゃんってどういう意味なの？」

　注文した紅茶を飲みながら、レオはまっすぐに私の目を見て問いかけた。

　その真しん剣けんな眼まな差ざしを見て、改めて自分のことを全て話そうと心に決める。

「実はね、本当の私は、男っぽくてガサツで、レオくんが絶対好きにならないような女の子なんだ。男子に女として見られないようなタイプで、そんなんじゃ誰も好きになってくれないって思って……高校になって変わろうって決めた」

「えっ……」

「女の子らしい仕草もメイクも、全部最近覚えたことだよ。打ち上げで着ていた服だって、慌あわてて買いにいったし。お菓か子し作りが好きなんて噓うそ。目立ちたがりやで仕切りたくて、学級委員の仕事だってほんとは得意で……」

　話せば話すほど、いかに学校での自分は噓で塗ぬり固められた存在かということが分かって嫌いやになる。

　人を傷つけるような噓ではないとしても、結果としてレオの恋こい心ごころを踏ふみにじっていると思うと、涙なみだが出てきそうだ。

　でも、もうここまで話してしまった以上、後あと戻もどりは出来ない。

「だから本当の私は手を叩たたいて大笑いするような、レオくんが好きにならないようなタイプの人間なんだ。今まで噓ついてて、本当にごめんなさい……」

　思っていることを全て吐はき出すように伝えてしまった。

　レオの顔を見るのが怖こわくてうつむいてしまう。

　レオは怒おこっているのか驚いているのか分からないけれど、何も話さなかった。

　そして、暫しばらく重い沈黙が続いた後、ようやく彼の口が開いた。

「……俺こそゴメンね。莉緒ちゃんの表面的な部分しか見てなかったって知って、自分が恥はずかしいよ」

「えっ……そんな、レオくんは何も悪くないって」

　てっきりレオは私を責めるかと思っていた。

　だからこそ今の言葉に驚いた私は、顔を上げて彼の方を向いた。

「まぁ、どちらにせよ、莉緒ちゃんは駿河と付き合っているから、俺は失しつ恋れん決定なんだけどね」
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　悲しそうに笑うレオを見て、心がつぶれるほどに苦しくなる。

　駿河との付き合いも噓だけど、私だけの秘密ではないからそれは言えなかった。

「ねぇ、駿河は本当の莉緒ちゃんのことを知っていて付き合っているの？」

「あ、ええと……そうだね。全部知っているかな」

「そっか。じゃあやっぱり駿河は本当に莉緒ちゃんのことが好きなんだね。俺が告白したって話をしたらすごく動どう揺ようしてたよ。あんなアイツは初めてみた」

「駿河が……動揺してたの？」

　この前、電車の中でレオの話が出たとき、駿河はまるで関心がなさそうだった。

　私の好きなようにしていいという態度だった。

　それなのに、本当は……動揺していたの？

　レオから聞いたその真実を知って、なぜかは分からないけど気持ちが明るくなる。

「莉緒ちゃん、なんだか嬉うれしそう」

「い、いや別にそんな訳じゃないけど」

「そう？　でも、駿河という彼氏もいるんだし、莉緒ちゃんの目標は達成されているんだね。だったらもう……自分を作らなくてもいいんじゃない？」

「それは……うん、そうだね。無理やり自分を作って恋をするなんて間違ってたって思う。ありのままの自分で高校生活を楽しもうと思うよ」

　レオは笑え顔がおで私の話を聞いてくれる。

　優やさしくて、気き遣づかいが出来て、場を盛り上げることが大好きな男の子。

　そんな彼に好きになってもらえて、私は大事なことに気づけたような気がする。

「ねぇ莉緒ちゃん、俺、本当の君と友達になりたいな。予想だけど、きっと楽しいと思う」

「こちらこそ、友達になれたら本当に嬉しい。……じゃあ、レオって呼び捨てにしてもいいかな。くん付けってずっと照れ臭くさかったんだ」

「もちろん！　明日あしたからよろしくね。本当の莉緒ちゃんと学級委員としてクラスを盛り上げていけることを、楽しみにしているから」

　レオとは、そのままファーストフード店で一時間ほど話をして解散した。

　噓ばっかりついて、少なからず傷つけたと思うのに、友達になりたいって言ってくれて本当に嬉しかった。

　そして、それと同時に……罪悪感で胸が締しめ付けられそうになる。

　なぜなら、私はまだ駿河のことで噓をついているからだ。

　隠かくし事を持ったまま友達になろうだなんて、虫が良いいにも程ほどがあるよね。

　私たちはレオだけではなく、クラス中、いやそれ以上の人を騙だましていることになる。

　今さらこんなことを考えるのは遅おそいのかもしれないけど、このままで、本当に良いのだろうか。

　知らないうちに誰だれかの気持ちを踏みにじっていたりはしないだろうか。

　駿河はこういうこと、考えたことはあるのかな。




　──レオと解散した後、家までの道のりをゆっくり歩きながら駿河に電話をした。

　電話は苦手そうだけど、出てくれるだろうか。

『…………もしもし』

　十コールくらい鳴った後、駿河の小さな声が耳に届いた。

　車の走る音でかき消されそうなくらいの声だ。

「もしもし、あのさ、話したいことがあるんだけど、今から家に行ってもいい？」

『……うん』

「じゃあ、あと十分くらいで着くと思うから宜よろしくね」

　用件だけを話して電話を切り、駿河の家へと向かう。

　どうしてだか分からないけれど、今日あったことをすぐに駿河に報告したかった。




　──十分後、私は時間通りに駿河の家に上がっていた。

「あら、莉緒ちゃん。また来てくれたのね。ゆっくりしていって」

　駿河ママは相変わらず、私を満面の笑みで迎むかえ入れてくれた。

　彼女の笑顔を見るだけで落ち着くのはなぜだろう。

「僕の部屋に行こう」

　リビングにいた駿河と一いつ緒しよに、彼の部屋へと向かった。

　駿河は相変わらず私服だと大人っぽく見える。

「お邪じや魔まします」

　私はいつものクッションの上に座り、駿河は勉強机近くの椅い子すに座った。

　テーブルには、やはり今日も、駿河ママが用意したお菓か子しやジュースが並んでいる。

「……それで、話っていうのは？」

　駿河の顔はどこか強こわ張ばっていて、緊きん張ちようしているように見えた。

　私の目を見て話さないのは相変わらずだ。

「あのさ、今日レオと会って話してきた……本当の私は女らしくなくて、高校ではキャラを作ってたこと。あ、私とあんたの関係については話してないけど。それで、噓うそついていたことを謝って、友達になって帰ってきた」

「……そう」

　いつもは無表情な駿河の顔が少しだけ柔やわらかくなった。

「それでね、もう高校でも素すの自分を出して行こうって思うんだ。無理やり作った自分を好きになってもらっても嬉しくないし、相手にも悪いって気づいたんだ」

「……そう。じゃあ、僕たちの関係はどうしたいと思う？」

「え？」

「最初、僕は橋本たちに君の秘密を話すよって脅おどして協力し合おうと言った……。でもその秘密はもうないから……君をとどめておくことは出来ない」

「確かにそれは……そうだね」

　これってつまり、駿河はもう〝付き合っている振ふりをするのはやめよう〟って言っているのかな。

　私が抱かかえる秘密はもうなくなったから。これって、私に気を遣つかっているからなの？

　それとも、やっぱり駿河も女の子らしい私と付き合っていたかったのだろうか。

　あるいは、周囲に噓をつき続けることに罪悪感を覚えているの？

　駿河からそんなことを言われるなんて思っていなくて、戸と惑まどってしまう。

　そんな状じよう況きようの中で一つ気になったのは、駿河自身の事だ。

「……私の秘密は無くなったけど、あんたはまだトラウマを克こく服ふくしていないよ。私には少し慣れたみたいだけど、他ほかの女の子に対しては全くダメでしょ？」

「別に、もうトラウマは克服しなくてもいい」

「……えっ？」

「君はもう、誰にも噓をつきたくないんだろう？　だからもう、いいよ」

　彼はそう、はっきりと口にした。

　──私の目をしっかりと見つめて、少し怖こわいって感じるくらいに真しん剣けんな表情で。

　駿河が私の目を見て話すのは、これで何度目になるだろうか。

　綺き麗れいな瞳ひとみにまっすぐに見つめられると、もう何も話せなくなる。

　でも、その瞳がいつもとは違ちがうように見えるのは、気のせい……？

「……分かった。もう、振りはやめよう。私もその方がいいと思う。今までありがとう」

　いま出来る限りの笑顔を作って駿河にお礼を言って、そのまま部屋を出た。

　駿河ママはそんな私に気づき、キッチンから声をかけてきた。

「あれ？　莉緒ちゃん、もう帰るの？　お昼ご飯一緒に食べるかなって思ってたんだけど」

「ごめんなさい！　用事があることを思い出して……お邪魔しました！」

　私は逃にげるようにして、駿河の家から飛び出した。

　──なんでだろう。

　昔私をいじめていた駿河のことなんて、苦手で仕方なかったのに。

　出来るだけかかわりたくないと思っていたし、付き合っている振りなんて嫌いやだったのに。

　それなのに、いざ〝もうやめよう〟と言われて、〝解放された〟なんて思えなかった。

　嬉しいはずなのに、嬉しくなくて。

　心の中にぽっかりと穴が開いたような気分で。

　好きでもないのに振られたみたいな、不思議な気分だった。




　家に帰り、お母さんの作ってくれたご飯を食べて部屋に戻もどる。自分の部屋で鳴らないスマホを握にぎりしめて、ただ天てん井じようを眺ながめていた。

　今日はいろんなことがあったなあ。私を取り巻く環かん境きようが一気に変わった日だった。

　レオに真実を告げて、駿河とは付き合っている振りをやめた。

　駿河からは毎日ハイテンションなメッセージが届いていたのに、今日は来ていない。

　あんなにめんどくさいと思っていたのに、連れん絡らくが来ないとなぜか落ち着かない。

　毎日届いていたメッセージがもう来なくなる。

　毎日一緒に帰っていたけど、別々に帰るようになる。

　付き合うのをやめるってそういう事なんだなぁ……。

　誰かと付き合ったことなんてないから、こういう寂さびしさを感じるのも初めてだ。

　駿河はどう思っているのだろうか。

　ちょっとは寂しい、って思ってくれているのかな。

　──自分でもビックリするくらい、私の頭の中は駿河のことでいっぱいだった。




　週が明けて、また憂ゆう鬱うつな月曜日がやってきた。

　今週は四日登校すれば、ゴールデンウィークがやってくる。

　それだけが今の私の楽しみだった。……といっても、特に予定はないのだけれど。

　美鈴と一緒に登校し、下げ駄た箱ばこで上うわ履ばきに履き替かえているとき、背後から明るい声が聞こえてきた。

「莉緒ちゃん、おはよう！」

「おはよう、レオ」

　レオは以前と全く変わらない様子だった。

　その屈くつ託たくのない笑え顔がおを見ただけで心がほっとするよ。

「あれ、莉緒ちゃん、今日もちゃんとメイクしてるんだ」

「え？　ああ、そうだね。せっかく覚えたし」

「そっかぁ。すっぴんでも十分可愛かわいかったけどね」

　レオはそう言いながらウィンクをして見せた。

　その仕草はちょっと色っぽくて、なぜかこっちが恥はずかしくなる。

「橋本くん、莉緒のすっぴん見たことあるの？」

　美鈴は不思議そうに私たちの話を聞いていた。

　土曜日にあったことを、まだ美鈴には報告していなかった。

　……土日に話すことも出来たけれど、なぜか話す気分になれなかった。

「それは、俺と莉緒ちゃんの秘密かな。俺、吉木さんに負けないくらい莉緒ちゃんと仲良くなるから」

「えー。莉緒の親友は私以外ありえないから」

　そんな話をしながら教室に入り、室内を歩きながらあの人の姿を確かく認にんする。

　……今日も駿河は、私よりも早く登校して一人静かに読書をしていた。

　彼の背中を見て、なぜか胸がチクリと痛む。

　こんな気持ちになったのは今日が初めてだ。

　席についてカバンの中からスマホを取り出すと、誰だれからのメッセージも来ていなくて、自然とため息がこぼれた。

　何を期待しているのだろう。駿河から連絡が来ているとでも思ったのか。

　もう付き合っている振りをやめたんだから、連絡を取り合う必要なんてないのに。




　調子が出ないまま朝のホームルームが始まったけど、先生の話はまったく頭に入ってこなかった。

「ねぇ、莉緒」

　ホームルームが終わった後、美鈴に話しかけられてドキッとした。

　やば、先生の話を聞いてなかったって知られたら、また怒おこられちゃうよ。

「ど、どうしたの？」

「莉緒こそどうしたの、きょどったりして。……それより、今日、英語の小テストがあるって覚えてた？」

「うそ、今日だっけ。完全に忘れてたよー。英語って何時間目にあるっけ？」

「一時間目だよ。もうすぐ授業が始まるけど、今からでも復習しておいたほうがいいよ」

「そうだね、ありがと」

　美鈴にまた怒られずに済んでほっとしたけど、今度は小テストのことで焦あせり始める。

　今日がテストの日だって完全に忘れていたよ。

　駿河からもらった単語帳でちょくちょく勉強はしていたけど、もっとちゃんとしておけばよかった。ちゃんといい点数をとって、駿河に報告しないといけないのに。

　……って、別に報告なんてしなくてもいいのか。

　そもそも、アイツと話すタイミングなんてないだろうし。

　もう毎日メッセをすることも、一いつ緒しよに帰ることもないんだから。




　──そう思っても、放課後になるまでは〝もしかしたら一緒に帰るかも〟って考えている自分がいた。

「それでは、皆みなさんまた明日あした」

　溝川先生からの連絡事じ項こうが終わり、クラスメイトたちはまちまちに教室から去っていく。

　駿河もその中の一人で、誰かと雑談することなく静かに帰っていった。

　私は帰り支じ度たくをしながら、そんな彼の背中を見てまた胸がチクリと痛んだ。

　……一緒に帰りたい、だなんて一度も思ったことはなかったのに。

　付き合っていないんだから、別々に帰るなんて当たり前なのに。

　どうして私、駿河が先に帰っちゃって落ち込んでいるんだろう。

「あれ、莉緒今日は一人なの？」

「あ、うん、そうなんだ。ちょっと寄る所があるし。美鈴は部活頑がん張ばってね！」

　なぜか美鈴に〝もうこれから一人で帰ることになった〟って言えなくて。

　私は足早に教室から出て、駿河と鉢はち合あわせしないようにコンビニに寄ったりして時間をずらした。

　どうして、美鈴に事情を話したくないのだろう。

　どうして、こんな気持ちになるのだろう。

　自分の気持ちに整理がつかず、悶もん々もんとした気持ちを抱かかえたまま通学路を歩いた。

　──その日の夜も、駿河から連絡が届くことはなかった。

　その後もずっと、駿河とは学校やスマホ上で会話をすることはなかった。




「今日が終わればゴールデンウィークかぁ」

　そして、とうとう明日からはゴールデンウィークが始まる。

　長期連休はウキウキするはずなのに、なぜか心は晴れなかった。

「莉緒ちゃんは駿河くんとどっか遊びに行くの？」

「え、えっと、特に約束はしてないよ」

　学校内は明日からのゴールデンウィークについての話題でもちきりだった。

　家族で旅行に行くとか、友達と遊園地に行くとか、みんなそれなりに予定があるようだ。

　クラスメイトたちは私と駿河がまだ付き合っていると思っているようで、いろいろな人に二人の予定を聞かれる。

　そのたびに私は「別れた」って言えなくて、適当にごまかしている。

　……駿河は同じ質問を受けて、どのように答えているのだろうか。

「じゃあ、莉緒ちゃんはゴールデンウィークは何してるの？」

「え？　多分家でごろごろ寝ねてると思うよ。どっか行くのもめんどくない？　人多いしさ」

「そうだね、確かに。……それにしても、莉緒ちゃん話し方変わったね」

「へ？……ああ、人見知りしてて前はあんな話し方になってたんだよね！」

　レオとのことでいろいろと学んだ私は、話し方や仕草について変に意識するのはやめた。

　女らしくとか、おしとやかにとかは考えず、自然体の自分でみんなと接するようにした。

　美鈴以外の女子達は最初は変化に驚おどろいていたみたいだけど、人見知りしていたと説明したら納なつ得とくしてくれた。

　今までは無理にもう一人の自分を演じていたけれど、どこか窮きゆう屈くつなところがあって、やっぱり自然体の自分で過ごすのが一番だと思った。

『でも、彼って、本当の莉緒の性格を知っていて、女の子として扱あつかってくれているよね。キャラなんて作らなくても』

　ふと、先日の美鈴の言葉を思い出して、心がきゅっとしめつけられる。

　駿河のほうをちらりと見ると、彼はレオたちと楽しそうに話していた。

　……とはいっても、レオがほぼ話しているっぽかったけれど。

　駿河の姿を見るのは、次はゴールデンウィーク明けなのかな。

　ゴールデンウィーク明けに会えたって、気軽に話すことは出来ないんだろうな。

　まぁ、二人で一緒にいたってあまり会話していなかったけど。

　──結局、家でも学校でも、駿河のことを考えてしまっている。

　なぜこんなにも考えてしまうのかわからないまま、連休前最終日の授業が終わった。




「それでは、明日からゴールデンウィークとなりますが、皆さん怪け我がのないように楽しく過ごしてくださいね」

　お決まりの先生からの挨あい拶さつが終わると、みんなは軽い足取りで帰っていく。

　明日からの連休が楽しみなんだろうな。

　その一方で私はなぜか体が重くて、すぐに席から立ち上がれなかった。

　駿河の席を確かく認にんすると、もう彼の姿はそこにはなかった。

　……やっぱり、帰っちゃったよね。

　このままゴールデンウィークに入っちゃったら、もう駿河とは一生話せないような気がする。

「はぁ……」

「莉緒ちゃん、ため息ついてるよ？」

　気が付くと私の傍そばにはレオがいて、彼は心配そうに私の顔をのぞきこんでいた。

　相変わらず、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな人だな。

「最近、駿河と一緒に帰ってないみたいだけど、なんかあった？」

　レオは他ほかの人に聞こえないように小声で話しかけてきた。

「ま、まぁちょっといろいろと……」

「そっかぁ。何かあったらいつでも相談してよ、俺たち友達じゃん」

　レオはにっこりと笑って、私の背中をぽん、とたたいた。

「ありがと。……じゃ、私もそろそろ帰ろうかな。また来週ね」

　レオのおかげで少しだけ元気を取り戻もどした私は、笑え顔がおで教室を後にした。




　一人で廊ろう下かを歩き、下げ駄た箱ばこで靴くつに履はき替かえ、駅までの道のりを歩く。

　一人で帰るのってこんなに寂さびしかったかな。

　駿河と一緒に帰ったって何も面おも白しろくなかったのに。

　……それにしても、レオは私たちのこと何も知らないみたいだった。

　駿河は何も話していないのだろうか。

　もう付き合っている振ふりをやめたのに、いつまでも私と付き合っているって思われていてもいいのかな。

　そう思われていれば、苦手な女の子が寄ってこないから楽でいいって思ってる？

　それとも、私からみんなに説明するのを待っているのかな。

　……一人で考えても、何も答えは出ない。

　そんなのは当たり前なのに、電車の中でぐるぐると考えこんでしまう。

「あーもう、考えるのやめやめ」

　独り言を呟つぶやきながら、私はスマホを取り出すためにカバンを開いた。

　アプリゲームでもすれば少しは気がまぎれると思ったからだ。

「あ……」

　スマホをしまっていた内ポケットには、駿河からもらった単語帳もあった。

　今日、英語の授業では小テストが返へん却きやくされて、私は五十点満点中三十五点だった。

　美鈴はそんなに驚かなくてもっていうくらいに驚いていて面白かったな。

　ここまで点数が伸のびたのは、きっとこの単語帳のおかげだよね。

　そう言ったら、駿河は喜んでくれるのかな。

　……って、そんな訳ないか。

　これをくれたのはきっと、振りでも〝彼氏〟として優やさしくしてくれただけなんだから。

　相手が私じゃなくたって、同じようにしてたと思う。

　だって、駿河は……自分のトラウマを克こく服ふくしたいっていう理由で、たまたま私と付き合っている振りをしていただけなんだから。




『──喜んでくれたのなら……良かった』

　ふと、頭の中で駿河の声が聞こえたような気がした。

　あの時の彼は、なぜか嬉うれしそうに笑っていたな。嬉しいのは私の方なのに。

　私が喜んでいたのがそんなに嬉しかったのかな。

　単語帳は百枚以上あるのに、最後のページまでびっしり書かれている。

　一枚一枚丁てい寧ねいに書いてくれたっていうのは文字を見ただけで分かる。

　きっと、ものすごい時間をかけて作ってくれたんだろうなぁ。

　単語帳はこんなに小さいのに、きっとたくさんの優しさがつまっている。

　そう思うとなぜか涙なみだがこみ上げて来たけど、電車の中だったから必死にこらえた。

　……どうして優しくしてくれたかなんて、考えるべきじゃないのかも。

　どんな理由だとしても、この優しさは私に向けられたものなんだから。

　やっぱり伝えなくちゃ。

　単語帳を使って勉強して、いい結果を出して報告する。

　これが、この単語帳に対するお礼だって、ずっと思っていたんだもん。

　関係が変わったからといって、自分の考えまで変えることはないよね。

　自分が伝えたいことをちゃんと伝えよう。

　そして、聞きたいこともちゃんと聞くべきだ。

　二人の関係を周りにどう説明するのかについても、ちゃんと確認しよう。

　そもそも、駿河のことは駿河に聞かないと分からないんだから。

　──ぐるぐる悩なやんで悩み抜ぬいて、ようやく私は前向きになることが出来た。

　次の行動が決まり、決意を新たにしたところで、電車は地元の駅に到とう着ちやくした。

　改札を抜けたところで、ふと周りの女子達の声が耳に入る。

「あの人、すっごくカッコよくない？　声かけてみようかなー」

「本を読みながら誰だれかを待ってるのかな、知的で素す敵てきだよね」

　いつも本を読んでいる、すごくカッコいい男の子。

　そんな人は世の中にたくさんいるんだろうけど、この駅に限ってはアイツくらいしかいない。

　辺りを見回すと、改札から少し離はなれたところに、壁かべにもたれて本を読んでいる彼の姿があった。

「何しているの？　駿河……」

　私の足は無意識に、駿河に向かって歩き始めていた。
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　駿河は私の姿を確認すると、静かに本を閉じた。

「君を……待ってた」

「わ、私を？　何で……」

「もし時間があるなら、今から散歩しない？」

「散歩？　うん、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　どうしよう。胸の鼓こ動どうがどんどん速くなっていく。

　もう付き合っている振りはしていないのに。私たちは何の関係もないのに。

　どうして駿河は、私を待っていたの？

　そして……散歩って、いったいどこに行くつもりなのだろう。

　駿河はいつものように、特に何も話さずに歩いていく。

　私は駿河の後をついていくように歩いて、彼の様子を窺うかがう。

「ねぇ、どこに行くの？」

「……秘密。でも僕たちの家から近いところ」

「私たちの家から近いところ？　公園とか？」

「……その近くにある、ところ」

　駿河の家を通り過ぎ、ある十字路のところで左折すると公園が見えた。

　この公園では昔友達とかけっこしたり、砂遊びをしたりして遊んでいた。

　中学校に上がってからはあまり行かなくなったから、とても懐なつかしく思える。

　その公園から歩いて数分のところには、私たちにとってもっと懐かしい施し設せつがあった。




「あっ、幼よう稚ち園えんだ！　懐かしい」

「……少し綺き麗れいになっているけど、あまり変わっていないな」

　小さめの遊具や運動場、それらを取り囲む木々、二階建ての洋風のお家うちみたいな建物。

　改修工事をされて綺麗にはなっているけれど、私たちが通っていた頃ころと何も変わっていない。

　私たちは柵さくの外から懐かしい光景を眺ながめていた。

　幼稚園を見て思い出されるのは、楽しかったことばかりではない。

　むしろ私にとっては、唯ゆい一いついじめられた経験のある場所。

　そしてその相手がまさに隣となりにいるのだから、何ともいえない複雑な気持ちになる。

「あ、あの木さ、あんたが私の帽ぼう子しを持って登った木じゃない？」

「そうかも。確か木に登れない君は僕を見上げて泣いていて……」

「最終的には私がキレて、木から降りたあんたを追いかけまわすようになったよね」

「……うん」

　過去のことを思い出したためか、駿河の顔色はやや青白くなっていた。

　そうだ。この場所は、私だけじゃなく彼にとっても嫌いやな思い出のある場所なんだ。

　──でも、どうして、わざわざそんな場所に来たのだろうか。

「……幼稚園の時、どうして僕が君にちょっかいをかけていたと思う？」

　駿河は誰もいない幼稚園をまっすぐに眺めながら、問いかけてきた。

「それは、私のことが気に食わなかったからでしょ？」

「……違ちがう、その逆だよ」

「……えっ？」

　駿河は身体からだの向きを変え、私と向き合う姿勢をとる。

　私の顔をまっすぐに見み据すえて、小声だけどはっきりと聞き取れる声でこう言った。

「僕の初はつ恋こいは、君だった。その後は女性が苦手になったから……好きになったのは君だけ」

　頭に強い衝しよう撃げきを受けたようなしびれた感覚が、体中を走り廻めぐっていく。

　彼の言葉を頭で理解するのは、相当な時間がかかりそうだ。

「ちょ、ちょっと言ってる意味がよく分からないなぁ」

「……その割には、顔が赤くなっているけど？」

　駿河に指し摘てきされて、ますます顔が赤くなっていく。

　頭では理解できなかったけど、心では十分理解していたみたい。

　……ただ初恋の相手って言われただけなのに、レオに告白された時の何倍も嬉しかった。

「す、好きだからっていじめすぎたんじゃない？　すごく辛つらかったし」

「……いじめていたつもりはなかったんだけど、ごめんね」

「そんな素直に謝られると、調子狂くるうし。……私も、変なトラウマを与あたえちゃってごめん。あ、でも、もうトラウマは克こく服ふくしなくていいんだっけ？」

「うん。……好きな女の子とだけ普ふ通つうに話せて、手を繫つないで、キスが出来ればいい」

　駿河は柔やわらかな笑えみを浮うかべながら、ごく自然に私の手を優やさしく握にぎった。

　久しぶりに感じる駿河の体温はとっても心地ここちよくて、触ふれているだけで心まであたたかくなる。

　それに、気持ちがふわふわして……まるで体が宙に浮いているみたいだ。

　でも、どうして今手を握ったのか、私の頭では全く理解が出来なかった。

　駿河はそれを察したかのように、その答えを語り始める。

「……君は自分のことをガサツだって言うけれど、子供の時から何も変わっていないと思う。純じゆん粋すいで、こうやって手を握るだけで顔を真っ赤にさせているでしょ」

「そ、それは、ふいに握られたからで……。って、どうして私の手を握ってんの？」

「……さっきも言ったように。僕が人生で好きになったのは、君だけだから」

　──僕が好きになったのは君だけ。

　──好きな人の手を握ることが出来ればそれでいい。

　彼は確かにそう言った。

　そして、今、彼の手は私の手を優しく包み込んでいる。

　これって……。つまり、そういうことで、いいの？

　全く頭がついていかないけど、やっぱり心は、この空気の流れを感じ取っている。

「……あ、ありがと」

　今の私はお礼を言うのでもういっぱいいっぱいだった。

「……君は？　いじめっ子の僕なんて、嫌きらい？」

　今日の駿河は、今までで一番積極的にいろいろ聞いてくる。

　なぜか余よ裕ゆうめいた笑顔を見せていて、今までのような怯おびえた様子はない。

　そして、この質問の答えは……自分の中でもよく分かっていなかった。

　幼稚園の頃は確かに嫌いだった。でも、それはもう何年も前の過去のこと。

　高校で再会して、確かに苦手意識を持った。

　出来るだけかかわりたくなかったのに、付き合っている振ふりをすることになった。

　普段は私に怯えているくせに、言うことが大だい胆たんなところに動どう揺ようしたり。

　周りを全然気にしていないことに、苛いら立だったりもしたけど。

　笑った顔が綺麗なところや、意外と頼たのもしいところ、実は優しいところがあるっていうことも知った。

　そんな駿河と、付き合っている振りをやめて、一いつ緒しよにいる時間が無くなった今。

　私の、今の素す直なおな気持ちは……。

「私は……自分の気持ちはよく分からないけど、ここ数日、寂さびしかった」

「……僕も」

「付き合っている振りをやめようって言ったのはそっちなのに？」

「……離はなれてみたほうが分かることもあるから」

「何それ。それってどういう……」

　──話している途と中ちゆうで、私はいつの間にか体中に温ぬくもりを感じていた。

　腕うでをぐいっと引き寄せられ、駿河に抱だきしめられていた。

　耳元で吐と息いきを感じる度たびに、体が熱くなっていく。

「……寂しいって思ってほしかった」

「な、何それ。私、あんたに振り回されてたってこと？」

「どうかな。…………ねぇ」

「何……？」

「──キスの練習、してみる？」

　艶つやっぽい声で耳元で囁ささやかれ、とうとう私の心はパンクしそうになった。

　初恋だと言われたり、人生で好きになったのは私だけと言われたり。

　手を握られ、抱きしめられ、その挙げ句キスをしよう、だなんて。

　目まぐるしい展開にもうついていけそうにない。

「……黙だまっていると、本当にするよ」

　少しずつ駿河の顔が近づいてきて、思わず私は瞳ひとみを閉じた。

　ほどなくして、唇くちびるに柔らかい感かん触しよくがした。

　ほんの一いつ瞬しゆんの出来事だったけど、その一瞬はとっても甘くて、身体中がしびれるみたいだった。

　ゆっくりと目を開けると、そこには少し頰ほおを赤らめた駿河の顔があった。

「……君の気持ちがはっきりとわかるまで、続けてもいいかな」

「続けるって……付き合っている振りのこと？」

「そう。いつか〝振り〟ではなくなる時まで。どうかな」

「……うん」

　私は、小さくうなずくことしか出来なかった。

　キスをされて、もう胸がいっぱいで、これ以上は無いっていうくらいに顔が熱いよ。

　本当は伝えたいことがあったはずなのに、今日はもう何も言えそうにないや。

「じゃあ、そろそろ行こうか」

　駿河は再び私の手をとって、元来た道へと引き返していく。

　なんでだろう。

　再会した時は、まるでチワワみたいに私に怯えていたのに。

　いつの間にか全くそんな様子はなくなって、むしろ私の前を歩き出している。

　自分では気が付かなかったけど、どうやら私は駿河に振り回されているみたいだ。

　……不思議なことに、駿河に手を繫がれたり、抱きしめられると何も出来なくなる。
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　みんなを引っ張るのが大好きで、意思表示がはっきりできて、怖こわい物なんて何もない、たとえるならライオンみたいな人間だと思っていたのに。

　今ではチワワに手を取ってもらわないと先に進むことも出来ない。




　──駿河は、私の気持ちがはっきりするまで、付き合っている振りを続けようなんて言ったけど。

　私の中で一つはっきりとした気持ちがある。

　私はこの手をずっと握っていたい。確かに、そう思っている。




　多分、私たちが付き合っている〝振り〟を止やめるのは……。

　そう、遠くないのかもしれない。







[image: ７　恋するレオ]




〝本当の私は、男っぽくてガサツで、レオくんが絶対好きにならないような女の子なんだ〟




　あの日、彼女から言われた言葉がずっと頭から離れない。

　莉緒ちゃんがキャラを作っていたことは特に何とも思わなかった。それよりも、表面的なものしか見ていない、薄うすっぺらい人間だと言われているようでショックだった。

　確かに俺は、莉緒ちゃんの見た目とおしとやかな雰ふん囲い気きが好きだった。入学式の日から気になっていて、仲良くなるために学級委員に推すい薦せんしたくらいだ。

　一ひと目め惚ぼれ、というには大げさかもしれないけれど。

　初めて目にした瞬間から、何か特別なものを感じたのは確かだった。

　彼女に彼氏が出来たって、この想おもいは変わらなかった。

　いつかは俺にもチャンスが来る、そうポジティブに考えていた。

　自分なりにこの恋こい心ごころを大切にしていたつもりだったけれど。

　俺は莉緒ちゃんにではなく、彼女が作り出したニセモノに恋をしていたということが分かって。

　じゃあ、いったい俺は誰だれに恋していたのかって考えると、よく分からなくなった。

　──行き場を無くしたこの気持ちは、真実を知った後もずっと、どこかさ迷い続けていた。




　ゴールデンウィークが明けて数日が過ぎた。

　爽さわやかな気候とは対照的に、教室内はどこか重たい雰囲気に包まれている。

　多分、五月病になっている人が多いんだろうな。

　みんな、もっと明るい顔しようよ。って言いたいところだけど、俺自身もいつもの調子が出なくて、なんだかユウウツだ。

　でも、このままじゃダメだよね。だって俺、学級委員だもん。

　俺がクラスの雰囲気を明るくしないで、誰がするんだ。

　まずは自分自身の気分を変えるために、昼休みになったら外に出てみようかな。

　太陽の光を浴びれば元気になれる気がするし。

　そう考えた俺は、昼休みが始まってすぐに、今のところ一番仲の良い友達に声をかけた。

「ねえ、駿河。今日は屋上でも行ってお昼食べようよ」

「ああ、いいよ」

　入学してから、俺は意識的に駿河に話しかけていた。自己紹しよう介かいの様子を見て、彼は人づきあいが苦手なタイプだと思ったからだ。

　最初は半分人助けのような気持ちで話しかけていたけど、今は友達として一いつ緒しよにいたいから声をかけている。

　そう思うようになったのはきっと、駿河が良いヤツだってことを知ったからだ。

　例えば、駿河は朝早く学校に来て、学校の花か壇だんに水をあげている。園芸部でもないのに。どうして水をあげてるのって聞いたら「枯かれそうだった」って言ってた。

　他ほかにも、体育の授業では自分から片付けを手伝ったり、下げ駄た箱ばこの掃そう除じをしている時もあったな。

　そういう地味でめんどくさいことを、さらりとやっちゃうところがスゴイ。

　俺はそういうことに気づけないタイプだし、気づいてもやらないと思うな。




「じゃあ、さっそくいこー」

　俺はコンビニで買っておいたパンとジュースを、駿河はカバンごと持って教室を後にした。

　いくつもの階段を上がると重い鉄の扉とびらが見えた。

　少し力を入れて扉を押すと、その先には開放的な空間が広がっていた。

「うわーいい天気！　雲一つないじゃん。しかも、俺たちの貸し切りみたいだし！　ラッキー」

「ベンチがあるから、座って食べよう」

　目の前に広がる青空にテンションマックスな俺と、特に態度を変えず、まっすぐにベンチに向かうアイツ。

　もっと伸のびをしり、新しん鮮せんな空気を思いっきり吸ったりすればいいのに。

　誘さそう奴やつを間ま違ちがえたのかもしれない。

　……俺にも彼女がいれば、男なんて誘わなくて済むのにな。

　俺たちはベンチに並んで座り、空を眺ながめながら昼ご飯を食べる。

　ちなみに、駿河の弁当はいつも色とりどりで、たくさんのおかずが入っていて美味おいしそうだ。

「お前のお母さん、毎日すごいよね。いろんなおかずを作ってさー。俺の親は共働きだから、そんな時間はないみたいで」

「弁当のこと？　今日は自分で作った」

「ええ？　これを自分で!?　すごすぎでしょ」

「……毎日ではないけど」

　駿河の口元は少し緩ゆるんでいた。お弁当を褒ほめられたのが嬉うれしかったみたいだ。

　それにしても、ホントに駿河のハイスペックさには驚おどろいちゃうよ。

　男から見てもカッコよくて、勉強も出来て、スポーツも出来る。料理まで出来て、その上入学してすぐに彼女が出来たとか。神様ひいきしすぎでしょ。

　そういえば、莉緒ちゃん曰いわく、駿河は彼女のありのままを知っていて付き合っているんだよね。……コイツは、彼女のどういうところを好きになったのだろう。

　ふと頭に浮うかんだ質問を、そのまま投げかけてみることにした。

「なあ、お前って、莉緒ちゃんのどういうところが好きなの？」

「……いきなり、何」

「いいじゃん、何でも。早く答えろって」

「そうだな。一つ挙げるとするなら、手を繫つないだりすると、すぐに赤くなるところかな」

　駿河はとくに照れることなく、さらりと答えた。

「へぇ、莉緒ちゃんって照れ屋なんだね」

「そう。お昼も一緒に食べようって誘ったことがあるけど、恥はずかしいって断られた。でも、ここなら誰もいないし大だい丈じよう夫ぶかも」

「ふーん。そりゃ良かった」

　あれ、今、無意識にそっけない言い方をしてしまったかもしれない。なんでだろう。

　のろけを聞いて、うらやましいって感じたのだろうか。

　俺って、人の幸せを素す直なおに喜べない、心が小さい人間なのかな。

　いや、そんなことはないはずだ。

　中学の時、友達に彼女が出来たときは心から喜んだし、恋れん愛あい相談もよく乗っていた。

　そんな俺が、駿河と莉緒ちゃんという友達カップルの幸せを心から喜べないはずはない。

　きっと、今は五月病だから、心が乗らないだけ。

　無理やり気分を変えたらきっと大丈夫。

　そう考えた俺は、大口でパンを食べきり一気にジュースを飲み干した。

　でも、ちょっと気になるな。莉緒ちゃんが顔を真っ赤にする様子。

　男おとこ勝まさりで元気いっぱいの彼女が、手を繫ぐくらいで照れちゃうなんて想像できない。

　……って、あれ。何で俺、こんなこと思うんだろ。

　いろんな気持ちが入り交じって、何とも言えないもやもやが心を覆おおう。

　この青空のように、いつか俺の心も晴れるかな、なんて。

　もくもくとご飯を食べている駿河の隣となりで、そんなことを考えていた。




　──それから数日後。

　授業が終わった後、俺と莉緒ちゃんは遠足の場所決めをするために教室に残っていた。……二人で約束したはずなのに、なぜか駿河もいる。

「ねえ、何でお前まで残ってんの。学級委員じゃないのに」

「……一クラスメイトの意見も必要かと思って」

　俺たちは、窓側の机を二つくっつけて、その上に資料を並べていた。俺と莉緒ちゃんは向かい合って座り、なぜか駿河は彼女の隣に座っている。

「大丈夫。後でちゃんとみんなの意見を聞くから。今日は時間かかるから、早く帰りなよ。ねえ、莉緒ちゃんもそう思うでしょ？」

「え？　あ、そうだねえ。いっぱい待たせたら悪いし、今日は別々に帰ろう」

「でも……」

　駿河は、なかなかその場から立ち去ろうとはしない。俺の方をじっと見つめて、何か言いたそうにしている。

　駿河の言いたいことは言葉にしなくても分かる。俺と莉緒ちゃんを二人きりにしたくないのだろう。そりゃそうだよね、逆の立場だって心配になるもん。

　分かるけど……やっぱりここは学級委員同士、莉緒ちゃんと二人で場所決めをしたい。

「心配しなくても大丈夫だって。二人きりになったって、変なことしないから。だから、早く帰りな」

「変なこと!?　っていうか、あんた、私とレオが二人きりになるのを心配してんの？」

「僕は、別に……」

　俺の発言に反応したのは莉緒ちゃんだった。駿河は彼女からの質問にまともに答えない。心配しているって素直に言えばいいのに。

「あれ、違うの？　どっちでもいいけどさ、あんたが心配することはなーんもないよ。レオは私みたいなガサツな女はタイプじゃないもん。そうだよね？」

「……うん。俺、彼女にするならヤマトナデシコって決めてるもん」

　莉緒ちゃんに同調するように言った言葉が、なぜかしっくりこない。

　今までそういう子が理想だって思っていたし、彼女にもそう話したくせに。なんでだろ。

「ほら、レオもそう言っているし。大丈夫だから」

「でも、大和やまと撫子なでしこなんてそういない気が……」

「今はそんなことは関係ないの。もう、友達を疑ったらダメじゃん。それに、あんたが待ってるって思うと話に集中できないんだよ。だから、今日は別々に帰ろう」

「……分かった」

　駿河は不満げな表情のまま、教室から出て行った。

　莉緒ちゃんにここまで言われたら帰らざるを得ないって感じだったな。




「……じゃあ、そろそろ場所の候補決めをしようか」

「そうだね。私、いろいろと調べて来たんだー。今から楽しみで仕方なくてさ」

　莉緒ちゃんは資料を見ながら、家で調べて来たことを説明した。

　屈くつ託たくなく笑う彼女を見ていると、まるで、今二人で遠足に来ているんじゃないかって気分になる。

　本当にイベントが好きで、楽しみにしているんだなぁ。

　……まるで、俺自身を見ているような気分だ。

　もしかしたら俺たち、名前以外に似ているところがあるのかも。

「潮しお干ひ狩がりもいいかなあって思っているんだけど、調べたら時季がずれているかもで……って、レオ、聞いてる？」

「あ、うん。ちゃんと聞いてるよ！　潮干狩りはちょっと微び妙みよう、ね」

　莉緒ちゃんの楽しそうな様子にほのぼのとしてしまい、説明をしっかり聞いていなかった。やばいと思った俺は、記き憶おくに残ったワードをメモに取ろうとする。

「あっ」

　よほど慌あわてていたのか、手元にあった消しゴムを床ゆかに落としてしまった。

　ある程度使って丸くなっていたそれは、ころころと彼女の方へ転がっていく。

「莉緒ちゃん、ゴメン。消しゴムとってくれない？」

「オッケー。ちょっと待ってね」

　彼女は座ったまま体を屈かがめて消しゴムを取り、姿勢を戻もどすとこちらに手を伸のばしてきた。

「はい、これ」

　俺に向かってまっすぐに伸びた手を見た瞬しゆん間かん、これはチャンスだって思った。

　俺も莉緒ちゃんの照れた顔が見てみたい。

　どうしてそう思うのかとか、友達の彼女なのにとか……普ふ段だんだったら悩なやむことも、この瞬間は頭に浮うかんで来なかった。




「ありがとう」

　お礼を言いながら、俺は片方の手で消しゴムを摑つかみ、もう片方の手で莉緒ちゃんの手を優やさしく包み込んだ。しかし、小心者の俺は彼女の顔を見ることが出来ず、二人の手元に目線を置いている。

　莉緒ちゃんの手はあったかくて、俺のより一回り小さかった。

　自分のことをガサツとかっていうけれど、ちゃんと女の子の手をしている。

　……って、俺ってば、手元ばっかり見てちゃダメだろ。

　ちゃんと、莉緒ちゃんの顔を見ないと。そのために、勇気をかき集めて行動を起こしたんでしょうが！

　ドキドキしながらゆっくりと目線を上げると、そこには、俺が想像してたよりも何倍も可愛かわいい彼女の顔があった。

　リンゴみたいに顔を真っ赤にして、驚おどろいているのか、瞳ひとみはゆらゆらと揺ゆれていて。

「あ、えっと、なんかゴメン……ってか、消しゴムありがと」

「う、うん……」

　俺は急いで彼女から手を離はなし、すぐにシャーペンを握にぎって文字を書き始めた。

　本当は、もっと莉緒ちゃんの顔を見つめていたかった。

　でもそれ以上に彼女に自分の顔を見られたくなくて、メモを取る振ふりをして隠かくした。

　──多分、今の俺は、莉緒ちゃん以上に赤くなっていると思うから。

　なんだよ、俺。乙女おとめか。これじゃまるで、少女マンガの主人公だよ。

　好きな子の手を握ったくらいで顔真っ赤にして慌てるなんて……。

　……好きな子？

　あれ、俺って、今も莉緒ちゃんのこと、好きなのかな。

　本当は男おとこ勝まさりな女の子だって知っていても。自分の理想のタイプじゃなかったとしても。

　迷子になっていた恋こい心ごころの行き先は、やっぱり変わらず、莉緒ちゃんなのかな。

　正直、自分でも自分の気持ちがうまく説明できないけれど。

　はっきりと分かっているのは、俺は彼女の手に触ふれただけで、こんなにもドキドキするってこと。

　恥はずかしがる彼女の顔が可愛くて仕方ないって思ったことだ。

　もしかしたら俺は、莉緒ちゃんの見た目と、おしとやかな雰ふん囲い気きだけに惹ひかれたわけじゃないのかもしれない。

　……そう思ったら、なぜか心が軽くなったような気がした。




　──この日、俺の恋心に関する悩みは少しだけ解決した。その一方で、遠足については全く集中できなくて、一いつ切さい話が進まなかったのは言うまでもない。
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「今日も駿河くんと一いつ緒しよに帰るの？」

　そう莉緒に話しかけると、彼女は少し照れくさそうに頷うなずいた。

「うん。付き合っている振りを続けることになったし、一応ね。美鈴も部活頑がん張ばってね」

「ありがと、じゃあまた明日あしたね」

　もうキスまでしちゃっているんだから、もはや〝振り〟ではないでしょう。……と言いたいところだけど、二人には二人のペースがあると思うから止やめておいた。

　駿河くんは莉緒のことが好きで、莉緒は自分の気持ちがよく分からないらしい。

　私からしてみれば、もう十分に彼を好きになっていると思うけどね。駿河くんのことで一いつ喜き一いち憂ゆうする姿を見たら誰だれだってそう思うだろう。

　莉緒も早く自分の気持ちに気づいて、正式に付き合っちゃえばいいのに。

　親友が恋をしている様子は初めて見るけど、なんだか微笑ほほえましくて、心から応おう援えんしたいと思える。

　でも、いつも素す直なおにそう思えるわけじゃない。

　時々、何の障しよう壁へきもなく恋れん愛あいが出来る二人を見ると、ため息をつきそうになる。当たり前のように一緒に帰る二人の姿が輝かがやいて見えて、目を背そむけたくなる日もある。

　──そう感じるのはきっと、私が、障壁のある難しい恋を選んでしまったからだ。




「吉木さん、学級日誌書けましたか？」

「……溝川先生」

　日直だった私は、ひとり教室に残って学級日誌を書いていた。

　まさか、溝川先生が教室に戻もどってくるなんて思わなくて。……二人きりで話す心の準備は全く整っていない。

　どうしよう、上手に話せるかな。身だしなみ、大だい丈じよう夫ぶかな。顔は赤くなっていないだろうか。些さ細さいなことが気になって、私はいつも先生とうまく話せない。

「あ、あの、今ちょうど書き終わったところです。先生は……忘れ物ですか？」

「はは、そんなおっちょこちょいではないよ。戸と締じまりはみんなに任せているんだけど、念のため最終チェックをしているんだ」

　知らなかった。いつも先生は事務連れん絡らくを終えるとすぐに教室を出るから、そのまま職員室に行っているのかと思っていた。

　良いことを知れた。教室に残っていれば、先生と二人きりになれるかもしれないんだ。

「そうなんですね。……あの、私も戸締まり手伝います」

「ありがとう。じゃあ吉木さんは、廊ろう下か側の窓を閉めてもらえる？」

「はい」

　私は廊下側の窓を閉め、先生はグラウンド側の窓の鍵かぎを閉めている。

　教室には先生と私しかいない。いつもはクラスメイトの声で賑にぎやかな場所になっているけれど、今は私たちだけの特別な空間だ。まるで違ちがう世界に来てしまった気分。

「テニス部にはもう慣れた？」

「はい、先せん輩ぱい方もとても優やさしいです。テニスはまだ、うまく出来ないですけど……」

「それは大丈夫だよ。僕や先輩たちが丁てい寧ねいに教えるから。でも、意外だったなぁ、てっきり吉木さんはバスケ部に入ると思っていたから」

「……新しいことを初めてみたいって思ったので」

　そんなのはウソだ。先生がテニス部の顧こ問もんじゃなかったら、私は迷わずバスケ部に入部していたもの。

　入部理由が〝先生と少しでも一緒にいたいから〟だなんて、口が裂さけても言えない。

「新しいことを始めるのは良いことですよ。頑張ってね。……じゃあ、戸締まりも終わったことだし、そろそろ行きましょう」

「はい……」

　当たり前だけど、先生は先生で、私はただの生徒で。

　どんなに話しかけたって、あなたは先生という立場で私にアドバイスをくれるだけ。

　その関係は、今に始まったことじゃない。

　中学一年の時、先生が家庭教師として家に来たときからずっとそうだった。

「──ああ、そういえば」

　突とつ然ぜん、先生は教室の入り口で足を止めて、私の方を向いた。

「ふと思ったんですけど、昔、喧けん嘩かをして悩なやんでいた友達って……安原さんかな？」

「はい、そうですけど……どうして分かったんですか？」

「なんとなく、かな。君たちが仲良くしている姿を見て、昔のことを思い出して」

　先生、あの話を覚えていてくれたんだ。それだけで涙なみだがこみ上げる程ほどに嬉うれしい。

　中学一年の時、私は莉緒と喧嘩をしたことがある。理由は覚えていないくらいに些細なことだったと思う。

　それなのにどんどんこじれて、いつも一緒にいたのに別行動をとる程ほどになってしまった。

　仲が良かった分、離れていると寂さびしくて。でも素直になれなくて、悩んでいる時に相談に乗ってくれたのが、先生だった。
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『──吉木さん、僕の説明、聞いているかな？』

『あ、えっと、ごめんなさい。聞いていませんでした……』

　どうしよう、いつも優しく勉強を教えてくれる先生でも、自分の説明を聞いてくれなかったら嫌いやだよね。さすがに怒おこられるかもしれない、と覚かく悟ごを決めた私に対して、先生がかけた言葉は意外なものだった。

『もしかして、学校で何かあった？　僕で良ければ相談に乗るよ』

『……怒らないんですか？　先生の話、まともに聞いていなかったのに』

『そりゃあ、聞いてもらえないのは悲しいけど。でも、僕は全すべてにおいて無む駄だなことはないって思っているよ。勉強に集中出来ないくらい君が悩んでいる時に、隣となりに僕がいるということは、きっと意味のあることなんだ』

　この先生の言葉は、私の心にまっすぐに突つき刺ささった。

〝全てにおいて無駄なことはない〟とはっきりと言い切る先生が、とてもカッコよく見えた。

　私は、ぽつぽつと、今悩んでいることについて話し始める。

『ずっと一緒にいたのに、今は他ほかの友達と一緒にいるようになっちゃって。それが寂しくて、出来れば元に戻りたいんです。……でも、そう言えなくて』

　自分の素直な気持ちを言葉にするのは初めてで、寂しい気持ちがこみ上げて泣けてくる。人前で泣くなんて、なんてカッコ悪いんだろう。

『はい、これ使って』

　先生は、ズボンから青色のハンカチを取り出して私にくれた。

　柔じゆう軟なん剤ざいの爽さわやかな香かおりを嗅かぐと、不思議と心が落ち着いていく。

『ありがとうございます。ちゃんと洗って返しますね』

『気にしないで、それあげるよ。それで、話に戻るけど……吉木さんにとってその友達は、本当に大切なんだね。その友達がどう思っているのか僕には分からないけど、大事なことは、吉木さんがどうしたいかだよ。仲直りしたいんだったら、今すぐにでも素直な気持ちを伝えたほうがいい。タイミングを逃のがすと、本当にこじれてしまうから』

　先生の言葉はすごく説得力があった。自分よりも年上だからか、家庭教師だからなのかは分からない。

　ただ、まだ子供の私でも、先生の言葉はとてもまっすぐで、信じられるって思ったんだ。

『先生……ありがとうございます。この後、すぐに電話してみます。自分の気持ち、ちゃんと伝えてみる』

『うん、頑がん張ばって。そうやって決意するのは勇気が必要だし、すごい事だと思う。偉えらいね、吉木さんは』

　先生はそう言いながら、私の頭を優しく撫なでた。

　なぜか嬉しそうに笑っていて。その笑え顔がおが、年上なのに可愛かわいく見えた。

　頭を撫でられるなんて、子供扱あつかいされているようで恥はずかしいけど……不思議と、嫌じゃなかった。むしろ、嬉しいと思った。

　先生に触ふれられているだけで、まるでお花畑にワープしたんじゃないかっていうくらいに幸せを感じた。

　……この時だった。私が先生を、一人の男性として意識するようになったのは。
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「私が今も莉緒と仲良く出来ているのは、先生のおかげです」

「いやいや、僕は何もしていないよ。勇気を出して仲直りしようと思った、吉木さんがすごいんだよ」

「そんなことないですけど、先生がそう言うなら……ちゃんと仲直りして、今も仲良く出来ていること、もっと褒ほめて欲しいな……」

　きょとんとする先生の顔を見て我に返った私は、慌あわてて先生から顔を逸そらした。これ以上ないっていうくらいに心臓の音がうるさい。

　どうしよう。あの時のことを思い出して、もう一度頭を撫でて欲しいっていう気持ちが先走って、口に出しちゃった。

　でも、ただ褒めてって言っただけだし。先生だって、まさか思わないよね？

　私があの時のように、頭を撫でて欲しがっているだなんて……。




「うん、本当に、君は偉かったよ」

　ふわっと、髪かみの毛から伝わってくる、先生の温ぬくもり。

　頭に手を置かれて、髪に触れられただけなのに、心がきゅっと締しめ付けられる。

　息が出来ないんじゃないかっていうくらいに苦しい。

　先生のことが好きっていう気持ちがこみ上げて、体中を走っていく。

　──先生は、ゆっくりと私の頭から手を離はなした。

　どう思っただろうか。高校生にもなって褒めて欲しいだなんて、子供みたいだなって思ったのかな。

　おそるおそる顔を上げて、先生と目を合わせてみると……そこには、先生の見たことのない表情があった。

「……先生？」

「いやあ、なんだか……昔と違ちがって、照れるね」

　きっと先生は、数年前と同じように、まるで親が子供を見るような目で私を見ているのだと思っていた。でも、実際は違っていた。

　先生はいつもにっこりと笑うのに、今は、微かすかに微笑ほほえんでいる程度で。

　目線はやや天てん井じようの方を向いていて、心なしか頰ほおが赤く染まって見える。

　ねえ、先生。どうして、照れているの？

　もしかして、少しは私が……大人になったから？

「さ、さあ、そろそろ行きましょう。吉木さんも、早く部活に行かないとね」

「は、はい！」
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　あの頃ころよりも身長が伸のびて、メイクをするようになって、髪型も変えた。

　自分を磨みがこうと頑張ってきたことが、少しだけ報むくわれたのだろうか。

　あの頃よりも、少しは、先生に女の人として見てもらえるようになったのかな。




　──答えはまだ分からないし、今は先生に聞く段階ではないのは分かっている。

　だから、いつか先生に最高の答えを聞くまで、ひたむきに努力していきたいと思う。

　年ねん齢れいの差や立場はそう簡単に変えられないけれど。

　でも、どんなことだって、無む駄だにはならないと信じている。

　それに、何よりも……私はこの恋こいを大切に守っていきたいんだ。
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　ゴールデンウィーク初日。

　俺は兄・岳たけ人とのところへ遊びに行くために新幹線に乗っていた。

　今年の四月から大学生になったタケは、実家から離れた場所で独り暮らしをしている。

　前々から「休みの日に一度遊びに来い」と言われていて、他ほかに予定もなかったためこの四連休に行くことにした。

　連休ということもあり新幹線はほぼ満席だったが、なんとか三人掛がけの窓側席を指定することが出来た。

　隣となりに女性が座るかもしれない、ということだけが気がかりだったが、隣もその隣も男性であり心底ほっとしている。

　──流れゆく景色をぼんやりと眺ながめていると、とめどなくあくびが出た。

　暇ひまつぶしにと購こう入にゆうした本をまだ一度も開けずにいるのは、きっとこの押し寄せる睡すい魔まのせいだろう。……そりゃ、眠ねむいに決まっているか。

　昨日のことが頭から離れなくて、夜は一睡も出来なかったのだから。

　身体からだ全体に感じた彼女の温もり。さらさらの髪から香かおるシャンプーのにおい。

　そして、柔やわらかい唇くちびるの感かん触しよく……。その一つ一つを思い出す度たびに胸の鼓こ動どうが速くなり、夜が更ふけても目は冴さえる一方だった。

　……寝ね不ぶ足そくの原因はそれだけではなく、どちらかと言えばもう一つの理由の方が大きい。

　帰宅後、独りになって自分の行動を振ふり返っているうちに、あれは行き過ぎた行動ではなかったのかと考え始めた。

　正式に付き合ってもいないのに抱だきしめてキスをするなんて、明らかに一線を越こえてしまっている。

　反省しているうちに、彼女に嫌きらわれたのではないかという不安が募つのっていき、夜も眠れなくなってしまった。

　想おもいを伝えるだけにすればよかったのに。

　頰を赤く染めて照れる彼女が可愛かわいくて、つい暴走してしまうなんて。

　突とつ然ぜんあんなことをした俺を、莉緒ちゃんはどう思っているのだろうか。

　……本当は、ゴールデンウィークはタケではなく彼女に会いたかった。

　実際に、昨日予定を聞こうと連れん絡らくを試みたが、文章を作っては消すという行動を何度も繰くり返して、結局送信することは出来なかった。

　メッセージを送っても返信が無かったり、嫌けん悪お感かんむき出しの返事が来たらどうすれば良いのだろう。そう考えると怖こわくて、何て書いたら良いのかすら分からなくなった。

　莉緒ちゃんは、ゴールデンウィークは何をして過ごしているのだろうか。

　……しまった、つい莉緒ちゃんと呼んでしまっている。

　幼よう稚ち園えんの頃の呼び方が未いまだに抜ぬけていないようだ。

　橋本と同じ呼び方であるのが嫌いやで、俺は彼女を莉緒って呼ぶことに決めたのに。

　まぁ、本人の前で直接口にしたことはないのだけれど。




　──うとうととしているうちに時間は過ぎていき、気が付くと新幹線は目的地に到とう着ちやくしようとしていた。結局、本を読むことも、莉緒に連絡をすることも出来なかった。

　新幹線を降り、階段を下りて改札口を出ると、そこには久しぶりに見る兄の姿があった。

　髪かみの色がだいぶ明るくなっており、あれがタケだと認にん識しきするまでには少し時間がかかった。

「あーやと！　元気にしてたか？　お兄ちゃんと会えなくて寂さびしかっただろー」

「タケが時間通りに来ているなんて、珍めずらしいこともあるんだな」

「タケじゃなくて〝お兄ちゃん〟って呼べっていつも言っているでしょ」

　幼いころから俺は兄のことをタケと呼んでいる。

　呼び方に特にこだわりはないけれど、今さら〝お兄ちゃん〟と呼ぶのは抵てい抗こうがあって、注意されてもずっと変えないでいる。

「それにしてもすごい荷物だね。母さんがいろいろ持たせたとか？」

「……正解。タケにあれもこれも持っていけってうるさくて。これでも減らしたほう」

　自分の着き替がえだけなら旅りよ行こう鞄かばん一つで事足りるのに、母さんのせいで鞄を二つ持っていくことになった。大荷物で移動するのは恥はずかしかったし、邪じや魔まになるし、散々だった。

「あはは！　その光景目に浮うかぶわー。なんか悪かったな。お詫わびにお兄ちゃんが持ってやるよ」

「じゃあ、一つ持って」

「何これ、思ったよりオモっ。今日は車で来て正解だったわ」

　レトルト食品などが詰つまった鞄はずっしりと重く、タケは持った時に驚おどろいていた。

　駐ちゆう車しや場じように向かっている途と中ちゆう、気になっていたことを兄に尋たずねる。

「ゴールデンウィークはどうして帰らなかったの。父さんと母さん、寂しがっていたよ」

「帰っても良かったんだけどねー。たまには綾人も親から離はなれてのびのびしたいかなって思ってさー。だからお前をこっちに呼んだわけよ」

「そんなことを考えていたなんて……知らなかった」

　兄の横顔がうんと大人びて見えるのは気のせいだろうか。

「そりゃあ、考えるよ。だって、昔から見てきたんだよ？　お前が母さんに振り回される様子を。ホント可哀かわい想そうで、笑っちゃうよ」

「……可哀想って思うなら、笑うなよ」

　からかうように笑うタケを見て、大人びて見えたのは目の錯さつ覚かくだったと知る。

　タケは昔からそうだった。俺が母さんに振り回されたり、女の子に怯おびえているところを見ると、いつもおかしそうに笑っていた。

　でも、馬ば鹿かにすることは一度も無かったし、困っている時は必ず助けてくれた。

　タケなりに心配はしてくれているようだが、笑われているせいで素す直なおに感謝は出来ない。




「待たせてゴメンねー、俺の愛車ちゃん」

　タケは、駐車場に停とめてあった白のセダンを見た途と端たん、顔を緩ゆるめていた。

　車に話しかける兄の姿は痛々しく、思わず白い目で見てしまう。

「ようやく車を買えて嬉うれしい気持ちは分かるけど、それはないだろ」

「えー、何でよ。車は恋こい人びとと同じように大切に扱あつかわないといけないんだよ？」

「……そう」

　タケは子供の頃ころから車が好きで、お年玉は「車を買うためにとっとく」と言って使おうとしなかった。高校の時はアルバイトでお金を貯ため、この春には親からの援えん助じよもあって自分の車を持つことが出来た。

　そんな兄の姿は尊敬出来たし、夢が叶かなって浮かれる気持ちも分かる。

　それでもやはり、車に話しかけるのはやりすぎだと思うが、それを口にするのは止やめて静かに助手席に乗った。




　タケは、交通量が多く何車線もある道を悠ゆう々ゆうと走っていく。

　カーナビを見ずに運転しているのは、新しい生活に慣れた証しよう拠こだろう。

「高校生活はどう？　女の子と話せるようになったか？」

「……一人だけなら」

「それってー、もしかして、家に何度か遊びに来ている子のこと？」

「え？　何でそんなこと……」

　不意打ちに莉緒の話をされて焦あせったが、すぐに母さんがタケに話していたのだと察した。

　駿河家にはプライバシーというものが無いのだろうか。

「母さん、嬉しそうに話してたよー？　私の苦労が少しは実ったのかしらってさ」

「苦労って、俺に無理やりお菓か子し作りを覚えさせたこととか？」

　俺がまだ小学生の頃、母さんは俺のトラウマを克こく服ふくさせることに必死になっていた。

　例えば、女の子と共通の話題を持つためにと、興味のないお菓子作りや可愛いキャラグッズ集めを強しいられたりしたが、特に効果は無かった。

「そうそう。あれはただ綾人の女子力が上がっただけだったよね。男なのに女子力高いとか、ホント笑っちゃう。……ちなみに、俺が昔のことで強きよう烈れつに覚えているのは〝ラブレター事件〟だなあ」

「あれは……一番思い出したくない」

　母さんは俺に〝女の子に手紙をもらったら、いつもの十倍愛あい想そよく返事をするように〟と教えていた。俺は素直にその教えを守っていたのだが……それが間ま違ちがいだった。

「返事をもらった女の子はフレンドリーな手紙を見て、綾人が自分を好きなんじゃないかって勘かん違ちがいしてさ。そういう子が何十人もいて、しまいにはみんなで喧けん嘩かをし始めて、軽く修しゆ羅ら場ばになってたよなぁ」

「……そのことがあってからは、誰だれにも返事をしないことにした」

　そして、母さんが教えることは全すべて鵜う吞のみにしてはいけないということも学んだ。

　今でも莉緒にメッセージを送るときはついクセでテンションを上げてしまうけど。

「母さんは空回りすることが多かったけど、料理やお菓子作りが出来るようになったのは感謝かな。まぁ、そのせいで家ではいいように使われているけど……」

「確かに、お前は器用で何でも出来るし、一家に一人いたら便利だけどね」

「……人を家電みたいに言うな」

「褒ほめてんだよー？　俺も今の家に居てほしいもん。お兄ちゃん料理出来ないからさ」

　確かに兄がキッチンに立った姿は見たことがない。母さんもそれを心配して、俺にレトルト食品を持たせたのだろうか。

「今、ご飯はどうしているの」

「あぁ、大学の女友達が作ってくれるから困ってないよ」

「うわ……」

　タケの発言に引いてしまって何も言葉が出てこなかった。

　兄は女の子が大好きで、男よりも女友達が多いタイプだ。昔から女子に人気があって、中学や高校ではファンクラブもあったらしい。

　タケは特定の彼女を作るよりも、いろんな女友達と遊んだ方が楽しいという考えで、俺にはあまり理解出来ない。

「あからさまに引かないでよ。世話焼きな女友達が多いってだけなんだから。あ、そろそろ着くよー」

　兄はそう話しながら、あるマンションの駐車場に車を停めた。




　──タケが独り暮らしをしているマンションは、意外と綺き麗れいな外観で、オートロックなどの設備も整っていた。

　タケの部屋は五階にあり、中に入るとカラフルな布地のソファや間接照明などのインテリア、観葉植物などが目に飛び込んできた。

「どう？　俺の部屋。オシャレだろー。今エスニック風に凝こっていてさ」

「……すごく金がかかってそう」

「それが、そうでもないんだよ。全部アウトレットで揃そろえたの。買い物上手でしょー？　あ、綾人はコーヒーでいいよね。淹いれるからちょっと待ってて」

　タケがコーヒーを淹れている間、俺は壁かべに飾かざられている写真を見ながら待つことにした。

　高校の卒業式や大学の友人と出かけた先で撮とったものの中に、一枚だけ俺の写真が交ざっている。

「なんでこんな写真を飾っているんだよ」

「可愛かわいい弟の写真を飾るのに、理由なんている？」

　その写真は俺の中学校の卒業式で撮られたもので、青白い顔でカメラから目を逸そらす俺と、その隣となりで満面の笑えみでＶサインをしているタケが写っていた。

「絶対、面おも白しろがって飾っているだろ」

「そんなことないよ。疑うなんてヒドイやつだな。……でも、この日はお前も大変だったよね。駆かけつけて正解だったよ」

　タケの言う通り、もしあの時兄が助けてくれなかったらどうなっていただろう。

　そう考えただけでぞっとするくらい、この日は俺にとって恐きよう怖ふの一日だった。
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『駿河とはもう気軽に会えなくなるんだな。でも、これからも連れん絡らく取り合おうぜ』

『ありがとう。これからもよろしくな』

　卒業式の後、俺は教室で友達との別れを惜おしんでいた。

　もう何度転校して、何度こうやって友達とさよならを言い合っただろうか。

　これからもよろしくとは言うけれど、もう皆とは二度と会えないかもしれない。

　住む場所が変わるっていうのはそういうことなんだ。

　だからこそ、せめて今日は少しでも長く友達と話していたいと願う。

　──しかし、その願いは、同じクラスの女子たちによって阻はばまれた。

『駿河、女子がお前に話しかけようとしているぞ。早く帰った方がいいよ』

『……分かった。すぐ帰ることにする。また連絡するから』

　中学の友達は、俺が女の子が苦手ということを知っていて、よく助けてくれた。

　この三年間無事に学校に通えたのは彼らのおかげだと思う。

　俺は男友達に別れを告げるとすぐに教室を出て、急ぎ足で下げ駄た箱ばこに向かった。

　本当はもっと話していたかったが、背に腹は替かえられない。

　クラスの女子が俺に何の用かは知らないけれど、話しかけられる前に早く家に戻もどらねば。

　はやる気持ちを抑おさえて上うわ履ばきから靴くつに履き替え、昇しよう降こう口から出ようと一歩踏ふみ出したその時──俺を囲むように、一いつ斉せいに女子が現れた。

　怖こわすぎて確かく認にん出来ないけど、ざっと三十人はいると思う。

『駿河くん、手紙読んでください！』

『先せん輩ぱい、良かったらこれ、もらってくれませんか』

『第二ボタン下さい！』

　この他ほかにも『写真撮って』や『連絡先教えて』という声が四方八方から聞こえてきた。

　気が付くと背後も囲まれていて、恐おそらく追いかけてきたクラスの人たちだと思う。

　何だこれは。俺は悪夢でも見ているのだろうか。

　何も悪い事をしていないのに、なぜ恐怖の対象に三百六十度囲まれないといけないんだ。

　聖しよう徳とく太たい子しでもあるまいし、一度に話しかけられても分かるわけがない。

　汗あせをかく季節でもないのに、顔や手は嫌いやな汗で湿しめっていく。頭がクラクラして、身体中の力が抜ぬけそうになった。

　このままでは、倒たおれてしまうかもしれない。

　……そう思った時、やや遠くの方で、馴な染じみのある吞のん気きな声が聞こえてきた。

『ちょっとごめんねぇー。そこ通してくれるかなぁ』

　女の子の群れをかき分けて俺のもとまでやってきたのは、家で受験勉強をしているはずの兄だった。タケはなぜか旅りよ行こう鞄かばんを手に持っている。

『みんな、ごめんねー。うちの弟ってばシャイなもんで。可愛い女の子を目の前にすると、固まっちゃうんだよ。そうだよな？　綾人』

『…………うん』

　タケは俺より少し背が高く、俺の体を支えるようにがっしりと肩かたを組んできた。

　兄が俺の隣に並んだ瞬しゆん間かん、女子達がより騒さわがしくなったのは気のせいだろうか。

『こんな弟のために、手紙やプレゼントを持ってきてくれて本当にありがとね。持ちきれないから、この鞄の中に入れてくれるかなぁ？』

　兄がそう提案すると、女子は次々にプレゼント類を鞄に入れていった。

　この後も、兄は俺に代わっててきぱきと女子への対応をしてくれた。

　連絡先を知りたいという子にはメモ帳を渡わたして『これに連絡先を書いておいて』と言い、学ランの第二ボタンを欲しいという子には『他にも欲しい子がたくさんいるから、誰だれか一人にあげると不平等になる』と断ってくれた。

　中にはタケの連絡先を聞いている人もいて、タケが『じゃあみんなでふるふるしちゃおう』と言うと、女子達は一斉にスマホを左右に振ふっていた。

　俺やタケとツーショットで写真を撮りたいという子には『じゃあ俺たち二人の写真を撮ってよ』と言い、その瞬間から撮さつ影えい大会が始まった。

『せっかくだから、俺のスマホでも撮ってもらおうかな』

　タケはそう言うと、近くにいた女の子にスマホを渡し、レンズに向かってにかっと笑いＶサインをした。

　俺はその隣で、早くシャッター音が鳴りやみますようにとただただ祈いのっていた。
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「そういえば、俺が持っていった鞄ってこれだったよね。あの時もらった手紙やプレゼントの数々はどうしたの？」

　タケはコーヒーを木製のカップに注ぐとテーブルまで運んだ。

　ソファに座ってコーヒーを一口飲むと、程ほどよい苦みが口の中に広がっていく。

　料理は作れないけど、コーヒーだけは淹れるのがうまいんだよな。

「ありがと。プレゼントは全部クローゼットにしまった。メモ帳は見てもいない」

「お前はホントに……人生の半分損してるわ。俺なんて、ちゃんと全員と連絡とったよ」

　誇ほこらしげに話しているが、そんなに自じ慢まんするようなことなのだろうか。

　俺は好きな人とだけ連絡が出来たらそれでいいけどな。

「そんなことより……ずっと聞きそびれていたけど、あの時はなんで中学校に来たの？」

「もちろん、ああなるだろうって分かってたからだよ。俺の卒業式も大変だったからねぇ」

　俺は改めて兄の偉い大だいさを知った。当時は受験勉強が大変で、弟のことまで考える余よ裕ゆうはなかったはずなのに。

　思えば、どんな時も俺のことを気き遣づかってくれたような気がするな。

「そうか……本当に助かったよ」

　素す直なおに感謝の気持ちを伝えると、なぜかタケはにやっと笑っていた。

　なんだろう、この笑い方……嫌な予感がする。

「じゃあ、そのお礼ってことで、莉緒ちゃんのこと詳くわしく教えてよ」

「……な、なんでその名前を」

　不意打ちに莉緒の名前を言われたせいで、顔が熱を帯びていく。

　まさか、彼女の名前まで知られているとは思わなかった。

「家族にそういう話はしたくない」

　そうはっきりと断ると、タケは不満そうにこちらを見ていた。

「えー、家族だからこそ気になるよ。あのお前が、どんな女の子とどうやって仲良くなったのか」

「……恥はずかしいから」

　それに〝彼女を脅おどして付き合っている振りを始めた〟だなんて後ろめたいこと、言えるわけがない。了りよう承しようを得ていないのにキスまでしてしまったことは尚なお更さらだ。

　……もしかして、莉緒に対してとんでもないことばかりしている？

「最終手段は出したくなかったんだけどなー」

　タケは脈みやく絡らくなくそう言うと、なぜかスマホを操作し始めた。スワイプをして、何かを探しているように見える。

「タケ、急に何して──」

「──お前が何も話してくれなくてつまらないから、女の子でも呼ぼうかと思ってね」

　これは俺にとって、まぎれもなく脅きよう迫はくだった。でも、きっとタケは本気じゃないと思う。

　今までだって、俺に気を遣つかって家に女の子を呼ばないようにしていたし。

「綾人さ、〝タケは本気じゃないし、急に呼んでも来るわけない〟って思ってるだろ」

「べ、別にそんなことは……」

「噓うそつけ、顔にそう書いてあるぞ。でも、残念ながら外れー。本気だし、俺が声かけたら女の子の十人や二十人、集まっちゃうもんねー。さてと、誰にしようかな。美み咲さきちゃんと、優ゆう子こちゃんと……」

　タケは鼻歌を歌いながらスマホをいじっていた。その指の動きからして、何やら文字を入力しているようだ。

　噓だろ……。本気でここに女の子を呼ぶつもりなのか？

　しかも、十人や二十人は集まるって。こんな狭せまい空間にそれだけの女子が集まったらと考えただけで……気絶してしまいそうだ。

「……それだけは、勘かん弁べんしてください」

「えー、もうメッセ作ったのに。仕方ないな。〝お兄ちゃん、なんでも話しますので許してください〟って言えば止やめてあげる」

「……おにいちゃんなんでもはなしますのでゆるしてください」

「うわ、棒読み！　まぁ、いいや。有言実行ということで、ちゃんとお兄ちゃんに全部話してね？　綾人くん」

　タケは勝ち誇った顔で、俺の肩をばしばし叩たたいてくる。……少し痛いから止めてほしい。

　弟の弱みにつけこむなんて、なんて兄貴なのだろう。逆らえないのがまた悔くやしいが、もう腹をくくるしかない。

　──仕方なく俺は重い口を開けて、タケにこれまでのことを語り始めた。




「……ということがあって、現在に至る」

　なんとなく気まずくて、話している間はずっと俯うつむいていた。

　話し終わった後にタケの方を見ると、兄は目を丸くしていて、口は半開きの状態だった。

　何も言葉が出てこないようだけど、そこまで驚おどろくようなことだったかな。

「……我が弟ながら、なにしでかしちゃってんだよ！　ちょっと、落ち着きたいからコーヒーもう一杯ぱい淹いれてくる」

　話を聞いた後の第一声がこれだった。

　コーヒーを淹れてソファに戻もどると、今度は堰せきを切ったように次々と言葉が出てくる。

「静かな人ほど怒おこると怖こわいってよく言うけど、お前はまさにそんな感じだわ。今までずっと女の子に怯おびえていたのに大だい胆たんなことばっかして……ビックリするわ！　っていうか、普ふ通つうに疑問なんだけど、なんで付き合っている振りをしようなんて言ったの」

「……自分でもよく分からないけど、他ほかの男にとられたくなかったからだと思う」

「それって、再会した時からもう好きだったってこと？」

　兄は質問をどんどんぶつけてくる。答えたくはないけれど、何でも話すと言ってしまった手前、拒きよ否ひすることは出来ない。

「最初は……初はつ恋こいの人だから気になっていただけなのかもしれない。でも、一いつ緒しよに過ごすうちにいろんな面を知って……好きだなって思った」

　例えば、そのままでも十分可愛かわいいのに自分を変えようと努力しているところや、どんなことも真ま面じ目めに考えるところ。

　あと、すぐ顔を真っ赤にして照れるところを見ているうちに……好きになっていった。

「なるほどね。まぁ、付き合っている振ふりっていうのはズルいやり方かもしれないけど、俺はアリだと思うよ。手段なんて選んでらんない時はあるし。思わずキスしちゃったのも仕方ない、男だもん。でも一つ、決定的にダメなところがあるね」

「え？」

「キスした後、一度も連絡してないことだよ。女の子は不安になるよー？　〝どうしてキスまでしたのに、何の連絡もないの？　私のことは遊びだったのね〟って」

　タケは声こわ色いろと口調を変えて、女の子の気持ちを代弁するかのように話した。

　おちゃらけているのかと思ったけど、兄の顔は至って真しん剣けんである。

「……でも、ちゃんと好きだって伝えてあるよ」

「そんなの気持ちが無くたって言えるし、好きって言われたって不安になるもんだよ」

「そういう、ものなのか……」

　タケの女の子に関する発言には説得力があった。さすが、いろんな女の子と遊んでいるだけのことはあるな。

　……別に、一目置いたりはしないが。

　でも、タケの言うことがほぼ全すべての女の子に当てはまるとしたら……俺は今、莉緒を不安にさせているのだろうか。

「ゴールデンウィークもさ、お兄ちゃんのところに遊びに来てないで莉緒ちゃんとデートに行くべきだったよ」

「俺だってそうしたかったよ」

「すかさずそう返されるとグサッとくるわ……。まぁ、いろいろ考えちゃうのも分かるけどさ、この連休中にはちゃんと連絡しときなよ」

「分かった。……アドバイスありがとう」

　タケに莉緒の話をするのは乗り気ではなかったけど、結果として良かったと思う。

　俺の行動はズルくてもアリだと言ってくれてほっとしたし、アドバイスをもらえたから。

　兄はいつもひょうひょうとしていて、軽い話し方をしているため不真面目だと思われがちだ。でも、本当は根は真面目で、優やさしい性格である。

　相談をするといつも真剣に聞いてくれて、的確なアドバイスをくれる。

　幼いころは親や友達のことで悩なやんだりすると、タケに聞いてもらっていた。

　女子のことでからかわれたことも多いが、それ以上に助けてもらった回数の方が多い気がする。面めん倒どうだなって思うこともあるけど、俺はタケが兄で良かったと思っている。

　……絶対に本人には言わないけど。

　タケの言う通り、怖がっていないで、早く莉緒に連絡をとらなくては。

　彼女を不安にさせるのは、自分が傷つくことよりもずっと嫌いやだから。

　──そう決めたものの、タケと一緒にいると、メッセージ内容を考える時間がなかなか取れなかった。

　タケのやつ、家にいるとずっと話しかけてくるし、ゲームに付き合えってうるさいし。

　ゲームに飽あきたらすぐ外出しようとする。本当に子供の時から成長していない。

　でも、よく考えれば……一緒に暮らしていた時からこうだったけど、一人の時間が持てないほどではなかったな。

　メッセを考える時間なんて、タケが風ふ呂ろに入っている間にでもとれる。

　そうしていないのは、まだ気持ちの踏ふん切りがついていなかったからかもしれない。

　行動に移せないのを他人のせいにするなんて、俺もまだまだだな。




　そう思い直して、莉緒と向き合う決心がついたのは連休三日目の朝だった。

　タケがまだ寝ねている間に、メッセージ内容を考えて送信した。

　文面を考えるのはやはり苦戦したけれど、前のように途と中ちゆうで投げ出すことはなかった。

　今日は絶対に莉緒に連絡をしよう、そう決意していたからだ。




　──彼女は、俺のメッセージを待ってくれていたのだろうか。

　俺はずっと君に連れん絡らくしたかったよ。早く君の顔が見たい。

　もし、彼女からいつも通りのメッセージが返ってきたらこの想おもいを伝えたい。

　不思議だな。覚かく悟ごを決めてメッセージを送ったら、自然と心に余よ裕ゆうが出来た気がする。

　返事を見るのが怖いという気持ちももちろんあるけれど、それ以上に今は彼女と話がしたい。早く逢あいたい。そんな想いの方が遥はるかに勝まさっていた。
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　ゴールデンウィークも残すはあと一日となった。

　今日も特に出かける予定はなく、朝からずっとリビングでごろごろしている。

　片手にスマホを持ち、ラグの上に寝そべりながらワイドショーを流し見する。

　お母さんは私を送り出した後、いつもこんな感じに過ごしているのかなぁ。

「もう、莉緒ってば。そんな所でごろごろしていると掃そう除じ機きで吸っちゃうよ」

「掃除はもう少し後でいいじゃん。今ちょうど面おも白しろいコーナーやってるし」

　ただ起き上がるのが面倒なだけなんだけど、本音を言うと怒られるので言わなかった。

「テレビなんて見ていないくせに。ここんとこスマホばっかり気にしているじゃない。いったい誰だれの連絡を待っているんだか」

「は、はぁ？　何言ってんの。気のせいでしょ」

　慌あわてて体を起こし、スマホをお母さんの見えない所に隠かくした。

「そんなに焦あせっちゃって。莉緒って本当に分かりやすい子だね」

「だ、だから違ちがうって。……そういえばまだ宿題やってなかったから、部屋に戻るね」

　すべてを見み透すかしたように笑うお母さんと一緒にいるのは気まずくて、そそくさとリビングから出て自分の部屋に行った。




　部屋に入り、勉強机を通り過ぎてベッドに横たわる。

　お知らせランプが光らないスマホを見ると、なぜかため息がこぼれた。

　……別に、アイツからの連絡なんて待ってない。ただ、もう少し付き合っている振りを続けようってことになったのに、以前のように連絡が来なくて不思議に思っているだけ。

　もしかして、私からのメッセを待っているのかな。

　いや、そんなことはないよね、今まで一度もこっちから送ったことないし。

　それとも、駿河は別に私と連絡をとりたいって思っていないのかな。

　私のことが好きだって、告白までしてきたのに……？

　──連休中も、私はずっと駿河のことを考えていた。

　あの日からなんだか胸がいっぱいで、ずっとドキドキして、なんにも手につかない。

　中学の友達に遊びに誘さそわれても乗り気になれず断ったし、スマホのアプリゲームはここんとこずっと放置している。

　それもこれも、駿河がキスなんてしてくるからだ。

　ファーストキスだったし、いきなりされたら動どう揺ようするに決まっている。

　こんな気持ちにさせといて、連絡一つよこさないなんて……なんだか振ふり回されている気がしてムカついてきた。

　何て伝えたらいいのか分からないけど、駿河に直接このムカムカをぶつけてやりたい。

　そう思って、衝しよう動どう的てきに駿河とのトークページを開くと、ちょうどそのタイミングで新しいメッセージが更こう新しんされた。

『おはよう、連休は何をして過ごしていた？　俺は、独り暮らししている兄のところに遊びに来ていて、明日あした帰る予定だよ』

　久しぶりに届いた彼からのメッセージは、なんていうか、すごく普ふ通つうだった。

　普通すぎてアイツらしくない。いつものハイテンションキャラはどこに行ったの？

　なんか調子狂くるうけど、とりあえず返信しなくちゃ。でも、何て書いたらいいんだろ。

　質問に返事をするだけだと冷たい気もするし、絵文字もつけたほうがいいのかな。

　……って、なんで駿河にメッセ送るのにこんなに悩んでいるんだろう。

『やっほー☆　ずっと家にいたよ。お兄ちゃんがいたなんて知らなかった』

　悩んだ結果、いつもより明るい感じで返信してみると、またすぐに返事が来た。

　そして、その内容を見た瞬しゆん間かん、頭が沸ふつ騰とうして湯気が出ちゃうんじゃないかって思った。

『何も予定が無かったのならデートに誘えば良かった。本当はずっと連絡したかった。でも、緊きん張ちようしてうまく送れなくて。今はただ、早く君に逢いたいって思っている』

　もう、何なの。いつもはへんてこな文章のくせに、こんなに普通に、ストレートに気持ちを伝えてくるなんて……心臓が破は裂れつするかもって思うくらいドキドキするじゃん。

　連絡したかった、逢いたかったって思ってくれていたんだ。嬉うれしいな……。

　って、なんで嬉しいって思ってんだろ。私も駿河に逢いたかったのかな？

　自分の気持ちがはっきりと分からなくて、とりあえず『ありがとう』と返事をした。

　その後は何でもないやりとりになり、駿河のメッセはまた前のように戻もどった。

『とうとう明日から学校だね☆　くれぐれも寝ね坊ぼうしないように（笑）　とかいって俺が寝坊したりして（爆）　そうそう、明日からはまた一いつ緒しよに帰ろうね♪　約束だよー』

　連休最終日にそう連絡をもらうと、学校に行くのがちょっとだけ楽しみになった。




　──そして、連休は終わりいつもの日常が戻ってきた。

　初日の授業はいつも以上に頭に入らなくて、いけないと思いつつもほとんど寝てしまった。このままじゃ高校でも〈眠ねむれる獅し子し〉って言われちゃうな。

　放課後になり帰る支し度たくをしていると、レオが私の席に近づいてきた。

「莉緒ちゃん、今日は駿河と一緒に帰るの？」

「うん、その予定だよ」

　そう返すと、レオは私の耳元で「仲直り出来て良かったね」と囁ささやいた。

　周りに聞こえないように気き遣づかってくれたんだろうけど、顔の距きよ離りが近くてビックリする。

「し、心配してくれてありがとね。……ところで、何か用事だった？」

「そうだ、大事な話をしに来たんだった」

「──大事な話って、なに」

　いつの間にかレオの隣となりには駿河がいて、なぜか怖こわい目でレオを見ている。

「そんなに睨にらまなくてもいいじゃん。俺はただ、もうそろそろ遠足の場所決めをしないとって言おうとしたんだよ」

「そう。それはまた別の日にして。今日はもう帰るから。……というわけで、行こう」

　駿河は私の目を見てそう言うと、すたすたと先に歩き始めた。

　私は慌ててカバンを持って、駿河の後を追いかける。

「レオ、今週中にでも決めようね。じゃあ、また明日」

「……うん、またね」

　レオはきょとんとしていたけど、笑って手を振ってくれた。

　……彼が驚おどろくのも分かる。今の駿河、ちょっと変だったよね。久しぶりの学校に疲つかれてイライラしてんのかな。




　──校門を出て、駅までの道のりを歩く。

　これまでは周りの目が気になって、距離を近づけようとか、話さないのはマズいとか考えていたけれど、今日は全く気にならなかった。

　気にならないんじゃなくて、気にする余よ裕ゆうがないっていう表現が正しいな。

　隣に駿河がいると思うと、それだけで緊張して……。彼の方を向くことも出来ない。

　どんな話を振ったらいいかもわかんないけど、こっちから話しかけなきゃずっと沈ちん黙もくのままだよね。それは嫌いやだし、何か話題を見つけないと。

「そういえば、連休中にもらったメッセ、いつもと違ってたね。ビックリしたよ」

「……驚くほど、変だった？」

「いや、変なのはいつもで、あの時だけ普通だった。いつもあんな風に打てばいいのに」

「ついクセでテンション高めに書いてしまうんだけど……あの時は相当、余裕がなかったのかもしれない」

　まず思いついた話題は、連休中のメッセについてだった。〝クセでテンション高く〟って、どうすればそんなクセがついちゃうのかな。謎なぞすぎる……。

　でも、どうして余裕が無かったんだろ。

　確かにメッセにも〝緊張してうまく送れなくて〟って書いてあったな。

　もしかして、駿河もあのキスのこと、いろいろ考えちゃってるのかな？

　……あ、そういえばあの日、単語帳のお礼を言おうとして出来なかったんだった。

　また忘れたら嫌だし、覚えているうちに早く話しておかないと。

「話変わるけどさ、連休前に英語の小テストが返ってきたじゃん？　私、三十五点だったんだ。あんたが作ってくれた単語帳のおかげだよ、ありがとね」

　そうお礼を言えば、駿河は前みたいに喜んでくれると思っていた。

　けど、実際は違っていて。彼の反応は、想像とは大きくかけ離はなれたものだった。

「…………僕の名前は〈あんた〉じゃない」

「へっ？」

「ちゃんと名前がある……」

　まさかそんな返しが来るとは思っていなくて、思わず駿河の方をじっと見てしまった。

　駿河は、なぜかミケンにシワを寄せてむすっとしている。何か怒おこってる……？

　私が駿河のことを〈あんた〉呼ばわりしたから？

　でも、いつもそう呼んでいるんだけどなぁ。

「そ、そうだよね。ゴメンね、駿河」

　なんで急に怒ったのか分からないけど、私はちゃんと名前を呼んで謝ることにした。

　でも、駿河の顔は相変わらずぶすっとしている。まぁいつも無ぶ愛あい想そうなんだけど。

「そうじゃない。僕が言いたいのは……下の名前で呼んでほしいってこと」

「えっ……ええ!?」

「……声が大きいよ」

　思わず大声で叫さけんでしまって、慌あわてて口を押さえた。恥はずかしくて周りを見られないけど、ぐさぐさ視線が刺ささっている気がする。

　それもこれも、駿河がとんでもないことを言い出すからだ。

「突とつ然ぜんそんなこと言われたって、呼べるわけないじゃん！」

「……橋本のことは、すぐに呼んでいたのに？」

「それは、その方が呼びやすいからで。とにかく、心の準備が出来てないから無理っ」

　勢いでそう返事しちゃったけど、なんで名前を呼ぶのに心の準備が必要なんだろう。

　幼よう稚ち園えんの頃ころはあやとくんって呼んでいたのに、今は呼べる気がしないな……。

　呼び方の話が出て気が付いたけど、駿河だって私の名前呼んだことないよね、多分。

　それなのに私にばっかり言わないでほしいよ。

　ムスッとして何も話さないでいると、今度は駿河の方から話しかけてきた。

「今週末、もし君の予定が空いていれば……デートしない？」

「デ、デート!?　何でいきなりそんな話に──」

「──その時までに、名前を呼ぶ心の準備をしておいて」

　本当に、この人は私が考えもしないようなことを提案してくる。そういう人だっていうのは分かっているのに、毎回慌てちゃって嫌になるよ。

「何でもかんでも勝手に決めないでよ」

「勝手じゃない。君が心の準備が必要だっていうから、そういう期間を作っただけ」

「そ、そもそも何で下の名前で呼ばないといけないの。それに、あんただって……」

「……僕はいつだって、君を名前で呼べるよ。僕が出来るのに、君が出来ないなんてこと……ないよね」

　私を見下ろす駿河の顔が急に意地悪に見えて、ふと幼稚園の記き憶おくが蘇よみがえった。

　今のコイツの顔、昔私をいじめていた時と同じ表情な気がする。

　昔のか弱い私だったら、怯おびえてびくびくしていたかもしれない。

　でも、今はもう、いじめっ子に負けるような女の子じゃないし。

　そもそも〈眠れる獅子〉がチワワみたいなやつに負けるわけがない。

「分かった。絶対に週末までに呼べるようになるから」

　そうはっきりと宣言すると、駿河はなぜか軽く微笑ほほえんでいた。

　なんで笑ってんだろ。もしかして……まんまとコイツの口車に乗せられちゃった感じ？

　まぁなんにせよ、一度決めてしまったことはちゃんとやり通すしかない。

　家に帰ったら練習しまくって、駿河の名前くらい呼べるようにしてやるんだから。




　──こうして、私は駿河と初めてのデートをすることになった。
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　連休後、初めての週末が訪おとずれた。

　俺はある駅の前で莉緒と待ち合わせをしている。

　カジュアルめのジャケットを購こう入にゆうしてみたけど、似合っているのだろうか。ちゃんとデートに適した服装になっているかな。

　デートは今日が生まれて初めてだから、何が正しいのかよく分からない。

　女性のエスコートについても事前に勉強してきたけれど、実じつ践せん出来るか心配だ。

　でも最も気がかりなのは……彼女がデートに乗り気なのかということだ。

　連休明けの放課後、橋本と莉緒が仲良く話しているのを見て、さらに莉緒が橋本を名前で呼んでいるのを聞いて苛いら々いらとしてしまった。

　前からそうだったのに、どうしてあの時は感情が表に出てしまったのだろう。

　勇気を出して俺も〝名前で呼んでほしい〟と言ったら、彼女に〝心の準備があるから〟と断られた。

　橋本のことは呼べて、どうして俺はダメなのかって思うと感情的になってしまい、その結果、あんな形でデートに誘さそってしまった。

　それに〝僕はいつでも君の名前を呼べる〟なんて強気な発言をしてしまって……。

　呼べるならもうとっくに呼んでいるだろう、とあの時の自分に言いたくなる。

　莉緒のことになると判断力が鈍にぶくなって、いつも後になって悔くやんでいるな。

　カッコ悪いところばっかり見せているし……せめて今日のデートでは男らしいところを見せておかなければ。

　彼女が来る前に、もう一度エスコートの仕方を復習しておこう。

　──そう思ってスマホのブラウザを開こうとしたとき、誰だれかが近づいてくる気配を感じた。




「ごめん、待たせた？」

　顔を上げると、そこには少し焦あせった表情をしている彼女の姿があった。

　今日の私服は、打ち上げの時とはテイストが違ちがっている。

　あの時は女の子らしくて可愛かわいい服装だったけど、今日はボーイッシュだ。

　ロゴの入ったＴシャツの上にパーカーを羽織り、細身のジーンズを穿はいている。足元はスニーカーで、小さめのリュックを背負っている。

　なんていうか、彼女のイメージにぴったりだな。すごくカジュアルだけど、とっても似合っている。正直、すごく可愛くて直視できないほどだ。

　……顔をまともに見られないのはいつものことだが。

　意外だったのは、ネックレスやブレスレットなどのアクセサリーをしているということ。

　もしかして、いつもよりもおしゃれを意識していたりして。

「いま来たところ。ところで、今からだけど……予約の時間までこの辺を散歩するってことでいい？　実は、行きたい雑貨屋があるんだ」

「うん、いいよ。まずはそのお店に行こー」

　──今日のデートでは、ハワイ発はつ祥しようのパンケーキ店に行くことにした。そこは先月オープンしたばかりで、二人とも一度行きたいと思っていた店だ。

　かなり混こんでいるという噂うわさだったが、ネットで席を予約出来たのは運が良かった。

　ただ、席は夕方からしか空いていなかったため、予約時間よりも早めに集合して、街を散策してから店に行くという話になった。

　……よし。今からがデート本番だな。しっかりと彼女をエスコートしなければ。

　何事も最初が肝かん心じんだと思った俺は、自分を奮い立たせ、ネットで得た知識を行動に移すことにした。

「それでは、さっそく参りましょうか……お姫ひめ様さま」

　俺は彼女の背中にそっと手を添そえ、空いている方の手でこれから歩く道を示した。

「なっ……」

　彼女の体はまるで石のように固まり、一歩も動こうとはしない。

　何かおかしかったかな。ネットで勉強した通りにやったはずなのに。……もしや。

「ご、ごめん。いきなり触ふれてしまって」

「そこじゃないでしょ！　いや、それもあるけど。と、とにかく早くここから離はなれよ。周囲の目も気になるし」

「周囲の目……？」

　ここは地元の駅から離れているのに、どうして周りの目が気になるのだろう。よく分からないけど、彼女が歩き始めたので、俺は急いで車道側に立った。

　横断歩道を渡わたったりすると場所が入れ替かわってしまうので、その都度車道側を歩くように心がけた。

「ちょっと、どうしたの？　ころころと立ち位置を変えて」

「……お姫様には、危険な道を歩かせてはいけないと思いまして」

　頑がん張ばって彼女の瞳ひとみを見つめてそう答えると、彼女の頰ほおは桃もも色いろに染まっていた。

　良かった、喜んでくれているようだ。そう安あん堵どしたとき、彼女の口からは思いもよらぬ言葉が聞こえた。

「頼たのむから、そのおひめさまっていうのやめてよ。私がイタイ人って思われるじゃん！」

　あれ？　おかしいな。ネットでは〝女性はお姫様扱あつかいすると喜ぶ〟って書いてあったのだが、彼女は違うようだ。

「……嫌いやだった？」

「嫌っていうか、恥はずかしいっていうか。あと、立ち位置ころころ変えて歩きにくいし、いつも通りにしてよ」

「分かった。ごめん……」

「別に謝らなくていいから。とにかく、普ふ通つうにしててね」

　しまった、完全に失敗した。事前に調べてきたことが莉緒には通用しないってことか。

　完全に意い気き消しよう沈ちんする流れだったけど、彼女が明るく接してくれたおかげで何とか持ち直すことが出来た。デートは始まったばかりだし、まだ挽ばん回かいできるはずだ。




　──週末だからか街は人で溢あふれ、自分たちのペースで歩くことすら出来なかった。

　そのため、俺が行きたかったお店に行くまでは思っていたよりも時間がかかった。

「僕が来たかったお店は、ここ」

　俺はある路面店の前で足を止めた。ヨーロッパの古民家をイメージしたような外観で、メルヘンチックな印象を受ける。

「へえ、可愛いお店だね。ちらっと見た限りでは女性が多いけど、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大丈夫ではないかもしれないけど、一人では絶対に入れない店だから行っておきたい」

「そっか。じゃあ、早さつ速そく入ってみよう」

　莉緒は先せん陣じんを切ってお店に入っていった。彼女がドアを開けると、上部についた鐘かねがコロンと鳴った。

　しまった。こういう時は〝ドア付近の段差に気を付けてと言い、先にドアを開けてあげる〟べきだった。

　でも、実行すればまた嫌がられた可能性もあるし、しなくて良かったのかもしれない。




　お店に入ると、女性スタッフが「いらっしゃいませ」と挨あい拶さつをしてきたが、それ以上話しかけてくることは無かった。

　よかった、客はそれほど多くはないし、ゆっくりと見て回れそうだ。

「どうしてこのお店に来たかったの？　どう見ても女子が好きそうな雑貨ばかりだけど」

「実は……好きなキャラクターのグッズがあるかもしれなくて」

「キャ、キャラクターグッズ？　部屋にそんなのあったっけ……」

　彼女の驚おどろいた表情を見て、このお店に来たことを少し後悔した。

　男がグッズ集めをするのはやっぱり変だったか。でも、もう後あと戻もどりは出来ないな。

「勉強机の隅すみやベッドの棚たなに飾かざってある。北ほく欧おう生まれのキャラクターで、日本ではあまり取り扱っていないんだ。でも、このお店に売られているって情報を見つけて」

　莉緒に説明しつつ、店内を歩きながらあのキャラクターの姿を探す。

　そして、それは店の一番奥に、ひっそりと並べられていた。

「あった……」

　店の規模にしてはほんの小さなコーナーだったが、俺の好きなキャラクターグッズがいくつも並べられていた。キーホルダー、ぬいぐるみ、メモ帳やマグカップなどもある。

　まさか、こんなにもいろんな種類のものがあるなんて。

　感動のあまりに手が震ふるえて、なかなかそれらを手にすることが出来ない。

「……これなの？　好きなキャラクターって」

「うん。可愛いと思わない？」

「可愛いっていうのかなぁ、これ。目が怖こわいけど。ちなみに、なんていう名前なの？」

「名前はよく知らない……僕は目つきの悪い猫ねこって呼んでいる」

「好きなのに、名前知らないの？　変なのー」

　俺が好きなキャラクターは、柔やわらかなタッチで描えがかれた茶色い猫だ。

　もとは絵本の登場キャラクターで、北欧ではとても人気がありグッズ化されたらしい。

　全体的に可愛かわいいらしい雰ふん囲い気きなのに、目だけは凜り々りしく、何者をも寄せ付けない凄すごみがある。そういうアンバランスな部分を含ふくめて、可愛いと思うのだけどな。

　俺がこの猫を集め始めたのは〝初はつ恋こいの人に似ているから〟という理由だったのだけど、それを言えば怒おこられそうだから黙だまっておこう。

　そういえば、彼女はどんなものを可愛いって思うのだろうか。

　学校で使っているボストンバッグには、女の子が好きそうなぬいぐるみがついていたけど。

　純じゆん粋すいにああいうのが好きなのか、キャラを作るために付けているのかは分からないな。

「それで、いろんな種類があるけど何を買うの？」

「本当は全部欲しいくらいだけど……このくらいにしておこう」

　俺はストラップとキーホルダー、メモ帳とタオルハンカチを手に取りレジに向かった。




「女性の店員さんだったけど、普通に会計出来るんだねえ」

　会計を済ませて店の外に出た時、彼女は感心したように呟つぶやいた。

「会話する必要がないから、大丈夫。それで、これなんだけど……」

　俺は戦利品の中からキーホルダーを取り出し、彼女に見せた。

「これ、良かったら。り……おの好みじゃないかもしれないけど」

　そして、ようやく約束（？）通りに、莉緒の名前を呼ぶことが出来た。

　名前を口にするだけで心臓が飛び出しそうになるくらいに緊きん張ちようした。

　顔が熱いけど、赤くなってはいないだろうか。……彼女のように。

「えっ、あの、その……本当にもらっても、いいの？　レアなのに」

「……もらってほしい。初デートの記念に」

　これは彼女の好みではないと分かっているけど、それでもプレゼントをしたかった。

　でも、行動に移した後で、彼女の反応を見るのが怖くなってしまう。

　もっと莉緒が好みそうなものをこっそり買って、渡すべきだっただろうか。

「ありがとう。あ、あや……しげな魅み力りよくがあるよね、学校のカバンに付けようかな」

　彼女はしおらしい感じでお礼を言うと、キーホルダーをリュックにしまった。

　嬉うれしそうにしている彼女の姿を見て、この前一いつ緒しよに帰っていた時のことを思い出した。

　英語の小テストの点数が上がったってわざわざ報告してくれたのに。

　俺ときたら、名前を呼んでくれないことを気にして、あんなことを言ってしまって。

　成績が伸のびたことを一緒に喜んであげるべきだったと猛もう省せいしている。

　……結局、まだ彼女は俺の名前を呼んでくれないな。

「僕の好みに付き合わせてしまったから……次はり、莉緒の行きたい場所に行こう。どこに行きたい？」

「ええと、うーん、そうだなぁ。ゲームセンターはどうかな。最近行っていないし、この辺にあった気がするから」

「分かった。そこに行こう。では……どうぞ」

　俺は彼女より半歩前に出て肘ひじを軽く曲げた。

「えっ、どうぞって……何が？」

「何って、腕うでを組んで歩こうかと」

「いいよ！　そんなことしなくても」

　女の人は腕を組んで歩きたいってネットに書いてあったのだが、莉緒はそう思ってなかったようだ。勇気を出して行動したことが全すべて裏目に出てしまって、さすがに落ち込むな。

　恥はじを忍しのんでタケにデートの仕方を教えてもらうべきだったか。

「ごめん、また失敗した」

「いや、そうじゃなくてさ。普通に、つなぐ感じで……いいんじゃないかなって」

　ぽつぽつと照れくさそうに話す彼女はすごく可愛くて、その言葉を聞いた瞬しゆん間かんに彼女の手を握にぎった。

　本当は抱だきしめたいくらいだったけど、ぐっとこらえる。

　久しぶりに彼女と手を繫つないで歩くが、前よりも緊張するのは気のせいだろうか。

　今は普通に繫いでいるけど、正式に付き合えたら恋人繫ぎもしてみたいな。

「……そういえばお兄ちゃんがいるなんて知らなかったよ。うらやましいな、私は一人っ子だからさ。お兄ちゃんかお姉ちゃんが欲しかったなー」

　莉緒が一人っ子だという事を初めて知った。家族の話は今まで話題に出なかったからな。

　……よく考えてみれば、誕生日や血液型等の基本情報もまだ知らない。

　誕生日についてはそのうち確かく認にんして、その日が来るまでにいろいろ準備しなくては。

「うちは世話が焼ける兄だよ。料理が出来ないから、連休中はずっと作ってあげていたし」

「えっ!?　料理なんてするの？」

「するよ。実はお菓か子しも作れる。……君が前食べたチーズケーキ、あれは僕が作った」

「なんですと!?　私なんて、まともに包丁握ったことすらないのに……まさか、私よりも女子力高いなんて」

　料理が出来ないのはイメージ通りだ。

　自己紹しよう介かいの時のお菓子作りが趣しゆ味みっていうのも、噓うそだったみたいだな。……分かっていたけど。

　彼女は俺より女子力が低いということにショックを受け、落ち込んでいるようだ。

　ここはもう、他ほかの話題に変えたほうがいいかな。

「ゲームセンターでは何をして遊んでいるの？」

「もっぱら、友達と格ゲーで遊んでる。あとは音ゲーかな。クレーンゲームも得意だよ！　あれってコツが分かればいっぱい獲とれるんだぁ」

　彼女のこの言葉を聞いて、俺は今さらある可能性に気が付いた。

　ゲームセンターで格かく闘とうゲームって、どう考えても男子が好む遊びだ。

　まさか、吉木さんと二人で対戦しているというわけではないだろう。……想像したら少し面おも白しろい光景だけど。

〝あんたのせいでこんな性格になって、全くモテなくなったんだよ？〟

　ふと、再会したばかりの時に莉緒が言ったことを思い出す。

　今まで全くモテなかったって言っていたけど、男とかかわりが無かったとは言っていない。

　むしろ、男おとこ勝まさりな彼女は男子とすぐに打ち解けられそうだ。──友達として。

　高校で男子と仲良くなっていないのは、女らしいキャラクターを作っていたからだ。

　だから、俺は……彼女に男友達が多いかもしれないなんて、考えたこともなかった。

「どうしたの？　黙っちゃって。あ、見えてきたよーゲーセン」

　彼女の声はとても浮うき浮きしている一方で、俺の心は急に雲がかかったように暗くなった。なぜか、ゲームセンターには行きたくないという気持ちが芽生えていく。

「あの、やっぱりゲームセンターじゃなくて……」

　ここではなく、もっと違ちがう場所に行こう。

　そう莉緒に進言しようとした時、彼女は突とつ然ぜん俺の手を離はなした。

「おっ。タケシとユウイチじゃーん！」

「誰だれかと思ったら莉緒じゃん。今からゲーセン？」

　彼女は、ゲームセンターから出てきた男二人組に駆かけ寄っていた。

　彼女ら三人はハイタッチをした後、楽しそうに会話をしている。

　急に解放された手のひらを見ると、なぜか胸がきゅっと締しめ付けられた。

　腹立たしいのは、三人が名前で呼び合っていることと、挨あい拶さつ代がわりに手と手を触ふれ合わせていたことだ。

　和わ気き藹あい々あいとしているところを邪じや魔まして、奴やつ等らにはさっさと退場してもらおう。そう決意した俺は、彼女らに近づいていくことにした。

「あ、ごめん、急に走っちゃって。中学の友達を見かけたらテンションあがっちゃって」

「中学の友達……」

　友達らしき二人はとてもガラが悪そうで、正直頭も悪そうに見えた。

　一人は金きん髪ぱつの坊ぼう主ず頭あたまでキャップを反対に被かぶっており、非常に目つきが悪い。

　もう一人はロン毛で耳に大きなピアスをつけていて、だらしない顔つきをしている。

「チーッス。うわ、すげーイケメン。まじやべー。え、なに、莉緒の高校の友達？」

「いや、俺さっき見ちゃったし。この二人、手繫いでたぜ。デートだぜ、デート」

「そんなん見間違いに決まってんだろ。莉緒と手を繫ぎたい男なんているわけないだろ。こんなのを女として見てるヤツいねーって」

　坊主とロン毛は、次々に彼女に対して暴言を吐はいた。笑っているから冗じよう談だんのつもりなのかもしれないけど、それでも失礼だ。

「うっせーな。お前らだって全くモテないくせに、人のことばっか言ってんじゃねーよ」

　莉緒は坊主とロン毛を思いっきり睨にらみつけ、奴等の腕をばしばしと叩たたいていた。

　たくましくて立派だと思うけど、そいつらに触さわるのは止やめて欲しい。

　俺は黙だまって三人の会話を聞いていたが、不快感だけが募つのっていった。

「莉緒ほどじゃねーし。っていうか、お前、いつもすっぴんのくせにメイクまでしやがってよ。似合わないっつーの。ねえ、高校の友達もそう思うよねぇ？」

「そうだよ。ダチなら言ってやってって。お前みたいなオトコオンナ、何やったってダメだから諦あきらめろって。眠ねむれる獅し子しはネックレスじゃなくて首輪の方がお似合いだってさ」

　こともあろうに、この男どもは俺に同調を求めた。本当に頭が空っぽなのか。

　男はみんな同じ気持ちだ、なんて思っているのだろうか。

　──そう思っているのなら、はっきりと否定してやろう。

　これが莉緒の日常だったとしても……俺は奴等の言葉を決して許すことは出来ない。

「莉緒は可愛かわいくて素す敵てきな女の子だよ。だから、その意見には全く賛同できない。これ以上俺の大切な人を侮ぶ辱じよくするのなら、目の前から消えてもらえるかな」

　こんなに低い声を出したのも、怒いかりを露あらわにしたのも初めてだ。

　喧けん嘩かはしたことはないが、こいつらには負ける気がしない。

　小学校から九年間習っていた空手の経験が、この自信に繫がっているのかもしれない。

「……なんだよ、つまんねーな。もうシラけた。行こうぜ」

「お、おう」

　坊主とロン毛は、バツが悪そうな顔をして俺たちから離れて行った。莉緒は目をぱちくりとさせていて、まだこの状じよう況きように追いつけていないようだった。

「急にどうしたの？　私たち、いつもこんなノリだよ？　だから全然気にしていないのに」

「莉緒はそうでも、僕は嫌いやだった。好きな人が馬ば鹿かにされたら誰だって怒おこるよ」

「好きなひと……」

　彼女はまた赤くなり、俺はその姿を見て、少しだけ心の棘とげが抜ぬけた気がした。

　でも、一番楽しかった時とは同じ気分にはなれない。

「悪いけど……違うところに行こう。そろそろ、お店の近くまで行ってもいい時間だし」

「そ、そうだね、移動しよう」

　俺たちは手を繫つなぐことなく、ゲームセンターを後にした。




　──どこか気まずい雰ふん囲い気きのまま、パンケーキ店に到とう着ちやくした。

　ゆっくり歩いていたからか、いつの間にかちょうどいい時間になっていた。

　店はオープンテラスになっていて、ところどころに植物が飾かざられている。

　この店では、とても優ゆう雅がなひとときを過ごせそうだ。……今は無理だけど。
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「すみません、予約していた……駿河です」

　雑貨屋の時と同じように、先に莉緒がお店に入った。

　俺が女性店員とうまくやりとりが出来ないからだ。

　……本来は俺がリードすべきなのに。本当に、情けないところばかりだな。

「こちらの席にどうぞ」

　俺たちは店内の席に案内された。

　各テーブルにはそれなりの間かん隔かくがあり、隣となりを気にせずに会話が出来そうだ。

「……君は、奥に座って」

「あ、うん。ありがと」

　席に着くと、店員が水とメニューを持ってきた。メニューには数種類のパンケーキやワッフル、フードメニューなどが載のっている。

　どれも美味おいしそうだが、パンケーキとワッフルに載っている生クリームの量は尋じん常じようではない。

　店員曰いわく〝パンケーキはボリュームが多いからシェアした方が良い〟らしい。

　家族や友達同士でならシェアしやすいと思うが……俺たちのような関係の場合はどうすればいいのだろうか。俺は別に構わないけど、彼女はどう思うだろう。

「シェアした方がいいらしいけど……どうする？」

「いいんじゃない？　私、一人でこの生クリームを食べきる自信ないもん。どれにする？　ストロベリーか、バナナが載っているやつが美味しそう」

「じゃあ、バナナにしよう。チョコソースも美味しそうだし」

「オッケー。じゃあ注文するから」

　莉緒は店員を呼んで、チョコバナナのパンケーキとドリンクを注文した。

　シェアを嫌がられなくてほっとした。理由は何であれ、拒きよ否ひされたら傷ついただろうし。

　──注文をした後、俺たちの間には沈ちん黙もくが続いていた。

　気になっていた店に来られたのに、どこかテンションが上がらないのは、先ほどの出来事が尾おを引いているのだろう。

　でも、奴やつ等らに言いたいことははっきり言えたのに、どうして嫌な気分を引きずっているのだろうか。

「……ねぇ、提案があるんだけど」

　重い沈黙を破ったのは、彼女からだった。

「何？」

　莉緒は、先に提供されたハーブティーを一口飲んでから話し始めた。

「今日、二人ともここのパンケーキを楽しみにしてたじゃん。せっかくだから楽しい気持ちで食べたいし……お互たがい言いたいこと全部吐き出して、気分をすっきりさせておこうよ」

　彼女からの提案はとても前向きだった。

　確かに、暗い気分のままパンケーキを食べても美味しくないかもしれないな。

「……僕も賛成。莉緒は何か言いたいことがあるの？」

「うん。まずは、怒ってくれてありがと、嬉うれしかったよ。でもね、アイツらとはずっとあんなノリだからさ。そんな怒らないでよ。慣れてるっていうか、これが普ふ通つうだから」

　彼女はそう言ったけれど、俺にはそれが本心とは思えなかった。

　気のせいかもしれないけど、心から笑っているようには見えない。

　そして、俺は今の話を聞き、なぜ奴等のことを不快に感じたのかが分かった気がした。

　自分の気持ちを言葉にするのはあまり得意ではないけど、心を決めて口を開く。

「僕は……君たちのやり取りを聞いて、なぜ君が自分に自信が無いのか、無理やりでも自分を変えようとしたのか、分かった気がした。あんな風に毎日自分をけなされたら、誰だれでも自信を無くすと思う。彼らに悪気が無くても……僕は許せなかった」

「そんな風に考えたことは無かったけど、そうなのかな」

　彼女はピンときていないようだけど、きっとこれが原因だと思う。

　でも、今はあまり伝わらないと思ったため、これ以上奴等の話をするのは止やめた。

「あと……これはあまり言いたくはなかったけど、僕のことだけ名前で呼んでくれないから、少し……拗すねていた。そんなに、呼びたくないかな」

　そう打ち明けたとき、注文していたチョコバナナパンケーキが運ばれてきた。

　タイミングが良いのか悪いのかは、よく分からない。

　生クリームのタワーは写真で見るよりも迫はく力りよくがあり、パンケーキもかなり厚みがある。

　これは確かに、一人では食べきれそうにないな。

「想像以上のボリュームだね。さっそく食べてみる？」

「そ、その前にもう一言いいかな」

「……どうぞ」

　莉緒は目を閉じてゆっくりと深呼吸をした後、もう一度目を開けた。

　彼女はいつも俺の方を見ているのに、今はあちこち目が泳いでいる。

「あ、あや……とくんの名前を呼びたくないわけじゃないよ。自分でも、よく分からないけど……声に出そうとすると、ド、ドキドキするから。うまく呼べなくってごめんなさいそしていただきます！」

　莉緒が俺の名前を呼べない理由は、名前を呼んでもらうよりもずっと嬉しいものだった。

　彼女は話し終わると同時にナイフとフォークを持ち、パンケーキを取り皿に移した。

　大きめの一口を口に入れて頰ほお張ばる姿は、照れ隠かくしをしているようにも見える。

「あ……やとくんも、早く食べなよ！　ここからは争そう奪だつ戦せんだからね」

「うん、その前に」

　俺は莉緒に向かって手を伸のばし、口元についている生クリームを親指で拭ぬぐった。

「……子供みたいだね」

　親指についている生クリームを舐なめると、口の中には程ほどよい甘さが広がっていった。

「美味しいね。行列が出来るだけのことはあるな」

「な、な、何して……。いや、何でもない……」

　彼女と一いつ緒しよに食べたパンケーキは、とても甘くて、でもさっぱりしていて、ずっと食べていたくなる味だった。

　こんなにも美味しいと感じるのは、きっと好きな人と一緒に食べているからなのだろう。




　──パンケーキはあんなにもボリュームが多かったのに、ぺろりと平らげてしまった。

　莉緒はとても満足そうにしていた。思っていることを全部話して、美味しいものをたくさん食べたからそんな表情になるのだろうな。

　その一方で俺は、まだどこか気持ちが吹ふっ切れないでいた。

　それはきっと、不ふ機き嫌げんになった別の理由をまだ隠しているからだ。

　気分が落ちたのは、坊ぼう主ずとロン毛に遭そう遇ぐうする前、彼女に男友達が多いと気付いてからだった。また、橋本と仲良く話しているときや、莉緒がアイツを名前で呼ぶ時も、同じような気持ちになった。

　本当に、自分がほとほと嫌いやになるな。彼女への想おもいが強くなっていくにつれ、いろんな感情が抑おさえられなくなっているみたいだ。

　本当の彼氏でもないのに俺は、莉緒の男友達にたまらなく嫉しつ妬としている。

　もし正式に付き合うことが出来たなら……俺は彼女を、好きなだけ独り占じめに出来るのだろうか。

　でも、具体的にどうすれば正式に付き合うということになるのだろう。

「──一つ、聞いてもいいかな」

「うん、なに？」

「僕たちの関係は、何を以もつて正式なものになるのだろうか」

　氷が溶とけ薄うすまっていくアイスコーヒーを眺ながめながら、そう問いかけた。

「えっと、それは……私があ、あや……とくんのことを、その、す、す……」

〝あやとくんを好きという気持ちがはっきりするまで〟と口にすることは、彼女のキャパシティを超こえたものだったらしい。

　こういう話に免めん疫えきがないところ、本当に純じゆん粋すいで可愛かわいくて……少しだけ、意地悪をしたくなっちゃうな。……幼よう稚ち園えんの時の俺も、こんな気持ちだったのだろう。

「もし君が僕を好きになったとしても、そのことをちゃんと伝えられないんじゃない」

「そ、そんなことはな……くはない、かも」

「そうだよね。だから僕は、君が簡単に気持ちを伝えられる〝サイン〟を考えてみた」

「サイン……？」

　目線をアイスコーヒーから彼女に移し、そのつぶらな瞳ひとみをしっかりと見つめる。

「そう。もし君が僕を好きになったら──君から僕にキスをする。どうかな？」

「な、何言ってんの！　そんなの、もっと無理に決まってんじゃん」

　莉緒はとても驚おどろいたようで、店内に響ひびき渡わたるくらいの大声を上げていた。

　それは俺も体をびくっと震ふるわせるほどで、他ほかの客も驚いたのか、一時店内は静まり返った。

　彼女は肩かた身みが狭せまそうにして、小声で「ゴメン」と言った。

「いや、今のは僕が悪かった、驚かせてごめん。でも、分かりやすくていいと思ったんだけど……君にはハードルが高かったかな」

　そう言うと、彼女は顔をしかめていた。本当に感情が表に出やすいタイプだな。

「べつに、そんなこともないけど。それに、好きにならなかったら……しないわけだし？」

「……だったら、やっぱりサインはこれでいいね」

「…………そう、だね」

　彼女は負けず嫌ぎらいですぐムキになるところがある。だから俺が〝君には難しい〟という趣しゆ旨しの話をすれば、反論してくることは安易に想像出来た。

　わざと誘ゆう導どうしたみたいで悪い気もするけど、このくらいは許されるよね。

　兎とにも角にも、俺の今後の目的は明確になった訳で。

　彼女からキスをしてもらえるように、ひたむきに頑がん張ばることにしよう。

「あのさ……」

　サインが決定した後、暫しばらく沈ちん黙もくしていた彼女が話しかけてきた。

「なに？」

「もし、キ、キスするってなったら……その、頰ほっぺたでもいいかなぁ!?」

　──この人は本当に、どんなことも一いつ生しよう懸けん命めいに考えてしまうらしい。

　少し困らせてみたくて、そう提案しただけなのに。この反応は予想外で、ふいを突つかれてしまったよ。

　顔を真っ赤にしながら話す彼女の姿はたまらなく可愛くて、二人の間にテーブルが無かったら、絶対に抱だきしめていただろう。

　唇くちびる以外はダメだよ、って言ってもっと困らせてみたいけど。そんなことを言えば嫌きらわれてしまうかもしれないから、止めておこう。

「──いいよ」

　そう答えると彼女は、照れたように笑って。

　その笑え顔がおを見たら、俺はやっぱり彼女のことが大好きだな、と思った。
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あとがき









　はじめまして、滝たき沢ざわ美み空くです。この度たびは「ライオンちゃんとチワワくん。」を最後までお読みいただきありがとうございました。

　本作品は、エブリスタで開かい催さいされた「角川ビーンズ文庫学園ストーリー大賞」にて賞をいただいて、書しよ籍せき化かの運びとなりました。本当に夢のようで、言葉では言い表せないくらいに嬉うれしいです。エブリスタのご担当者さま、角川ビーンズ文庫の編集部の皆みなさまには心から感謝しております。

　もう一つ同じくらいに感動したのは、自分で作り出したキャラクターがプロの漫まん画が家かさんによってイラスト化されたということです。完成したイラストを見た時は鳥とり肌はだが立つほどに感動しました。自分が思い描えがいていた以上に素す敵てきなキャラクターが生まれていたからです。自分の作品にはもったいないほどのイラストを描いてくださった森もり野の萌めぐみ先生には、感謝してもしきれません。本当にありがとうございます。

　また、校正の方、デザインの方など本作品に携たずさわって下さった皆さまにも、本当に感謝しております。




　本作品ですが、エブリスタで公開しているのは「ライオンちゃん編」までであり、それ以降は書籍化するにあたって書き下ろしたものです。その際に「ライオンちゃん編」も加筆修正しましたので、エブリスタ版とはまるで別作品のように仕上がっています。

　私だけの力ではここまで書き切ることは絶対にできませんでした。担当編集の方にたくさんのアドバイスをいただいて、何度も書き直して、ようやく完成することができました。

　私よりも小説を読み込んで、キャラクターの立場にたって考えてくださったこと、本当に嬉しかったです。この場を借りて心からお礼申し上げます。




　この物語は、「同じことがきっかけでトラウマを抱かかえ性格が入れ替かわった」男女が恋れん愛あいしたら面白いのではと考えて書き始めました。また、もしイケメンがずっと一人の女の子だけを想おもい続けていたら素敵、と思ったのもきっかけの一つです。

　綾あや人とは残念なイケメンなんですけれども、莉り緒おの前でだけはカッコよくなれてしまう（最初はかなりダメでしたけど）。

　莉緒以外のことを好きになったことはないし、普ふ通つうに話せるのも彼女だけ。

　そういう一いち途ず（？）で自分だけのイケメンっていいと思いませんか？　もしかしたら重いだけかもしれませんけど（笑）。森野先生が描いてくださった綾人は本当にイケメンで、でも自信なさげな瞳ひとみがとってもキュンとします。

　ちなみに、私が個人的に一番気に入っているのは綾人の兄、岳人タケです。

　綾人の女子苦手エピソードを追記しようということになり、どんな話にしようか考えているうちにタケが生まれました。兄弟で過去を振ふり返るというエピソードにすれば、兄から弟に恋愛アドバイスもしてもらえて一石二鳥かなと（笑）。

　ちなみにこの兄弟は顔がそっくりで、かなり女子にモテています。タケは女の子が苦手どころか好きなほうなので、モテて喜んでいるでしょう。でも裏設定では、タケは高校の時に大だい失しつ恋れんをしていて、今もそれを引きずっています。それ以降は特定の彼女を作らず、いろんな女の子と遊んでいるのです。ただチャラいとみせかけて実は深いやつ、それが綾人の兄です（笑）。

　ちなみに、綾人がトラウマを抱えなかった場合でも、兄のようにはならなかったと思います。好きな女の子以外に興味はないというスタンスは変わらなかったでしょう。ただ、恋愛する機会は多かったと思いますけどね。

　綾人は文武両道でスタイルがいいという完かん璧ぺき人間ですが、美み鈴すずも同じタイプです。

　美鈴は男子が苦手ではないけれど、それ以外は似ていると思います。なんでも出来て男子からも人気があるけれど、先生以外には全く興味がありません。美鈴と先生の恋愛はどうなるのでしょうか……。

　美鈴は莉緒とは違ちがい、女子特有の集団行動ができる子なのですが、莉緒が一番好きなので二人で行動することが多いです。友情にも一途なところが、美鈴のいいところですね。

　綾人と美鈴が似ていると書きましたが、莉緒とレオも似ていると思います。クラスをまとめることやイベントが大好きなところ、すぐ顔が赤くなってしまうところなんかもそっくりです。

　レオは、猫ねこを被かぶった莉緒を好きになりました。でも、それが本当の彼女じゃないと知ってショックを受け、この気持ちはいったい誰だれに向けてのものなんだろうと悩なやんでしまいます。そうやって悩むのは彼が純じゆん粋すいだからだと思います。

　理想と違っていてもやっぱり莉緒のことが好きなのか、それはまだ本人にもはっきりと分かっていないでしょう。

　そもそも、一いつ般ぱん的てきにどうしてその人を好きになったのかなんて説明は難しいと思います。どうしてこんな人を好きになっちゃったの？　って考えたことのある人は結構いると思います。

　レオもそうなのかもしれません。あるいは、自分と似ているところがあると直感し、無意識に惹ひかれていったのかもしれませんね。

　長々と莉緒以外のキャラクターについて書かせていただきましたが、皆さまはどのキャラクターが一番お好きでしょうか？

　彼らに少しでも愛着を持っていただけたら、作者としてこれ以上に嬉しいことはありません。

　あとがきまで読んでくださり、本当にありがとうございました。

　読者の皆さまに、心からの感謝をこめて。
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